


障害者雇用助成金障害者雇用助成金

支給対象となる措置
①障害者用トイレを設置すること
②拡大読書器を購入すること
③就業場所に手すりを設置すること　等
支給額 支給対象費用の2/3

　障害特性による就労上の課題を
克服し、作業を容易にするために
配慮された施設等の設置・整備を
行う場合に、その費用の一部を助成
します。

障害者作業施設設置等助成金
　障害の特性に応じた適切な雇用管理に必要
な介助者の配置等の措置を行う場合に、その
費用の一部を助成します。

障害者介助等助成金

支給対象となる措置
①職場介助者を配置または委嘱すること
②職場介助者の配置または委嘱を継続すること
③手話通訳・要約筆記等担当者を委嘱すること
④障害者相談窓口担当者を配置すること
⑤職場支援員を配置または委嘱すること
⑥職場復帰支援を行うこと
⑦ 障害者が行う業務の介助を重度訪問介護等サービ
ス事業者に委託すること

支給額　 ①③支給対象費用の3/4
②　支給対象費用の2/3
④　1人につき月額1万円　外
⑤　配置：月額3万円、委嘱：1回1万円
⑥　1人につき月額4万5千円　外
⑦　1人につき月額13万3千円　外

支給対象となる措置
①訪問型職場適応援助者による支援を行うこと
② 企業在籍型職場適応援助者による支援を行うこと
支給額　 ①1日1万6千円　外

②月12万円　外

　職場適応に課題を抱える障害者に対して、
職場適応援助者による支援を行う場合に、そ
の費用の一部を助成します。

職場適応援助者助成金

支給対象となる措置
①住宅を賃借すること
②指導員を配置すること
③住宅手当を支払うこと
④通勤用バスを購入すること
⑤通勤用バス運転従事者を委嘱すること
⑥通勤援助者を委嘱すること
⑦駐車場を賃借すること
⑧通勤用自動車を購入すること
⑨ 障害者の通勤の援助を重度訪問介護等サービス事
業者に委託すること

支給額　 ①～⑧支給対象費用の3/4
　　⑨1人につき月額7万4千円　外

　障害の特性に応じた通勤を容易にするため
の措置を行う場合に、その費用の一部を助成
します。

重度障害者等通勤対策助成金

※お問合せや申請は、当機構（JEED）の都道府県支部高齢・障害者業務課（65頁参照　東京、大阪支部は高齢・障害者窓口サービス課）までお願いします

6565歳超雇用推進助成金歳超雇用推進助成金

助成金のごあんない助成金のごあんない

主な支給要件
●労働協約または就業規則で定めている定年年齢
等を、過去最高を上回る年齢に引上げること
●定年の引上げ等の実施に対して、専門家へ委託
費等の経費の支出があること。また、改正前後
の就業規則を労働基準監督署へ届け出ること
●1年以上継続して雇用されている60歳以上の雇
用保険被保険者が1人以上いること
●高年齢者雇用等推進者の選任及び高年齢者雇用

管理に関する措置（※1）の実施
支給額
●定年の引上げ等の措置の内容、60歳以上の対
象被保険者数、定年等の引上げ年数に応じて
10万円から160万円

受付期間
　 定年の引上げ等の措置の実施日が属する月の翌
月から起算して４カ月以内の各月月初から５開
庁日までに、必要な書類を添えて、申請窓口へ
申請してください。

　65歳以上への定年の引上げ、定年の定め
の廃止、希望者全員を対象とする66歳以上
の継続雇用制度の導入、他社による継続雇
用制度の導入のいずれかの措置を実施した
事業主の皆様を助成します。

措置（注1）の内容
高年齢者の能力開発、能力評価、賃金体系、労
働時間等の雇用管理制度の見直しもしくは導
入、法定の健康診断以外の健康管理制度（人間
ドックまたは生活習慣病予防検診）の導入
（注1） 措置は、55歳以上の高年齢者を対象として労働

協約または就業規則に規定し、1人以上の支給対
象被保険者に実施・適用することが必要。

支給額
支給対象経費（注2）の60%、ただし中小企業事業
主以外は45%
（注2）措置の実施に必要な専門家への委託費、コンサル

タントとの相談経費、措置の実施に伴い必要とな
る機器、システム及びソフトウェア等の導入に要
した経費（経費の額に関わらず、初回の申請に限
り50万円の費用を要したものとみなします。）

　高年齢者の雇用管理制度を整備するた
めの措置（高年齢者雇用管理整備措置）を
実施した事業主の皆様を助成します。

主な支給要件
①高年齢者雇用等推進者の選任及び高年齢者雇
用管理に関する措置（※1）を実施し、無期雇用
転換制度を就業規則等に規定していること

② 無期雇用転換計画に基づき、無期雇用労働者
に転換していること

③ 無期雇用に転換した労働者に転換後6カ月分
の賃金を支給していること

④ 雇用保険被保険者を事業主都合で離職させて
いないこと

支給額
●   対象労働者1人につき48万円（中小企業事業
主以外は38万円）

　50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約
労働者を無期雇用労働者に転換した事業
主の皆様を助成します。

支給対象となる措置
① 休憩室・食堂等の施設を設置または整
備すること
② ①の施設に附帯するトイレ・玄関等を
設置または整備すること
③ ①、②の付属設備を設置または整備す
ること　等

支給額 支給対象費用の1/3

　障害者の福祉の増進を図るため、
障害特性による課題に対する配慮を
した福祉施設の設置・整備を行う場
合に、その費用の一部を助成します。

障害者福祉施設設置等助成金

支給対象となる措置
重度障害者等の雇用に適当な事業施設等（作業施設、
管理施設、福祉施設、設備）を設置・整備すること
支給額 支給対象費用の2/3（特例3/4）

　重度障害者を多数継続して雇用するために
必要となる事業施設等の設置または整備を行
う事業主について、障害者を雇用する事業所と
してのモデル性が認められる場合に、その費用
の一部を助成します。 ※事前相談が必要です。

重度障害者多数雇用事業所
施設設置等助成金

65歳超継続雇用促進コース 高年齢者評価制度等雇用管理改善コース 高年齢者無期雇用転換コース

障害者雇用助成金に係る
説明動画はこちら

高年齢者雇用管理に関する措置（※1）とは (a) 職業能力の開発及び向上のための教育訓練の実施等、
(b) 作業施設・方法の改善、(c) 健康管理、安全衛生の配慮、(d) 職域の拡大、(e) 知識、経験等を
活用できる配置、処遇の推進、(f) 賃金体系の見直し、(g) 勤務時間制度の弾力化のいずれか

65歳超雇用推進助成金に係る
説明動画はこちら



エルダー1 エルダー1

LeadersTalk No.98

大学卒業後、マグロ船乗り、港湾労働者、映画助
監督、テレビディレクターなどを経てフリージャー
ナリストに。アジア、アフリカ、北欧、東欧、オーストラ
リアなどを取材。1983（昭和58）年に病気療養の
ため帰郷、長野県を拠点に活動を始める。国際理
解、地域づくり、障害者福祉、高齢者問題などにか
かわる。201３（平成2５）年より現職。

うちやま・じろう

健
康
長
寿
国
で
あ
る
日
本
の
な
か

で
も
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
平
均
寿
命・

健
康
寿
命
を
誇
る
長
野
県
。
同
時
に

高
齢
者
の
有
業
率
で
も
全
国
１
位
※

と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
が
活
躍
し

て
い
る
地
域
と
も
い
え
ま
す
。
今
回

は
、
公
益
財
団
法
人
長
野
県
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
内
山
二

郎
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
、
長
野

県
に
お
け
る
健
康
長
寿
の
秘
訣
や
、

同
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
い
る
シ

ニ
ア
の
社
会
参
加
と
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
理
事
長

内
山
二
郎
さ
ん

シ
ニ
ア
の
健
康
長
寿
を
支
え
る
社
会
参
加

学
び
を
通
じ
て
地
域
と
つ
な
が
る
活
動
を
推
進

※　総務省統計局「平成29年就業構造基本調査」
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や
食
事
の
栄
養
指
導
を
行
う
活
動
を
、
昭
和
20
年
代

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
保
健
補
導
員
制
度
は
長

野
県
が
最
初
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

「
食
生
活
改
善
推
進
員
」が
行
政
と
一
緒
に
食
生
活

改
善
運
動
を
展
開
し
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
の
積
重
ね

が
、
長
野
県
の
健
康
長
寿
を
実
現
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

な
か
で
も
、
特
筆
す
べ
き
取
組
み
が
、
佐さ

久く

総
合

病
院（
佐
久
市
）に
よ
る
農
村
医
療
へ
の
取
組
み
で
す
。

若わ
か

月つ
き

俊と
し

一か
ず

と
い
う
医
師
が
「
病
院
は
病
気
に
な
っ
た
人

を
待
つ
場
所
で
は
な
い
。
医
療
者
自
ら
地
域
に
出
て

行
く
べ
き
だ
」と
提
唱
し
、
昭
和
30
年
代
か
ら
出
張
診

療
や
健
康
・
食
事
指
導
が
始
ま
り
、
そ
の
際
に
医
師

や
保
健
師
、
看
護
師
が
役
者
に
な
っ
て
、
演
劇
を
通

じ
て
看
護
や
食
事
の
あ
り
方
を
教
え
る
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
長
年
の
伝
統
が
地
域
住
民
に
浸

透
し
、
健
康
に
対
す
る
意
識
を
引
き
上
げ
た
の
で
す
。

―
就
業
意
欲
の
面
で
い
う
と
、
長
野
県
は
高
齢
者

の
有
業
率
も
全
国
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
山　

い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

―
長
野
県
は
平
均
寿
命
、
健
康
寿
命
と
も
に
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
ま
す
。
健
康
長
寿
を
長
年
維

持
し
て
き
た
要
因
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

内
山　
２
０
２
０（
令
和
２
）年
の
統
計
に
よ
る
と
、

長
野
県
の
男
性
の
平
均
寿
命
は
82
・
68
歳
で
全
国

２
位
、
女
性
は
88
・
23
歳
で
全
国
４
位
※ 1
で
す
。
健

康
寿
命
で
は
男
性
が
81
・
１
歳
で
全
国
２
位
、
女

性
が
85
・
２
歳
で
全
国
１
位
※ 2
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
要
因
に
つ
い
て
よ
く
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、

統
計
分
析
で
は
、
①
高
い
就
業
意
欲
や
積
極
的
な

社
会
活
動
へ
の
参
加
に
よ
る
生
き
が
い
を
持
っ
た

暮
ら
し
、
②
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
と
健
康

づ
く
り
活
動
の
成
果
、
③
高
い
公
衆
衛
生
水
準
お

よ
び
周
産
期
医
療
※ 3
の
充
実
―
―
の
三
つ
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
②
の
健
康
づ
く
り
に
関
し
て

は
、
行
政
と
地
域
の
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
携

し
、
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
か
ら
の
長
い
活
動
の
歴

史
が
あ
る
の
で
す
。

　
長
野
県
で
は
、「
保
健
補
導
員
」と
い
う
住
民
の

方
が
、
保
健
師
や
医
師
と
一
緒
に
地
域
で
健
康
指
導

元
々
生
ま
れ
故
郷
が
農
業
や
林
業
を
行
っ
て
い
た
と

い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。都
市
部
の
会
社
員
と
比
べ
、

長
野
県
の
場
合
は
定
年
退
職
後
、
家
業
の
農
業
や
林

業
を
引
き
継
い
で
仕
事
を
す
る
人
が
多
い
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
退
職
後
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
と
き

ど
き
手
伝
っ
て
い
た
家
業
を
行
う
の
が
普
通
の
光
景

な
の
で
す
。

―
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
長
野

県
シ
ニ
ア
大
学
（
以
下
、「
シ
ニ
ア
大
学
」）
の
運
営

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

内
山　
変
遷
を
説
明
す
る
と
、「
シ
ニ
ア
大
学
」は
１

９
７
８（
昭
和
53
）年
に
開
設
さ
れ
た「
長
野
県
老

人
大
学
」
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
１
９
８
９
（
平
成

元
）
年
に
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
が
設
立

さ
れ
、
そ
こ
に
老
人
大
学
の
運
営
が
移
管
、
２
０
０

８
年
に
名
称
が
「
シ
ニ
ア
大
学
」に
変
わ
り
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
大
学
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の
多
様
な
生
き
方
、

価
値
観
を
大
切
に
し
な
が
ら
自
ら
地
域
的
課
題
に
気

づ
き
、
学
習
を
通
し
て
社
会
参
加
へ
の
き
っ
か
け
を

つ
か
み
、
地
域
と
か
か
わ
る
人
材
を
育
む
こ
と
を
目

ざ
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
に
は
長
野
県
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー
の
改
革
が
行
わ
れ
、
シ
ニ
ア
大
学

が
従
来
か
ら
掲
げ
て
き
た
目
的
で
あ
る
「
生
き
が
い

づ
く
り
」、「
健
康
づ
く
り
」、「
仲
間
づ
く
り
」に
、

新
た
に「
社
会
参
加
の
推
進
」が
加
わ
り
ま
し
た
。

戦
後
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
健
康
・
栄
養
指
導
で

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
平
均
・
健
康
寿
命

公益財団法人長野県長寿社会開発センター 理事長

内山二郎さん

※1　厚生労働省「令和2年都道府県別生命表の概況」
※2　公益社団法人国民健康保険中央会「平均自立期間・平均余命都道府県一覧（令和2年統計情報分）」
※3　周産期医療……妊娠22週から出生後7日未満までの期間をさす「周産期」を含む前後の期間における医療体制のこと
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
本
部
お
よ
び
県
内
各
支

部
に
計
11
人
が
在
籍
。
現
場
に
足
を
運
ん
で
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
発
見
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
機
関
を
結

び
つ
け
、
シ
ニ
ア
の
居
場
所
と
出
番
を
つ
く
り
出
し
、

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
の
が
役
割
で
す
。
当
セ
ン

タ
ー
が
発
行
し
て
い
る
事
例
集
『
信
州
版
人
生
二
モ

ウ
サ
ク
劇
場
』
も
そ
の
成
果
の
一
つ
で
す
。
各
地
域

で
自
然
発
生
的
に
で
き
た
シ
ニ
ア
の
グ
ル
ー
プ
の
活

動
を
〝
見
え
る
化
〞
し
よ
う
と
い
う
事
例
集
で
す
。

現
在
、
第
三
版
で
す
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
視

点
で
「
趣
味
・
特
技
を
活
か
す
」、「
キ
ャ
リ
ア
を
活

か
す
」、「
学
び
を
活
か
す
」
な
ど
の
五
つ
に
分
類
し
、

活
動
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
※4
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
し
、
全
国
の
自
治

体
か
ら
も
問
合
せ
が
き
て
い
ま
す
。

―
学
び
の
場
で
あ
る
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、
ど
ん
な
方

た
ち
が
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ん
で
い
る
の
で
す
か
。

内
山　
シ
ニ
ア
大
学
は
地
域
と
か
か
わ
る
人
材
を
目

ざ
す
「
一
般
コ
ー
ス
」（
２
年
制
）と
、
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
む
ス
キ
ル
を
学
び
、
豊
か
な
発
想
力
と

行
動
力
で
地
域
づ
く
り
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る

「
シ
ニ
ア
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
を
養
成
す
る
「
専

門
コ
ー
ス
」（
１
年
制
）
が
あ
り
ま
す
。
一
般
コ
ー
ス

は
県
内
各
地
に
10
学
部
あ
り
、
教
養
講
座
、
趣
味
・

健
康
・
交
流
講
座
に
加
え
て
社
会
参
加
を
う
な
が
す

地
域
づ
く
り
講
座
が
あ
り
ま
す
。
１
年
次
は
年
間
60

時
間
の
授
業
の
う
ち
、
地
域
づ
く
り
講
座
に
12
時
間
、

２
年
次
は
24
時
間
を
あ
て
、
関
心
の
あ
る
事
柄
ご
と

に
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
テ
ー
マ
の
決
定
、
活
動
計
画
づ

く
り
、
実
践
、
発
表
を
行
い
、
卒
業
後
の
活
動
に
つ
な

げ
ま
す
。
学
生
数
は
最
盛
期
で
１
学
年
１
０
０
０
人

以
上
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た
も
の
の
回
復
を
見

せ
、
今
年
は
５
５
０
人
ま
で
増
え
ま
し
た
。
入
学
対
象

者
は
50
歳
以
上
で
す
が
、
平
均
年
齢
は
約
70
歳
。
元

会
社
員
の
方
や
主
婦
も
い
れ
ば
、
農
業
を
行
っ
て
い
る

人
や
現
役
議
員
、
元
村
長
、
中
学
卒
か
ら
大
学
院
卒

ま
で
、
多
様
な
人
た
ち
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
一
般
コ
ー
ス
は
地
域
づ
く
り
や
社
会
参
加
の
き
っ

か
け
づ
く
り
の
場
で
す
が
、
専
門
コ
ー
ス
は
こ
れ
ま

で
つ
ち
か
っ
た
経
験
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
、
地
域
課
題

健
康
寿
命
が
延
び
、
教
育
・
仕
事
・
引
退
の
人
生
の

３
ス
テ
ー
ジ
か
ら
、
現
役
時
代
に
つ
ち
か
っ
て
き
た

経
験
や
知
識
を
活
か
し
た「
人
生
二
毛
作
社
会
」
の

実
現
を
重
要
課
題
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、
シ
ニ
ア
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
社
会
参
加
の
活
動
と
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
機
能
と
し
て
「
シ
ニ
ア
活
動
推
進
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
以
下
、「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」）」

を
セ
ン
タ
ー
内
に
配
置
し
、
シ
ニ
ア
大
学
の
企
画
・

運
営
を
行
う
社
会
活
動
推
進
員
と
連
携
し
て
シ
ニ
ア

が
主
体
的
に
社
会
参
加
活
動
や
地
域
づ
く
り
に
参
画

で
き
る
支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
シ
ニ
ア
大
学
」で
、社
会
参
加
や
地
域
づ
く
り
を

う
な
が
す
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
実
施

※4　https://nicesenior.or.jp/publish/jireishu/
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を
解
決
す
る
活
動
者
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
養
成
す

る
目
的
で
２
０
１
７
年
度
に
開
設
さ
れ
た
コ
ー
ス
で

す
。
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
、

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
の
三
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
定

員
は
全
部
で
30
人
。
入
学
に
あ
た
っ
て
は
履
歴
書
と

実
現
し
た
い
テ
ー
マ
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し

て
も
ら
い
、
面
接
も
実
施
し
ま
す
。
１
年
間
学
び
、

卒
業
時
に
は
修
了
証
書
に
加
え
、「
シ
ニ
ア
地
域
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」の
称
号
が
つ
い
た
名
刺
を
１
０
０

枚
差
し
あ
げ
ま
す
。
現
在
は
６
期
生
が
学
ん
で
い
ま

す
が
、こ
れ
ま
で
約
１
２
０
人
が
卒
業
し
て
い
ま
す
。

―
卒
業
生
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

内
山　

過
去
の
卒
業
生
を
含
め
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
情
報
交
換
会
を
、
年
に
数
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
現
役
時
代
に
つ
ち
か
っ
た
水
力
発
電
の

経
験
を
活
か
し
た
い
と
専
門
コ
ー
ス
に
入
っ
た
方

が
、
地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
取
り
組
む

べ
く
、
Ｏ
Ｂ
と
の
情
報
交
換
を
通
じ
て
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
特
産
品

に
し
た
い
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
い
た
集
落
営
農
組

合
員
の
１
期
生
が
専
門
コ
ー
ス
で
学
ん
で
計
画
を
立

て
、
最
近
、
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
ス
イ
ー
ツ
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
荒
廃
地
を
活
用
し
て
近
年
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い

る
黒
ニ
ン
ニ
ク
を
栽
培
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
で
は
、
１
期
生
が
立
ち
上
げ
た

「
ゆ
る
〜
い
お
っ
さ
ん
の
会
」が
県
内
で
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
ま
す
。
立
ち
上
げ
た
の
は
現
役
の
銀
行
員

の
方
。
定
年
退
職
が
近
く
な
る
な
か
で
「
退
職
後
は

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」と
い
う
不
安
に
駆
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
と
の
こ
と
で
す
。
ま
だ
何
を
す
る
か
が
決

ま
っ
て
い
な
い
が
不
安
を
抱
い
て
い
る
60
代
半
ば
か

ら
70
代
前
半
ぐ
ら
い
の
男
性
が
集
ま
り
、
先
輩
の
話

や
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
つ
い
て
話
を
聞
く
な
ど
、
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
交
流
を
入
口
に
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
の
が
目
的
で
す
。
都
市

部
に
か
ぎ
ら
ず
、
長
野
県
で
も
外
で
人
と
接
す
る
こ

と
が
少
な
い
高
齢
者
の
孤
独
・
孤
立
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
会
は
長
野
市
に
始
ま
り
、
佐
久
市
に
も

で
き
、
白は

く

馬ば

村
の
準
備
会
に
は
40
人
以
上
が
集
ま
り

ま
し
た
。
参
加
者
に
ど
こ
に
惹
か
れ
た
の
か
と
聞
く

と
「
ゆ
る
〜
い
つ
な
が
り
が
い
い
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

―
あ
ら
た
め
て
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
の
意
義

と
は
何
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域
を
支
え
る
企
業
へ

の
要
望
が
あ
り
ま
す
か
。

内
山　
人
生
60
年
時
代
か
ら
80
年
、
そ
し
て
い
ま
は

１
０
０
年
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
60
歳
か
ら
１
０

0
歳
ま
で
の
40
年
間
を
ど
う
生
き
る
か
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
生
き
方
は
多
様
で
あ
っ
て
よ
い
し
、「
生

き
た
」
と
い
う
充
足
感
を
持
っ
て
ま
っ
と
う
す
る
の

が
理
想
で
す
。
だ
れ
も
が
そ
う
し
た
願
い
を
持
っ
て

い
て
も
、
ど
う
具
体
化
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

い
人
た
ち
も
多
い
。
私
た
ち
の
活
動
は
「
こ
う
し
な

さ
い
」、「
社
会
に
貢
献
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
づ
き
と
学
び
の
場
を
通
じ
て
、

自
分
の
人
生
を
ふ
り
返
り
、
ど
う
生
き
て
い
く
の
か

を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
企
業
の
方
々
に
は
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
社
員
が

現
役
時
代
か
ら
人
生
１
０
０
年
を
見
す
え
た
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
後
押
し
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
地
域
で

暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
地

域
の
課
題
に
敏
感
に
な
っ
て
も
ら
い
、
で
き
れ
ば
私
た

ち
と
一
緒
に
支
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
、
60
歳
か
ら
の
40
年
を

〝
ど
う
生
き
る
か
〞考
え
る
場
を
提
供
す
る

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
溝
上
憲
文
　
撮
影
／
中
岡
泰
博
）

公益財団法人長野県長寿社会開発センター 理事長

内山二郎さん
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される人”などの意味がある。1979（昭和54）年、本誌発刊に際し、（財）
高年齢者雇用開発協会初代会長・花村仁八郎氏により命名された。
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6 新任人事担当者のための
高齢者雇用入門

7 総    論 高齢者雇用の現状と課題
高千穂大学 経営学部 教授　田口和雄

12 解    説 1. 高齢社員のモチベーションの維持・向上と
賃金・評価制度

2. 70歳まで働くための多様な勤務制度
高千穂大学 経営学部 教授　田口和雄

3. 生涯現役で働くための健康と安全の確保
―エイジフレンドリーな職場をつくる―
労働安全衛生総合研究所 安全研究領域特任研究員　高木元也

4. 高齢者雇用と助成金
65歳超雇用推進助成金について
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）　高齢者助成部

高齢者雇用促進等のためのその他の助成金  編集部

2023  July

46 知っておきたい労働法Q&A《第62回》
シフト制労働者の雇用管理、
高年齢者雇用状況等について 家永 勲

50 スタートアップ×シニア人材奮闘記
【第2回】  シニア人材との契約のポイントと

求める役割とは 熊谷悠哉
52 いまさら聞けない人事用語辞典 第36回
「2025年問題」　吉岡利之

54 心に残る“あの作品”の高齢者
【第2回】 映画『マイ・インターン』（2015年）

社会保険労務士　丸山美幸
55 日本史にみる長寿食  vol.356
スイカは捨てるところがない　永山久夫

56 読者アンケートにご協力のお願い
57 BOOKS
58 ニュース ファイル
60 次号予告・編集後記
61 技を支える   vol.329
塗り・乾燥・研ぎをくり返し
生み出される「漆黒」の美
漆工芸　山口敦雄さん

64 イキイキ働くための脳力アップトレーニング！
［第73回］ 仲間はずれ漢字探し　篠原菊紀

1 リーダーズトーク   No.98
公益財団法人長野県長寿社会開発センター 理事長
内山二郎さん
シニアの健康長寿を支える社会参加
学びを通じて地域とつながる活動を推進

28 集中連載  マンガで学ぶ高齢者雇用
教えてエルダ先生！こんなときどうする？Season2
《第4回》 人手不足が続き、10年後が不安です！

34 江戸から東京へ   第128回
自他ともにチエを認める　松平信綱
作家　童門冬二

36 高齢者の職場探訪  北から、南から　第133回 
高知県　株式会社フタガミ

40 高齢者に聞く
生涯現役で働くとは 第83回
株式会社クリエすずき建設  総務部スタッフ   星野孝治さん（73歳）

42 シニア社員のための
「ジョブ型」賃金制度のつくり方
【第3回】 役割給の導入と定年後再雇用制度の再設計
 菊谷寛之

特
　
　
集



高齢者雇用高齢者雇用
入門

新任人事担当者のための
特 集

　改正高年齢者雇用安定法の施行から２年が経過し、
70歳就業の実現に向け、高齢者雇用の取組みを本格
化する企業も多いのではないでしょうか。
　本特集では、「新任人事担当者のための高齢者雇用
入門」と題し、改正法の概要とともに、改正の背景
やねらい、高齢者雇用の現状・課題について、新任人事担当者の方にもわかりやすく
テーマごとに解説しています。また、高齢社員にモチベーション高く、戦力として活躍
してもらうためのポイントなどもあわせてご紹介しています。高齢者が活き活きと働ける
職場の実現に向け、ぜひお役立てください。
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高齢者雇用の現状と課題高齢者雇用の現状と課題
田口和雄 高千穂大学 経営学部 教授

総
論
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は
じ
め
に

～
70
歳
就
業
時
代
の
令
和
期

1現
在
、
65
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
一
般
的
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
政
府
が
平
成
期
に
進
め
た
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法（
以
下
、「
高
齢
法
」）の
改
正
に
よ
っ
て
、
希
望

す
れ
ば
少
な
く
と
も
65
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
―
―
実
質
65
歳
定
年
制
の
雇
用
制
度
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
単
な
る
65
歳
定
年
制

で
は
な
く
、「
実
質
」
65
歳
定
年
制
な
の
は
「
60
歳
未

満
の
定
年
禁
止
」（
高
齢
法
第
８
条
）
に
加
え
て
、
２
０

０
４（
平
成
16
）年
の
高
齢
法
改
正
で
設
け
ら
れ
た
65

歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
に
よ
っ
て
、
60
歳

定
年
と
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
（
そ
の
多
く
は
勤
務
延

長
で
は
な
く
再
雇
用
）を
組
み
合
わ
せ
た
雇
用
制
度
が

多
く
の
企
業
で
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

令
和
期
に
入
る
と
、
２
０
２
０（
令
和
2
）年
に
高

齢
法
が
改
正
（
２
０
２
１
年
４
月
施
行
）
さ
れ
、
70
歳

ま
で
の
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
の
努
力
義
務
が
企
業

に
課
せ
ら
れ
、
高
齢
者
雇
用
は
70
歳
就
業
時
代
に
向
か

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
労
働
力
人
口
の
減
少
と
少
子

高
齢
化
社
会
の
な
か
、
経
済
の
活
力
を
維
持
す
る
に
は
、

働
き
手
を
増
や
す
こ
と
が
わ
が
国
の
重
要
な
政
策
課
題

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
個
々
の
労
働
者
の
特
性

や
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
な
か
、
経
済
上
の
理
由

か
ら
長
く
働
き
た
い
高
齢
労
働
者
も
増
え
て
お
り
、
高

齢
期
に
な
っ
て
も
能
力
や
経
験
を
活
か
し
て
活
躍
で
き

る
環
境
の
整
備
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
そ
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。
冒
頭
の
マ
ン
ガ
の
な
か

で
賀が

東と
う

さ
ん
が
勤
め
る
会
社
の
雇
用
制
度
が「
60
歳
定

年
制
」、「
希
望
者
全
員
の
65
歳
ま
で
の
再
雇
用
制
度
」、

「
基
準
該
当
者
の
70
歳
ま
で
の
再
雇
用
制
度
」、
そ
し
て

「
運
用
に
よ
る
70
歳
を
超
え
て
の
再
雇
用
制
度
」と
し
て

い
る
の
は
、
こ
う
し
た
経
営
環
境
の
変
化
の
も
と
、
一

連
の
高
齢
法
改
正
に
対
応
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
春
に
人
事
部
に
着
任
し
た
賀
東
さ
ん
の
よ
う

に
、
新
任
の
人
事
担
当
者
の
み
な
さ
ん
は
現
在
の
高
齢

者
雇
用
を
理
解
す
る
の
が
た
い
へ
ん
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
総
論
で
は
高
齢
者
雇
用
に
影
響
を
与
え
る
現

行
の
高
齢
法
の
概
要
を
ふ
り
返
る
と
と
も
に
、
２
０
２

０
年
に
改
正
さ
れ
た
高
齢
者
雇
用
に
お
け
る
現
状
を
政

府
統
計
に
よ
り
確
認
し
、
70
歳
就
業
時
代
に
向
け
た
課

題
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
概
要

2２
０
２
０
年
に
改
正
さ
れ
た
高
齢
法（
以
下
、「
新

高
齢
法
」）の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
の
高
齢
法（
以

下
、「
旧
高
齢
法
」）の
規
定
（「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措

置
」）
に
加
え
、
事
業
主（
以
下
、「
企
業
」）
が
高
齢
者

の
多
様
な
特
性
や
就
労
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
70
歳
ま
で

の
高
齢
者
の
就
業
機
会
を
確
保（「
高
年
齢
者
就
業
確

保
措
置
」）
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
選
択
肢
を
制
度
と

し
て
設
け
る
努
力
義
務
が
企
業
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
点

で
す
（
図
表
１
）。

※筆者作成

図表１　新高齢法と旧高齢法の比較

旧高齢法 高年齢者雇用確保措置
（65歳までの雇用確保措置）

新高齢法 高年齢者雇用確保措置
（65歳までの雇用確保措置）

高年齢者就業確保措置
（70歳までの就業確保措置）

義務 努力義務
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追
加
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
自
社
の
高
齢
社
員
が

継
続
雇
用
制
度
で
働
く
場
が
自
社
や
自
社
グ
ル
ー
プ
に

と
ど
ま
ら
ず
他
社
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
の
で
す
。

第
二
は「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」が
対
象
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。
就
業
確
保
措
置
の
①
～
③
の
制
度
は
、

こ
れ
ま
で
の
自
社
あ
る
い
は
他
社
で
「
雇
用
さ
れ
る
働

き
方
」（
以
下
、「
雇
用
措
置
」）
な
の
に
対
し
、
④
と

⑤
の
制
度
は
「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」
で
「
創
業

支
援
等
措
置
」と
い
い
ま
す
。
④
は
会
社
か
ら
独
立
し

て
起
業
し
た
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
っ
た
者
と
業
務

委
託
契
約
を
結
ん
で
仕
事
に
従
事
し
て
も
ら
う
方
法
、

⑤
は
企
業
が
行
う
社
会
貢
献
活
動
に
自
社
で
働
い
て
い

た
高
齢
社
員
が
従
事
す
る
方
法
で
す
。
働
く
人
た
ち
の

多
様
な
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
働
き
方
と
し
て
、
今

回
の
改
正
で
創
業
支
援
等
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
創
業
支
援
等
措
置
を
導
入
す
る
場
合
、
企
業
は
過

半
数
労
働
組
合
等
※１
の
同
意
を
得
て
導
入
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
65
歳
以
降
は
自
社
（
自
社
グ
ル
ー
プ
）

や
他
社
で
の
「
雇
用
」
に
限
定
せ
ず
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
と
し
て
の
業
務
委
託
な
ど
の
働
く
場
の
選
択
肢
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
就
業
」
と
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
雇
用
の
現
状

3高
齢
者
雇
用
の
現
状
を
、
政
府
統
計
か
ら
確
認
し
て

旧
高
齢
法
の
規
定
で
あ
る
65
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇

用
確
保
措
置
（
以
下
、「
雇
用
確
保
措
置
」）等
は
次
の

通
り
で
す
。
第
一
に
、
企
業
が
定
年
を
定
め
る
場
合
は

60
歳
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
そ

の
う
え
で
65
歳
ま
で
の
雇
用
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

企
業
に
対
し
て
図
表
２
の
上
段
に
示
す
三
つ
の
制
度
の

い
ず
れ
か
を
雇
用
確
保
措
置
と
し
て
講
じ
る
義
務
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
企
業
は
65
歳
ま

で
自
社
あ
る
い
は
自
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で「
雇
用
」

す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

新
高
齢
法
で
は
、
右
記
の
雇
用
確
保
措
置
に
加
え
て

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
企
業
に
対

し
て
図
表
２
の
下
段
に
示
す
五
つ
の
制
度
の
い
ず
れ
か

を
「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」（
以
下
、「
就
業
確
保

措
置
」）と
し
て
講
じ
る
努
力
義
務
が
新
た
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

旧
高
齢
法
と
比
べ
た
新
高
齢
法
の
お
も
な
特
徴
は
次

の
2
点
で
す
。
第
一
は
、「
自
社
グ
ル
ー
プ
外
で
の
継

続
雇
用
が
可
能
に
な
っ
た
」
こ
と
で
す
。
③
の
継
続
雇

用
制
度
（
再
雇
用
制
度
、
も
し
く
は
勤
務
延
長
制
度
）

の
導
入
に
つ
い
て
、
雇
用
確
保
措
置
で
は
60
歳
以
上
65

歳
未
満
は
自
社
と
特
殊
関
係
事
業
主
（
自
社
の
子
法
人

等
、
親
法
人
等
、
親
法
人
等
の
子
法
人
等
、
関
連
法
人

等
、
親
法
人
等
の
関
連
法
人
等
）
の
み
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
就
業
確
保
措
置
で
は
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
高

齢
者
に
対
し
て
そ
れ
ら
に
加
え
て
、「
他
の
事
業
主
」が

※1　過半数労働組合等…�労働者の過半数を代表する労働組合がある場合には労働組合を、労働者の過半数を代表する労働組合がない場合には労働者の過半数
を代表する者をそれぞれさす

（注）「特殊関係事業主」とは自社の子法人等、親法人等、親法人等の子法人等、関連法人等、親法人等の関連法人等を示す
出典：厚生労働省ホームページ（https://www.mhlw.go.jp/content/11600000/000694689.pdf）をもとに筆者作成

図表２　新高齢法の概要
制 度 内 容

高年齢者雇用確保措置 
（義務）

① 65歳までの定年引上げ
② 定年制の廃止
③  65歳までの継続雇用制度（再雇用制度・勤務延長制度）の導入 
（特殊関係事業主〈子会社・関連会社等〉によるものを含む）

高年齢者就業確保措置 
（努力義務）

① 70 歳までの定年引上げ
② 定年制の廃止
③  70 歳までの継続雇用制度（再雇用制度・勤務延長制度）の導入 

（特殊関係事業主に加えて、他の事業主によるものを含む）
④ 70 歳まで継続的に業務委託契約を締結する制度の導入
⑤ 70 歳まで継続的に以下の事業に従事できる制度の導入
　a. 事業主が自ら実施する社会貢献事業 
　b. 事業主が委託、出資（資金提供）等する団体が行う社会貢献事業

雇用措置 
（雇用される働き方） 

創業支援等措置 
（雇用によらない働き方）
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す
。次

に
高
年
齢
者
の
就
業
率
を
確
認
す
る
と
、
60
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
「
60
歳
代
前
半
層
」
の
推
移
は
２
０
０

６
年（
52
・
６
％
）、
２
０
１
３
年（
58
・
９
％
）、
２

０
２
１
年
（
71
・
５
％
）と
右
肩
上
が
り
の
上
昇
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
２
０
１
３
年
か
ら
２
０

２
１
年
ま
で
の
８
年
間
の
上
が
り
方
（
58
・
９
％

→
71
・
５
％
：
12
・
６
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
）
は
２
０
０

６
年
か
ら
２
０
１
３
年
へ
の
そ
れ
（
52
・
６
％
→
58
・

９
％
：
６
・
３
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
）と
比
べ
て
大
き
く
、

多
く
の
企
業
で
一
般
的
な
定
年
年
齢
の
60
歳
を
迎
え
た

高
齢
者
が
引
き
続
き
働
い
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
60
歳
代
後
半
層
（
65
～
69
歳
）の
3
時

点
の
就
業
率
の
推
移
に
つ
い
て
も
、
60
歳
代
前
半
層
と

同
じ
傾
向（
①
右
肩
上
が
り
上
昇
傾
向
、
②
２
０
０
６

年
か
ら
２
０
１
３
年
の
上
が
り
方
に
比
べ
た
２
０
１
３

年
か
ら
２
０
２
１
年
ま
で
の
上
が
り
方
が
大
き
い
こ

と
）
が
確
認
で
き
ま
す
。
60
歳
代
前
半
層
の
就
業
率
が

上
昇
し
て
い
る
の
は
年
金
受
給
開
始
年
齢
の
引
上
げ
だ

け
で
は
な
く
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
も
か
か
わ
っ

て
お
り
、
60
歳
代
後
半
層
の
就
業
率
の
推
移
―
―
水
準

は
60
歳
代
前
半
層
が
低
い
も
の
の
、
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
―
―
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
現
在
、

65
歳
以
上
の
約
4
人
に
1
人
（
25
・
１
％
）
が
、
70
歳

以
上
は
約
５
・
５
人
に
１
人
（
18
・
１
％
）
が
働
い
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
70
歳
就
業

み
ま
す
。
図
表
３
は
２
０
０
６
年
（
２
０
０
４
年
改
正

の「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
義
務
化
」の
施
行
年
）、

２
０
１
３
年
（
２
０
１
２
年
改
正
の「
継
続
雇
用
制
度

の
対
象
者
を
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
」
の
施
行

年
）、
２
０
２
１
年
（
２
０
２
０
年
改
正
の「
高
年
齢

者
就
業
確
保
措
置
の
努
力
義
務
化
」の
施
行
年
）
の
３

時
点
に
お
け
る
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実
施
状
況

と
高
年
齢
者
就
業
率
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
を
実
施
し
て
い
る
企
業

（
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
実
施
企
業
）
の
割
合
は
右

肩
上
が
り
の
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
２
０
０
６
年
：

84
・
０
％
、
２
０
１
３
年
：
92
・
８
％
、
２
０
２
１
年
：

99
・
９
％
※２
）。
特
に
２
０
１
２
年
改
正
の「
継
続
雇
用

制
度
の
対
象
者
を
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
」を
契

機
に
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
65
歳
ま
で
の
雇
用
環
境
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
あ
わ
せ
て
希
望

者
全
員
が
65
歳
以
上
ま
で
働
け
る
企
業
の
割
合
（
２
０

０
６
年
：
33
・
０
％
、
２
０
１
３
年
：
62
・
４
％
、
２

０
２
１
年
：
83
・
５
％
）も
右
肩
上
が
り
の
拡
大
傾
向

に
あ
り
、
２
０
２
１
年
で
は
約
８
割
の
高
水
準
に
あ
り

ま
す
。
な
お
、
70
歳
以
上
ま
で
働
け
る
企
業
の
割
合
は

希
望
者
全
員
が
65
歳
以
上
ま
で
働
け
る
企
業
と
比
べ
低

い
水
準
（
２
０
０
６
年
：
11
・
６
％
、
２
０
１
３
年
：

16
・
７
％
、
２
０
２
１
年
：
35
・
７
％
）
に
あ
る
も
の

の
、
70
歳
就
業
時
代
に
向
け
て
着
実
に
そ
の
割
合
は
増

え
て
お
り
、
２
０
２
１
年
で
は
約
４
割
に
達
し
て
い
ま

※2　2021年は51人以上の規模の集計が行われていないため、31人以上の規模企業の値

（注）���「雇用状況」は 51人以上規模企業。（　）は 31人以上規模企業で各年 6月1日時点の割合、2021年は「51人以上規模企業」の集計は
行われていない。「就業率」は1年の平均値

出典：厚生労働省「高年齢者雇用状況等報告」、総務省統計局「労働力調査」をもとに筆者作成

図表３　高年齢者の雇用と就業の状況� （単位：％）

2006年 
（平成18年）

2013年 
（平成25年）

2021年 
（令和３年）

2004年改正の「高年齢者
雇用確保措置義務化」の 
施行年

2012年改正の「継続雇用
制度の対象者を限定でき
る仕組みの廃止」の施行年

2020年改正の「高年齢者
就業確保措置の努力義務
化」の施行年

雇用状況

高年齢者雇用確保措置実施
企業 84.0 92.8（92.3） （99.9）

希望者全員が65歳以上まで
働ける企業 33.0 62.4（66.5） （83.5）

70歳以上まで働ける企業 11.6 16.7（18.2） （35.7）

就業率

60～64歳 52.6 58.9 71.5

65～69歳 34.6 38.7 50.3

65歳以上 19.4 20.1 25.1

70歳以上 13.3 13.1 18.1
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を
い
ま
活
用
す
る
」
方
針
の
ほ
う
が
企
業
、
高
齢
社
員

の
両
者
に
と
っ
て
合
理
的
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
２
１
年
の
改
正
高
齢
法
施
行

に
よ
っ
て
60
歳
定
年
後
の
就
労
期
間
が
10
年
に
な
る

と
、
例
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と
す
る
技
術
革

新
の
進
展
な
ど
経
営
環
境
は
変
化
す
る
の
で
、
戦
力
化

し
て
い
る
高
齢
社
員
の
能
力
が
陳
腐
化
し
て
し
ま
い
、

現
行
の
戦
略
的
活
用
（「
い
ま
あ
る
能
力
を
い
ま
活
用

す
る
」
こ
と
に
よ
り
経
営
成
果
に
貢
献
す
る
）
が
機
能

不
全
に
陥
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
う

な
る
と
、
高
齢
社
員
を
現
役
社
員
と
同
じ
よ
う
に
「
業

務
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
機
動
的
に
活
用
す
る
」
戦
略
的

活
用
に
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
業
務
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
た
り
、
新
た
な

ス
キ
ル
を
取
得
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
職
域
を
拡
げ
る

た
め
ス
キ
ル
を
取
得
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
現
役
社
員

と
同
じ
よ
う
に
高
齢
社
員
に
も
学
び
直
し
、
リ
ス
キ
リ

ン
グ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
を
是
正
す
る
た
め
に
、
平
成
期

後
半
で
は
高
齢
者
雇
用
の
基
本
方
針
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。
福
祉
的
雇
用
か
ら
脱
却
し
て
、
高
齢
社
員
の
活
用

を
経
営
成
果
に
貢
献
す
る
戦
力
、
つ
ま
り
高
齢
社
員
の

戦
力
化
が
各
企
業
に
お
い
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
昇
給

の
実
施
、賞
与
の
支
給
、人
事
評
価
の
実
施
な
ど
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
人
事
管
理
施
策
を
一
部
の
先
進
企

業
は
現
役
社
員
の
人
事
管
理
に
統
合
し
て
進
め
て
い
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
多
く
の
企
業
は
人
事
管
理
施
策
を

現
役
社
員
と
は
分
離
し
た
ま
ま
の
状
態
で
進
め
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
人
事
管
理
の
公
平
性
の
問
題
が
残
り
ま

す
。
統
合
し
た
人
事
管
理
の
も
と
で
高
齢
者
雇
用
の
取

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

二
つ
め
は
高
齢
社
員
の
学
び
直
し
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ

で
す
。
令
和
期
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用
の
基
本
方
針
は

引
き
続
き
戦
略
的
活
用
が
と
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
今
後
は
戦
略
的
活
用
の
「
進
化
」
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
平
成
期
で
は
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
を
お
も

に
目
ざ
し
た
国
の
高
齢
者
雇
用
政
策
の
も
と
、
企
業
が

と
っ
た
戦
略
的
活
用
は
「
い
ま
あ
る
能
力
を
い
ま
活
用

す
る
」
方
針
で
し
た
。
60
歳
定
年
後
の
就
労
期
間
（
そ

の
多
く
が
再
雇
用
と
し
て
）が
５
年
間
で
あ
っ
た
た
め
、

業
務
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
機
動
的
に
活
用
し
て
い
る
現

役
社
員
と
同
じ
よ
う
に
職
域
を
拡
げ
て
活
用
し
て
経
営

成
果
に
貢
献
し
て
も
ら
う
よ
り
も
、「
い
ま
あ
る
能
力

時
代
に
向
け
た
高
齢
者
雇
用
の
対
応
が
企
業
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に
～
統
合
型
人
事
管
理
の
も
と
で
の

高
齢
者
雇
用
と
高
齢
社
員
の
能
力
向
上
の
推
進

4平
成
期
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
65
歳
ま
で
の
雇
用
環

境
に
よ
っ
て
、
現
在
、
65
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
日
常
の

光
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
先
に
紹
介
し
た
よ

う
に
60
歳
代
後
半
層
の
２
人
に
1
人
が
働
い
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
70
歳
ま
で
の
就
業
環
境
の
整
備
が
企
業
に

と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
高
齢

者
雇
用
の
今
後
の
お
も
な
課
題
を
取
り
上
げ
る
と
、
次

の
２
点
で
す
。

一
つ
は
、
定
年
前
の
正
社
員
と
一
貫
し
た
人
事
管
理

の
も
と
で
の
高
齢
者
雇
用
を
整
備
す
る
こ
と
で
す
。
先

に
紹
介
し
た
平
成
期
の
高
齢
者
雇
用
を
ふ
り
返
る
と
、

平
成
期
前
半
は
、
企
業
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用
の
基
本

方
針
は
福
祉
的
雇
用
が
と
ら
れ
、
そ
の
も
と
で
の
高
齢

社
員
の
人
事
管
理
施
策
（
処
遇
施
策
）
は
、
定
年
前
の

正
社
員
（
以
下
、「
現
役
社
員
」）
の
そ
れ
と
分
離
し
て

形
成
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
高
齢
社
員
全
員
の
同

一
賃
金
あ
る
い
は
一
定
率
の
減
額
、
昇
給
が
行
わ
れ
な

い
、
人
事
評
価
を
し
な
い
な
ど
で
す
（
解
説
１
で
あ
ら

た
め
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
）。
60
歳
以
降
も
働
き
続

け
る
社
員
が
増
加
す
る
に
と
も
な
い
、
高
齢
社
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
す
る
な
ど
の
問
題
が
大
き
く
な
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高齢社員のモチベーションの
維持・向上と賃金・評価制度

田口和雄 高千穂大学 経営学部 教授

解
説
1
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特集 新任人事担当者のための高齢者雇用入門

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

問
題
と
賃
金
・
評
価
制
度

1マ
ン
ガ
の
な
か
の
賀
東
さ
ん
が
勤
め
る
会
社
の
よ
う

に
「
定
年
後
は
同
じ
会
社
で
再
雇
用
と
し
て
引
き
続
き

働
く
」こ
と
が
、
60
歳
定
年
の
会
社
に
勤
め
て
い
る
多
く

の
労
働
者
の
定
年
後
の
キ
ャ
リ
ア
像
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
労
働
者
に
と
っ
て
新
た
な
会
社

で
働
く
よ
り
も
、
そ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
ス
キ
ル
や

経
験
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
し
（
も
ち
ろ
ん
、
別

の
会
社
で
心
機
一
転
、
新
た
な
挑
戦
と
し
て
働
く
と
い

う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
）、
会
社
に
と
っ
て
も
人
手
不
足

の
な
か
で
引
き
続
き
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る

見
通
し
が
立
つ
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
雇
用
の
問
題
の
一
つ
に「
高
齢
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
問
題
」が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
に
定
年
を
迎
え
、
そ
の
ま
ま
同

じ
会
社
で
再
雇
用
に
切
り
替
わ
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
仕

事
内
容
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い
の
に
賃
金
が
下
が
る
こ

と
が
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。
賀
東
さ
ん
が
勤
め
る
会
社

は
、
こ
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

高
齢
社
員
の
雇
用
形
態
は
再
雇
用
の
ま
ま
で
す
が
、
賃

金
・
評
価
制
度
を
見
直
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問

題
を
是
正
し
高
齢
社
員
の
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
取
組
み
意
識
）が
高
ま
り
、
職
場
で
一
緒
に
働
く
社

員
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
賀
東
さ

ん
が
勤
め
る
会
社
の
よ
う
に
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
賃
金
・
評
価
制

度
を
見
直
す
動
き
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
総
論
で
は

こ
の
背
景
を
解
説
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、解
説
１
で
は
、

平
成
期
に
取
り
組
ん
だ
企
業
の
対
応
か
ら
賃
金
・
評
価

制
度
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
期
前
半
の
賃
金
・
評
価
制
度
～

働
き
ぶ
り
と
処
遇
が
連
動
し
な
い
仕
組
み

265
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
の
動
き
は
、
１
９
９
０（
平

成
２
）年
の
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法（
以
下
、「
高
齢
法
」）

改
正
が
は
じ
ま
り
で
し
た
。
こ
の
改
正
高
齢
法
は
、
65

歳
ま
で
の
継
続
雇
用
を
推
進
す
る
た
め
、
定
年
到
達
者

が
希
望
す
る
場
合
の
定
年
後
の
再
雇
用
の
努
力
義
務
を

企
業
に
課
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
老
齢
厚
生
年
金
定
額

部
分
の
支
給
開
始
年
齢
を
そ
れ
ま
で
の
60
歳
か
ら
65
歳

に
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
１
９
９
４
年
の
公
的
年
金
制

度
改
正
に
連
動
し
て
、
65
歳
雇
用
推
進
に
向
け
た
高
齢

法
の
改
正
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
60
歳
定
年
が
義
務
化

さ
れ
た
１
９
９
４
年
の
高
齢
法
改
正
、
定
年
の
引
上
げ

な
ど
に
よ
る
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
導
入
が
努
力

義
務
化
さ
れ
た
２
０
０
０
年
の
高
齢
法
改
正
で
す
。

企
業
は
一
連
の
高
齢
法
改
正
を
受
け
て
65
歳
ま
で
の

雇
用
確
保
に
向
け
た
人
事
管
理
制
度
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
高
齢
社
員
の
人
事
管
理
の
基
盤
と
な
る
活

用
方
針
は
定
年
ま
で
担
当
し
て
い
た
同
じ
分
野
の
業
務

を
引
き
続
き
担
当
し
て
も
ら
う
も
の
の
、
定
年
前
の
正

社
員
（
以
下
、「
現
役
社
員
」）と
同
じ
経
営
成
果
に
対
す

る
貢
献
度
を
高
齢
社
員
に
求
め
な
い
福
祉
的
雇
用
が
多

く
の
企
業
で
と
ら
れ
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ

た
賃
金
・
評
価
制
度
は
次
の
対
応
（
図
表
１
）
が
と
ら

れ
ま
し
た
。
賃
金
に
つ
い
て
は
、
一
律
定
額
の
基
本
給
と

定
額
の
賞
与
が
支
給
さ
れ
、
昇
給
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
評
価
制
度
は
整
備
さ
れ
な
か
っ
た
り
、整
備
さ
れ※筆者作成

図表１　国の高齢者雇用政策と企業の賃金・評価制度の対応

平成期

前半 後半

国の高齢者雇用政策 65歳までの
雇用確保の努力義務化

65歳までの
雇用確保の義務化

企業の
対応

雇用の基本方針 65歳雇用の推進 65歳までの雇用制度整備

高齢社員の活用方針 福祉的雇用 戦略的活用への転換

賃金の基本方針
【基本給】一律定額
【昇給】不支給
【賞与】定額

【基本給】 職位・等級など
にリンク

【昇給】支給
【賞与】人事評価を反映

評価制度 未整備／整備
（継続雇用者用）

整備
（正社員準拠）
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年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
か
、
こ
う
し
た
一
連
の
高

齢
法
改
正
を
受
け
て
定
年
後
も
引
き
続
き
働
く
こ
と
を

希
望
す
る
高
齢
社
員
が
増
え
、
企
業
に
お
け
る
社
員
の

労
務
構
成
に
お
い
て
大
き
な
集
団
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
福
祉
的
雇
用
の
活
用
方
針
の
も
と
で
企
業
側

が
悩
ま
さ
れ
て
い
た
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
問
題（
定
年
前
と
同
じ
仕
事
を
継
続
し
て
担
当
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
処
遇
な
ど
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
に
対
す
る
不
満
）が
全
社
的
な
経
営
課
題
と
な

り
ま
し
た
。先
進
企
業
は
こ
の
問
題
を
是
正
す
る
た
め
、

高
齢
社
員
が
活
き
活
き
と
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
の
整

備
を
進
め
ま
し
た
。
ま
ず
高
齢
社
員
の
活
用
方
針
を
、

そ
れ
ま
で
の
福
祉
的
雇
用
か
ら
定
年
後
も
引
き
続
き
長

年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
て
き
た
ス
キ
ル
と
経
験
を
経
営

成
果
に
貢
献
す
る
戦
力
と
し
て
位
置
づ
け
る
戦
力
的
活

用
に
転
換
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
戦
略
的
活
用
は
引
き

続
き
現
役
社
員
と
同
じ
活
用
（
業
務
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ

て
機
動
的
に
活
用
す
る
）と
す
る
の
で
は
な
く
、「
い
ま

あ
る
能
力
を
い
ま
活
用
す
る
」方
針
と
し
ま
し
た
。
こ

の
方
針
に
あ
わ
せ
て
、
賃
金
・
評
価
制
度
は
現
役
社
員

の
仕
組
み
に
近
づ
け
る
対
応
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢

社
員
の
働
き
ぶ
り
を
処
遇
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
賃
金

制
度
で
は
基
本
給
を
一
律
定
額
か
ら
定
年
時
の
職
位
・

等
級
な
ど
に
リ
ン
ク
し
た
水
準
に
、
昇
給
を
不
支
給
か

ら
支
給
へ
、
賞
与
を
定
額
か
ら
正
社
員
と
同
じ
よ
う
に

人
事
評
価
を
反
映
す
る
決
め
方
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
見
直
さ

て
い
て
も
現
役
社
員
の
評
価
制
度
と
は
別
に
継
続
雇
用

者（
高
齢
社
員
）用
の
評
価
制
度
が
整
備
さ
れ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、高
齢
社
員
の
働
き
ぶ
り（
能
力・

成
果
）と
処
遇
が
連
動
し
な
い
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
改
正
高
齢
法
に
お
い
て
65
歳
ま
で
の
雇
用
確

保
が
努
力
義
務
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
継
続
雇
用
制

度
を
導
入
し
た
場
合
、
そ
の
対
象
者
を
労
使
協
定
で
限

定
で
き
た
こ
と
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

継
続
雇
用
さ
れ
た
高
齢
社
員
の
人
数
は
、
従
業
員
の
労

務
構
成
に
お
い
て
大
き
な
集
団
と
な
っ
て
い
る
現
在
に

比
べ
て
小
さ
か
っ
た
た
め
、
多
く
の
企
業
は
現
役
社
員

の
人
事
管
理
と
分
け
て
高
齢
社
員
の
人
事
管
理
、
つ
ま

り
分
離
型
人
事
管
理
を
整
備
し
ま
し
た
。
賀
東
さ
ん
が

勤
め
る
会
社
の
以
前
の
賃
金
・
評
価
制
度
が
一
律
定
額

の
賃
金
で
、
評
価
を
行
わ
な
か
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な

背
景
が
あ
っ
た
の
で
す
。

平
成
期
後
半
の
賃
金
・
評
価
制
度
～

働
き
ぶ
り
と
処
遇
が
連
動
す
る
仕
組
み
へ

3平
成
期
後
半
に
な
る
と
、
65
歳
雇
用
促
進
に
向
け
た

動
き
が
加
速
し
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
の
高
齢
法
改
正

で
雇
用
確
保
措
置
が
義
務
化
さ
れ
、
さ
ら
に
２
０
１
２

年
の
高
齢
法
改
正
で
労
使
協
定
に
よ
る
対
象
者
の
限
定

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
希
望
者
全
員
が
65
歳
ま

で
働
く
こ
と
が
で
き
る
雇
用
環
境
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
、
厚
生
年
金
の
受
給
開
始

れ
、
正
社
員
と
同
じ
評
価
制
度
を
高
齢
社
員
に
も
用
い

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
賀
東
さ
ん
が
勤
め
る
会
社
で

も
戦
略
的
活
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
企
業
と
同
じ
対

応
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
低
下
問
題
は
是
正
さ
れ
、
活
き
活
き
と
働
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
を

図
る
賃
金
・
評
価
制
度
の
整
備
へ
向
け
て

4高
齢
法
に
よ
っ
て
、
従
来
の
自
社
内
で
の
雇
用
確

保
に
加
え
て
65
歳
以
降
の
就
業
に
つ
い
て
他
社
で
の

雇
用
確
保
と
就
業
確
保
措
置
が
新
た
に
努
力
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
60
歳
（
特
に
65
歳
）
以

降
の
働
き
方
の
選
択
肢
が
さ
ら
に
拡
が
る
一
方
、
賀

東
さ
ん
が
勤
め
て
い
る
会
社
の
よ
う
に
、
60
歳
の
定

年
後
も
再
雇
用
な
ど
で
10
年
近
く
働
く
こ
と
が
で
き

る
企
業
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
問
題
は
単

に
高
齢
社
員
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
一
緒
に
職
場

で
働
い
て
い
る
正
社
員
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与

え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
70
歳
就
業
時
代
の

令
和
期
に
お
い
て
社
員
の
労
務
構
成
に
お
い
て
大
き

な
集
団
と
な
っ
て
い
る
高
齢
社
員
の
賃
金
・
評
価
制

度
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

前
述
し
た
よ
う
に
高
齢
社
員
の
就
労
形
態
に
は
多
様

な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
70
歳
就
業
を
進
め
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※1　 具体的な手順などについては JEEDが作成した「70歳雇用推進マニュアル」（2021年）を参照ください
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/manual.html

れ
、
正
社
員
と
同
じ
評
価
制
度
を
高
齢
社
員
に
も
用
い

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
賀
東
さ
ん
が
勤
め
る
会
社
で

も
戦
略
的
活
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
企
業
と
同
じ
対

応
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
低
下
問
題
は
是
正
さ
れ
、
活
き
活
き
と
働
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
を

図
る
賃
金
・
評
価
制
度
の
整
備
へ
向
け
て

4高
齢
法
に
よ
っ
て
、
従
来
の
自
社
内
で
の
雇
用
確

保
に
加
え
て
65
歳
以
降
の
就
業
に
つ
い
て
他
社
で
の

雇
用
確
保
と
就
業
確
保
措
置
が
新
た
に
努
力
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
60
歳
（
特
に
65
歳
）
以

降
の
働
き
方
の
選
択
肢
が
さ
ら
に
拡
が
る
一
方
、
賀

東
さ
ん
が
勤
め
て
い
る
会
社
の
よ
う
に
、
60
歳
の
定

年
後
も
再
雇
用
な
ど
で
10
年
近
く
働
く
こ
と
が
で
き

る
企
業
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
問
題
は
単

に
高
齢
社
員
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
一
緒
に
職
場

で
働
い
て
い
る
正
社
員
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与

え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
70
歳
就
業
時
代
の

令
和
期
に
お
い
て
社
員
の
労
務
構
成
に
お
い
て
大
き

な
集
団
と
な
っ
て
い
る
高
齢
社
員
の
賃
金
・
評
価
制

度
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

前
述
し
た
よ
う
に
高
齢
社
員
の
就
労
形
態
に
は
多
様

な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
70
歳
就
業
を
進
め

て
い
る
先
進
企
業
の
多
く
が
実
施
し
て
い
る
自
社
で

雇
用
す
る
ケ
ー
ス
を
中
心
に
考
え
て
み
る
と
、
平
成

期
を
通
し
て
多
く
の
企
業
は
高
齢
社
員
の
活
用
を
経

営
成
果
に
貢
献
す
る
戦
力
、
つ
ま
り
戦
略
的
活
用
へ

の
転
換
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和
期
に
お
け
る
高

齢
社
員
の
活
用
は
引
き
続
き
戦
略
的
活
用
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
総
論
で
述
べ
た
よ
う

に
今
後
は
戦
略
的
活
用
の
進
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
（
図

表
２
）。
つ
ま
り
、
現
役
社
員
と
同
じ
よ
う
に
経
営
成

果
に
貢
献
す
る
役
割
を
高
齢
社
員
に
も
求
め
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、
２
０
２
１
年
４
月

か
ら
中
小
企
業
も
含
め
全
面
適
用
さ
れ
た
同
一
労
働

同
一
賃
金
も
ふ
ま
え
、
統
合
型
人
事
管
理
の
も
と
人

事
管
理
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
現
役
社
員
と
同
じ
よ

う
に
働
き
ぶ
り
に
応
じ
た
処
遇
︱
︱
賃
金
・
評
価
制

窯
業
Ａ
社

国
内
に
事
業
拠
点
９
カ
所
を
展
開
す
る
窯
業
Ａ
社

は
、
主
力
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
社
員
が
長

く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
２

０
１
８
年
に
雇
用
制
度
を
見
直
し
「
65
歳
定
年
、
希
望

者
全
員
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
、
基
準
該
当
者
の

年
齢
上
限
な
し
の
再
雇
用
」
と
し
ま
し
た
（
図
表
３
）。

再
雇
用
後
も
同
じ
業
務
を
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
続
け
る

場
合
、
定
年
時
の
賃
金
水
準
は
見
直
さ
れ
る
も
の
の
、

賃
金
・
評
価
制
度
は
正
社
員
と
同
じ
制
度
を
適
用
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
昇
給
は
正
社
員
と
同
じ
よ
う
に
実
施

さ
れ
ま
す
。 再

雇
用
後
も
同
じ
業
務
を
フ
ル
タ
イ
ム

で
続
け
る
場
合
、

正
社
員
と
同
じ
賃
金
・
評
価
制
度
を
適
用

事 例
1

度
︱
︱
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
※1
。

こ
う
し
た
統
合
型
人
事
管
理
の
も
と
現
役
社
員
と
同

じ
賃
金
・
評
価
制
度
を
形
成
し
た
事
例
と
し
て
、
Ａ
社

の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
事
例
の
特
徴
は
、
継

続
雇
用
（
再
雇
用
）
後
も
こ
れ
ま
で
担
当
し
て
い
た
業

務
を
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
続
け
る
場
合
、
賃
金
水
準
は

見
直
さ
れ
る
も
の
の
、
正
社
員
と
同
じ
賃
金
・
評
価
制

度
が
適
用
さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

※筆者作成

出典： （独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）（2022）『70歳雇用推
進事例集 2022』をもとに筆者作成

図表２　70歳就業時代の人事管理の考え方

図表３　改定後の賃金・評価制度の概要

平成期（後半） 令和期

国の高齢者雇用政策 65歳までの
雇用確保の義務化

70歳までの就業機会
確保の努力義務化

企
業
の
対
応

雇用の基本方針 実質65歳定年制の整備 65歳までの雇用制度整備と
70歳までの就業機会確保

高齢社員の活用方針 戦略的活用への転換 戦略的活用の進化

人事管理の考え方 分離型 統合型

人事施策 改正後の内容

雇用制度
65 歳定年＋ 70 歳までの継続雇用制度

（希望者全員）＋上限なしの継続雇用
制度（基準あり）

70 歳までの
継続雇用制度
（希望者全員）

賃金制度 正社員と同じ制度、ただし水準は見直し

評価制度 正社員と同じ制度
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70歳まで働くための
多様な勤務制度

田口和雄 高千穂大学 経営学部 教授

解
説
2
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求
め
ら
れ
る
勤
務
制
度
の
多
様
化

1多
く
の
企
業
が
、
高
齢
社
員
の
継
続
雇
用
の
勤
務
制

度
を
、
定
年
前
の
正
社
員（
以
下
、「
現
役
社
員
」）時

代
と
同
じ
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
他
方
で
は
、
健
康
問
題
や
家
庭

の
事
情
（
例
え
ば
、
介
護
な
ど
）
で
仕
事
の
両
立
が
む

ず
か
し
く
な
り
、
退
職
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
賀
東
さ
ん
が
勤
務
す
る
会
社
は
勤
務
制
度
を
見
直

し
、
従
来
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
制
度
に
加
え
て
新
た
に

短
日
数
勤
務
制
度
や
短
時
間
勤
務
制
度
を
設
け
ま
し

た
。
こ
の
勤
務
制
度
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
制
度
の
も
と
で
退
職
を
考
え
て
い

た
高
齢
社
員
は
、
病
気
の
治
療
や
家
族
の
介
護
を
し
な

が
ら
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
解

説
２
で
は
平
成
期
に
進
め
ら
れ
た
多
様
な
勤
務
制
度
の

整
備
と
そ
の
も
と
で
の
高
齢
社
員
の
勤
務
制
度
を
ふ
り

返
り
、
高
齢
者
の
勤
務
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
確
認
を
通
し
て
令
和
期
の
勤
務
制
度
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
期
の
勤
務
制
度
の
変
化
~

多
様
化
の
取
組
み

2図
表
１
は
平
成
期
の
企
業
に
お
け
る
勤
務
制
度
の
変

化
の
概
要
を
整
理
し
た
も
の
で
す
※１
。
定
年
前
社
員
の

勤
務
制
度
は
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
し
て
い
ま
す
が
、
少

子
高
齢
化
に
と
も
な
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
る
就
労
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な

ど
を
背
景
に
勤
務
制
度
の
多
様
化
︱
︱
短
日
数
・
短
時

間
勤
務
制
度
の
整
備
︱
︱
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
政
府
が
取
り
組
ん
で
い
る
育
児
や
介
護
と
の
両
立

な
ど
多
様
化
す
る
労
働
者
個
々
の
事
情
に
応
じ
て
、
多

様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
ざ
し
た

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
「
多
様

な
正
社
員
制
度
」
の
な
か
の「
短
時
間
正
社
員
」で
す
※２
。

こ
の
短
時
間
正
社
員
は
育
児
・
介
護
な
ど
と
仕
事
を
両

立
し
た
い
社
員
、
決
ま
っ
た
日
時
だ
け
働
き
た
い
労
働

者
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
ざ
す
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
に
、
勤
務
日
数
や
勤
務
時

間
を
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
正
社
員
よ
り
も
短
く
し
な
が

ら
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

一
方
、
高
齢
社
員
の
勤
務
制
度
は
、
短
日
数
・
短
時

間
勤
務
中
心
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
中
心
へ
と
見
直
し

が
進
み
ま
し
た
。
高
齢
社
員
の
活
用
の
基
本
方
針
が
福

祉
的
雇
用
か
ら
戦
略
的
活
用
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
と

も
な
い
、
高
齢
社
員
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
正
社
員
に

近
い
役
割（
中
核
業
務
を
に
な
う
役
割
）に
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
解
説
１

で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
賃
金
・
評
価
制
度
を
定
年
前
社

員
の
仕
組
み
に
近
づ
け
る
対
応
が
と
ら
れ
る
と
と
も

に
、
勤
務
制
度
も
現
役
社
員
と
同
じ
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

と
す
る
方
向
で
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
マ
ン
ガ

の
な
か
で
賀
東
さ
ん
が
勤
務
す
る
会
社
の
よ
う
に
高
齢

社
員
の
事
情
や
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
現
役
社
員
と
同
じ

よ
う
に
責
任
の
あ
る
仕
事
を
担
当
し
な
が
ら
、
福
祉
的

雇
用
時
代
の
短
日
数
勤
務
制
度
や
短
時
間
勤
務
制
度
を

維
持
し
た
り
、
あ
る
い
は
再
度
、
導
入
す
る
企
業
が
み

※1　 平成期は、今回取り上げている勤務制度のほかに労働時間制度などを含めた働き方の柔軟化、多様化の取組みが進められた。その概要に
ついては本誌2022年7月号特集「新任人事担当者のための高齢者雇用入門」の「解説3　多様で柔軟な働き方の整備」を参照

※2　 多様な正社員制度には、短時間正社員のほかに、担当する職務内容が限定されている「職務限定正社員」、転勤範囲を限定したり、転居を
ともなう転勤がない「勤務地限定正社員」の二つのタイプがある

※ 筆者作成

図表１　平成期の勤務制度の変化

概要 勤務制度の多様化

現役社員 勤務制度 フルタイム勤務 ➡ フルタイム勤務＋短日数・短時間勤務
　　　　　　　　　　　　　　　　（短時間正社員制度）

高齢社員

活用の
基本方針 福祉的雇用　➡　戦略的活用

勤務制度 短日数・短時間勤務中心　➡　フルタイム勤務中心
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ら
れ
ま
す
。

高
齢
社
員
の
勤
務
実
態
を
確
認
す
る

3高
齢
社
員
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
、
企
業
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
※３
。

ま
ず
高
齢
社
員
を
活
用
し
て
い
る
企
業
に
お
け
る
65

歳
以
上
の
高
齢
社
員
の
勤
務
形
態
に
つ
い
て
図
表
２
を

み
る
と
、「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
」（
57
・
８
％
）が
多
い
も
の
の
、「
フ
ル
タ
イ
ム
以

外
で
働
く
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
」
も
３
分
の
１
強

（
35
・
７
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
紙
幅
の
関
係
で
詳

細
な
図
表
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、こ
の
結
果
を
業
種
、

従
業
員
規
模
の
企
業
属
性
別
に
み
る
と
、「
フ
ル
タ
イ

ム
」は
お
も
に
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
す
る
業
務
特
性
を

持
つ
建
設
業
、
運
輸
業
、
人
手
不
足
が
著
し
い
小
規
模

企
業
で
多
く
な
る
の
に
対
し
、「
フ
ル
タ
イ
ム
以
外
」

は
柔
軟
な
勤
務
形
態
が
可
能
な
医
療
・
福
祉
、
飲
食
・

宿
泊
業
で
、
人
員
に
余
力
の
あ
る
大
規
模
の
企
業
で
そ

れ
ぞ
れ
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
フ
ル
タ
イ
ム

以
外
」の
勤
務
形
態
は「
短
日
数・短
時
間
」（
50・７
％
）

が
最
も
多
く
、
こ
れ
に「
短
日
数
」（
40
・
１
％
）、「
短

時
間
」（
31
・
４
％
）が
続
き
、
柔
軟
な
勤
務
形
態
が
と

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
う
し
た
フ
ル
タ
イ
ム
以
外
で
働
く
65
歳
以
上
の
高

齢
社
員
が
多
い
理
由
は
、
企
業
側
の
都
合
（
例
え
ば
、

※3　（独）労働政策研究・研修機構（2020）『高年齢者の雇用に関する調査（企業調査）』。調査結果の詳細は同報告書を参照のこと

（注）    （　　）の値は「フルタイム以外で働く者がほとんどである」を 100％とした場合の値（n=1,682）
出典：（独）労働政策研究・研修機構（2020）『高年齢者の雇用に関する調査（企業調査）』

図表２　65歳以上の勤務実態� （n=4,705、単位：％）

出典：（独）労働政策研究・研修機構（2020）『高年齢者の雇用に関する調査（企業調査）』

図表３　�仮に現在雇用しているすべての従業員を�
65歳以降も雇用する場合の勤務形態（複数回答）� （n=5,891、単位：％）

フルタイム 55.9 
短時間（週30時間以上） 44.4 
短時間（週20～30時間未満） 49.0 
短時間（週20時間未満） 40.1 
その他 5.6 
無回答 6.0 

フルタイムで働く者がほとんどである 57.8 

フルタイム以外で働く者がほとんどである 35.7 

勤務形態 
（複数回答）

短日数 (40.1)

短時間 (31.4)

短日数・短時間 (50.7)

その他 (6.5)

無回答 (5.2)

フルタイム以外で働く者
が多い理由 

（複数回答）

人件費を抑えるため (11.4)

フルタイムでの高年齢者向け仕事の確保が難しいため (7.6)

高年齢者の体力に配慮するため (58.3)

高年齢者の就労ニーズ（日数・時間）の多様化のため (63.5)

社会保険の関係で週20時間以内に抑えたいため (11.7)

通勤費を抑えたいため (0.1)

その他 (3.2)

無回答 (4.8)

無回答 6.4
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※4　業種、従業員規模の企業属性の違いによる傾向は図表２と同じ特徴がみられる

「
人
件
費
を
抑
え
る
た
め
」（
11
・
4
％
）
な
ど
よ
り
も
、

「
高
年
齢
者
の
就
労
ニ
ー
ズ
（
日
数
・
時
間
）
の
多
様

化
の
た
め
」（
63
・
５
％
）、「
高
年
齢
者
の
体
力
に
配
慮

す
る
た
め
」（
58
・
３
％
）と
い
っ
た
高
齢
社
員
の
要
望
・

実
情
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

仮
に
、
企
業
が
現
在
雇
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
従
業

員
を
65
歳
を
超
え
て
も
雇
用
す
る
場
合
の
勤
務
形
態
は

「
フ
ル
タ
イ
ム
」（
55
・
９
％
）が
も
っ
と
も
多
い
回
答

で
あ
る
も
の
の
、「
短
時
間
」も
４
割
台
の
水
準
で
多
く
、

企
業
は
就
労
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
多
様
な
勤
務
形
態
に

よ
っ
て
雇
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
※4

（
図
表
３
）。

多
様
な
勤
務
制
度
の
整
備
は
高
齢
社
員

だ
け
で
は
な
く
、す
べ
て
の
社
員
を
対
象
に

4冒
頭
で
述
べ
ま
し
た
が
、戦
力
的
活
用
が
進
む
な
か
、

高
齢
社
員
の
勤
務
制
度
は
現
役
社
員
と
同
じ
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
加
齢

に
と
も
な
う
身
体
機
能
の
変
化（
低
下
）、
家
族
の
介

護
や
本
人
の
病
気
治
療
な
ど
の
健
康
問
題
が
現
役
社
員

よ
り
も
顕
著
に
な
る
た
め
、
す
べ
て
の
高
齢
社
員
に
フ

ル
タ
イ
ム
勤
務
を
適
用
す
る
と
退
職
す
る
者
が
出
て
き

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
働
き
続
け
た
い
高
齢
社
員
に

と
っ
て
も
、
会
社
に
と
っ
て
も
よ
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
マ
ン
ガ
の
な
か
の
賀
東
さ
ん
が
勤
務
す
る
会
社

の
よ
う
に
短
日
数
勤
務
制
度
、
短
時
間
勤
務
制
度
な
ど

の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
以
外
の
勤
務
制
度
を
設
け
る
な

ど
、
高
齢
社
員
の
就
労
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
選
択
で
き

る
多
様
な
勤
務
制
度
の
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
多
様
な
勤
務
制
度
を
求
め
る
就
労

ニ
ー
ズ
は
高
齢
社
員
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ル
タ

イ
ム
勤
務
を
し
て
い
る
現
役
社
員
に
お
い
て
も
育
児
や

親
の
介
護
、
本
人
の
病
気
治
療
な
ど
の
健
康
問
題
を
抱

え
て
い
る
者
も
い
ま
す
。
賀
東
さ
ん
が
勤
務
す
る
会
社

の
よ
う
に
多
様
な
勤
務
制
度
は
高
齢
社
員
だ
け
に
限
定

せ
ず
、
す
べ
て
の
社
員
に
広
く
適
用
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
多
様
な
勤
務
制
度
の
事
例
と
し
て
Ｂ
社
の

取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
事
例
の
特
徴
は
、
多
様

な
勤
務
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
事
業
特

性
で
あ
る
も
の
の
、
高
齢
社
員
の
事
情
に
あ
わ
せ
て
短

時
間
勤
務
制
度
を
導
入
し
た
点
で
す
。

総
合
工
事
業
Ｂ
社

県
内
に
３
カ
所
の
事
業
所
を
持
つ
総
合
工

事
業
Ｂ
社
は
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
実

施
し
た
65
歳
定
年
と
希
望
者
全
員
の
70
歳
ま

で
の
継
続
雇
用
へ
の
制
度
の
見
直
し
に
あ
わ

せ
て
、
継
続
雇
用
者
を
対
象
と
し
た
短
時
間

勤
務
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
同
社
の
勤
務

制
度
は
事
業
特
性
の
関
係
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
だ
け
で
し
た
が
、
継
続
雇
用
者
本
人
の

体
力
低
下
な
ど
加
齢
に
と
も
な
う
健
康
状
態

の
変
化
に
よ
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
続
け

短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入

事 例
2

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
退
職
す
る
継
続

雇
用
者
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
問
題
を
是
正
す
る
た
め
に
短
時
間

勤
務
制
度
が
導
入
さ
れ
、
本
人
の
希
望
に
応

じ
て
１
~
３
時
間
の
勤
務
時
間
を
短
縮
す
る

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
継

続
雇
用
者
は
現
役
社
員
と
同
じ
よ
う
に
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
を
続
け
て
い
ま
す
が
、「
今
後
、

も
し
事
情
が
生
じ
て
も
働
き
続
け
ら
れ
る
、

精
神
的
に
も
不
安
が
な
く
な
る
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
典
：（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
（
Ｊ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
）（
２
０
２
３
）『
70
歳
雇
用
推
進
事
例
集
２
０
２

３
』
を
も
と
に
筆
者
作
成
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解
説
3

は
じ
め
に

170
歳
ま
で
安
心
・
安
全
に
働
き
続
け
る
た
め
、
企
業

は
、
年
々
増
加
す
る
高
齢
者
の
労
働
災
害
の
防
止
対
策

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
稿
で
は
、
２
０
２
０（
令
和
2
）年
3
月
に
厚
生

労
働
省
が
発
表
し
た
「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」（
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
以
下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
の

ポ
イ
ン
ト
、
大
手
企
業
の
高
齢
者
の
安
全
と
健
康
確
保

策
の
好
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
の
労
働
災
害
発
生
率
の
高
さ

2高
齢
者
の
労
働
災
害
発
生
率（
年
千
人
率
※１
で
示
す
）

を
み
る
と
、
60
代
後
半
は
、
労
働
災
害
発
生
率
が
も
っ

と
も
低
い
20
代
後
半
と
比
べ
、
男
性
で
２
・
０
倍
、
女

性
で
４
・
９
倍
と
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表

１
）。
お
も
な
原
因
に
は
、
筋
力
の
低
下
、
バ
ラ
ン
ス

感
覚
の
低
下
な
ど
、
加
齢
に
と
も
な
う
心
身
機
能
の
低

下
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

3ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
す
。

高木元也 労働安全衛生総合研究所 安全研究領域特任研究員



エルダー21

特集 新任人事担当者のための高齢者雇用入門

は
じ
め
に

170
歳
ま
で
安
心
・
安
全
に
働
き
続
け
る
た
め
、
企
業

は
、
年
々
増
加
す
る
高
齢
者
の
労
働
災
害
の
防
止
対
策

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
稿
で
は
、
２
０
２
０（
令
和
2
）年
3
月
に
厚
生

労
働
省
が
発
表
し
た
「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」（
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
以
下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
の

ポ
イ
ン
ト
、
大
手
企
業
の
高
齢
者
の
安
全
と
健
康
確
保

策
の
好
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
の
労
働
災
害
発
生
率
の
高
さ

2高
齢
者
の
労
働
災
害
発
生
率（
年
千
人
率
※１
で
示
す
）

を
み
る
と
、
60
代
後
半
は
、
労
働
災
害
発
生
率
が
も
っ

と
も
低
い
20
代
後
半
と
比
べ
、
男
性
で
２
・
０
倍
、
女

性
で
４
・
９
倍
と
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表

１
）。
お
も
な
原
因
に
は
、
筋
力
の
低
下
、
バ
ラ
ン
ス

感
覚
の
低
下
な
ど
、
加
齢
に
と
も
な
う
心
身
機
能
の
低

下
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

3ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
構
成

第
１　
趣
旨

第
２　
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項

　
１
.
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
確
立
等

　
２
.
職
場
環
境
の
改
善

　
３
.
高
年
齢
労
働
者
の
健
康
や
体
力
の
状
況
の

把
握

　
４
.
高
年
齢
労
働
者
の
健
康
や
体
力
の
状
況
に

応
じ
た
対
応

　
５
.
安
全
衛
生
教
育

第
３　
労
働
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項

第
４　
国
、
関
係
団
体
等
に
よ
る
支
援
の
活
用

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
職
場
を
つ
く
る
た
め
、
事

業
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項
を
定
め
（
第
２
）、
一
方
、
高

年
齢
労
働
者
に
は
事
業
者
へ
の
協
力
を
求
め
（
第
３
）、

国
な
ど
に
よ
る
支
援
制
度
を
紹
介
し
て
い
ま
す（
第
４
）。

（
１
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
２
の
３
、
４

に
あ
る
高
年
齢
労
働
者
一
人
ひ
と
り
の
健
康
や
体
力
の

状
況
を
把
握
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
対
策
を
求
め
て
い
る

こ
と
で
す
。

高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
心
身
機
能
の
個
人
差
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
古
い
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
が
、
図
表
２
は
、

暦
年
齢（
実
年
齢
）に
応
じ
た
生
理
的
年
齢
（
個
々
人
が

持
つ
心
身
機
能
の
程
度
を
年
齢
化
し
た
も
の
）の
幅
、
す

な
わ
ち
個
人
差
を
み
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
実
年
齢

※1　年千人率……1年間の労働者千人あたりに発生した死傷者数（休業4日以上）の割合
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15
〜
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歳
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〜
24
歳

25
〜
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〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳
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〜
49
歳
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〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳
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〜
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歳

85
歳
以
上

15
〜
19
歳

20
〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
歳
以
上

男性 女性

2.05

4.06

4.76

0.82

4.00

 4.9倍

 2.0倍

出典：厚生労働省「労働者死傷病報告」（2018年）、総務省「労働力調査」（2018年）から作成

図表1　年齢別・男女別労働災害発生 千人率
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ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
が
あ
り
ま
す
。

ａ　
ハ
ー
ド
対
策

ハ
ー
ド
対
策
の
具
体
例
と
し
て
は
、

①�

高
齢
者
は
暗
い
場
所
で
視
力
が
著
し
く
低
下
す
る
た

め
（
低
照
度
下
視
力
）、
職
場
の
照
度
を
確
保
す
る

②�

バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
筋
力
が
低
下
し
、
と
っ
さ
に
う
ま

く
動
け
な
い
高
齢
者
は
、
階
段
か
ら
転
落
し
や
す

く
、
段
差
に
つ
ま
ず
き
や
す
い
た
め
、
階
段
に
は
手

す
り
を
つ
け
、
通
路
や
職
場
内
の
段
差
を
な
く
す

③�

滑
っ
て
転
倒
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
床
の
濡
れ

を
即
座
に
拭
き
取
る
、
滑
り
に
く
い
床
材
（
床
塗
装
）

を
採
用
す
る
、
耐
滑
性
に
す
ぐ
れ
た
靴
を
着
用
す
る

④�

筋
力
の
低
下
し
た
高
齢
者
は
重
量
物
を
抱
え
る
と
腰

痛
に
な
り
や
す
い
た
め
、
持
ち
上
げ
補
助
機
器
（
パ

ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
な
ど
）
を
装
着
す
る

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
心
身
機
能
の
低
下
を
補
う
ハ
ー
ド
対
策

の
ほ
と
ん
ど
は
、
高
齢
者
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
そ

こ
で
働
く
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
の
安
全
な
職
場
環

境
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
点
は
強
調
す
べ
き
で
す
。

ｂ　
ソ
フ
ト
対
策

一
方
、
ソ
フ
ト
対
策
の
具
体
例
は
次
の
通
り
で
す
。

①
勤
務
形
態
、
勤
務
時
間
の
工
夫

・�

個
々
人
の
心
身
機
能
や
健
康
の
状
況
を
把
握
し
て
、

作
業
内
容
や
作
業
時
間
な
ど
を
調
整
す
る
。
短
時
間

勤
務
、
隔
日
勤
務
、
交
替
制
勤
務
な
ど
の
導
入
を
検
討

65
歳
の
人
の
生
理
的
年
齢
の
個
人
差
は
16
年
に
も
及
び

ま
す
。
こ
れ
は
、
実
年
齢
65
歳
の
人
の
な
か
に
は
、
50

代
の
若
々
し
い
人
が
い
る
一
方
、
心
身
機
能
の
衰
え
で
70

代
の
よ
う
に
み
え
る
人
が
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
生
理
的
年
齢
は
大
き
な
個
人
差
が
あ
る
た
め
、

事
業
者
は
職
場
で
働
く
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
健
康
や

体
力
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、事
業
者
に
対
し
、「
経
営
ト
ッ

プ
は
安
全
方
針
を
表
明
し
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
を
整

え
、
そ
の
上
で
、
事
業
場
に
潜
む
高
年
齢
者
の
リ
ス
ク

を
洗
い
出
し
、
そ
れ
に
対
し
リ
ス
ク
低
減
対
策
を
講
じ

る
」こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
低
減
対
策
に
は
、

す
る
。
加
齢
と
と
も
に
、
昼
か
ら
夜
（
あ
る
い
は
そ
の

逆
）へ
の
勤
務
シ
フ
ト
の
変
更
に
体
を
慣
ら
す
こ
と
が

む
ず
か
し
く
、
夜
勤
に
は
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
な
る

②
ゆ
と
り
の
あ
る
作
業
ス
ピ
ー
ド

・�

高
齢
者
は
、
時
間
に
追
わ
れ
る
仕
事
は
不
得
手
で
ミ

ス
も
し
や
す
い
。
自
主
的
に
作
業
負
荷
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る

③
無
理
の
な
い
作
業
姿
勢

・�

加
齢
に
よ
り
筋
力
、
関
節
の
動
き
、
柔
軟
性
な
ど
が

低
下
す
る
た
め
、
身
体
を
曲
げ
伸
ば
す
動
作
、
ね
じ

れ
姿
勢
な
ど
不
自
然
な
作
業
姿
勢
を
減
ら
す
。
ま

た
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
低
下
し
身
体
の
安
定
が
と
り

に
く
く
な
る
た
め
、
長
時
間
の
立
ち
作
業
を
減
ら
す

④
注
意
力
、
集
中
力
な
ど
を
必
要
と
す
る
作
業
へ
の
配
慮

・�

加
齢
に
よ
り
注
意
力
や
判
断
力
が
低
下
す
る
た
め
、

複
数
の
作
業
を
同
時
進
行
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
と
っ
さ
に
う
ま
く
動
け
な
い
た
め
、
素
早
い

判
断
、
行
動
を
要
す
る
作
業
を
減
ら
す

⑤
腰
へ
の
負
担
軽
減

・�

筋
力
の
低
下
か
ら
腰
痛
を
防
止
す
る
た
め
、
持
ち
上

げ
重
量
の
制
限
、
腰
痛
に
な
り
に
く
い
持
ち
上
げ
姿

勢
の
教
育
、
腰
痛
予
防
体
操
の
実
施
な
ど

ｃ　
健
康
や
体
力
の
状
況
を
ふ
ま
え
た
対
策

事
業
者
は
、
健
康
診
断
、
職
場
で
の
体
力
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
基
礎
疾
患
の
有

無
、
体
力
の
状
況
を
把
握
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
労
働
時

生
理
的
年
齢

暦 年 齢

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

25 35 45 55 65 75 85（歳）

（歳）

4年
8年

12年

14年
16年

18年
20年

出典：�斎藤一、遠藤幸男：高齢者の労働能力（労働科学叢書53）、
労働科学研究所、1980から作成

図表2　加齢による暦年齢と生理的年齢の個人差の拡大
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に
必
要
な
体
力
を
「
安
全
体
力
R」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
、

「
安
全
体
力
R」
測
定
ツ
ー
ル
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
体
力
R」の
テ
ス
ト
は
、
転
倒
、
腰
痛
、
危
険

回
避
、
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ミ
ス
の
四
つ
の
リ
ス
ク
を
八
つ

の
テ
ス
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
結
果
は
5
段
階
で
評

価
し
、
評
価
４
、
５
は「
安
全
域
」、
評
価
３
は「
維
持

域
」、
評
価
２
は「
要
注
意
域
」、
評
価
１
は「
危
険
域
」

と
し
、
評
価
1
、
２
の
者
に
は
改
善
意
欲
を
高
め
さ
せ

て
い
ま
す
。
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
、
40
歳
以
上
の

健
康
診
断
対
象
者
（
１
７
０
３
人
）
に
転
倒
の
有
無
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
転
倒
経
験

者
（
１
５
９
人
）
は
非
経
験
者
よ
り
転
倒
リ
ス
ク
の
テ

ス
ト
３
項
目
の
割
合
が
高
い
結
果
と
な
り
、
こ
の
テ
ス

ト
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
安
全

体
力
R」
維
持
の
た
め
、
毎
日
実
施
す
る
二
つ
の
職
場

体
操
を
開
発
し
て
い
ま
す
※３
・
※４
。
こ
れ
ら
の
取
組
み

の
効
果
と
し
て
、
筋
骨
格
系
疾
患
に
よ
る
休
業
日
数
が

減
少
し
、
転
倒
災
害
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

4人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
活
き
活
き
と
元
気
で
健
康
に
働
く
た
め
、
企
業
は
、

職
場
環
境
改
善
、
作
業
内
容
の
見
直
し
、
体
力
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
精
力
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※2　中央労働災害防止協会「高年齢労働者が安全・健康に働ける職場づくり〜エイジフレンドリーガイドライン活用の方法〜」
※3　職場体操１：筋骨格系疾患対策：「アクティブ体操®」PART１（https://www.youtube.com/watch?v=KPxt7vyQ6Zo）
※4　職場体操2：転倒予防対策「アクティブ体操®」PART２（https://www.youtube.com/watch?v=LEr6r1Mxgu8）

間
の
短
縮
、
深
夜
勤
務
の
削
減
、
作
業
の
配
置
転
換
な

ど
を
行
い
ま
す
。

ｄ　
高
齢
者
の
特
性
を
ふ
ま
え
た
安
全
教
育

高
齢
者
は
、
ほ
か
の
年
代
と
比
べ
、
十
分
な
教
育
効

果
が
見
込
め
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

以
下
の
通
り
、
高
齢
者
向
け
の
特
別
な
安
全
教
育
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

・�

十
分
な
時
間
を
か
け
、
写
真
や
図
、
映
像
な
ど

を
活
用
す
る
。

・�

心
身
機
能
の
低
下
が
労
働
災
害
に
つ
な
が
る
こ

と
を
自
覚
さ
せ
る
。

・�

心
身
機
能
の
低
下
を
客
観
的
に
認
識
さ
せ
る
。

（
３
）
企
業
の
取
組
み
事
例

企
業
に
お
け
る
高
齢
者
の
安
全
確
保
の
取
組
み
事
例

と
し
て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

株
式
会
社
西
日
本
製
鉄
所
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
※２
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
若
い
世
代
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
例
1　
ト
ヨ
タ
自
動
車

ト
ヨ
タ
自
動
車
で
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
活
き
活
き

と
元
気
に
働
く
に
は
、
体
力
の
維
持
・
向
上
、
心
身
の

健
康
の
増
進
が
重
要
と
し
、
そ
の
た
め
に
、
若
年
・
壮

年
期
か
ら
の
意
識
変
革
を
求
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

取
組
み
は
次
の
通
り
で
す
。

①
い
き
い
き
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム

36
歳
以
上
の
全
従
業
員
を
対
象
に
、
4
年
に
1
度
、

以
下
の
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ａ　

体
力
の
見
え
る
化
（
体
力
測
定
）

・�

上
腕
柔
軟
性
、
座
位
体
前
屈
、
座
位
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ

（
敏び

ん

捷し
ょ
う

性
）、
２
ス
テ
ッ
プ
距
離
測
定
（
バ
ラ
ン
ス

力
）
な
ど
、
全
9
種
目
の
体
力
測
定
の
実
施

ｂ　

運
動
指
導

・�

社
内
運
動
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
、
加
齢
に
よ
る
腰

痛
、
肩
こ
り
に
効
果
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
等
の
実

技
指
導
（
1
回
30
分
～
１
時
間
、
数
人
～
30
人
）

や
、
活
動
量
計
の
貸
出
に
よ
る
従
業
員
の
活
動
量
計

測
（
歩
数
、
運
動
時
間
等
）
と
結
果
の
ア
ド
バ
イ
ス

②
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
８

八
つ
の
生
活
習
慣
「
⒈
適
正
体
重
、
⒉
朝
食
、
⒊
飲

酒
、
⒋
間
食
、
⒌
喫
煙
、
⒍
運
動
、
⒎
睡
眠
、
⒏
ス
ト

レ
ス
」
を
対
象
に
、
全
社
的
に
実
践
数
の
目
標
を
設
定

し
、職
場
単
位
の
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
健

康
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
」
に
よ
り
、
歩
数
な
ど
活
動
量
の
見

え
る
化
、
各
自
の
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
の
入
力
な
ど

に
よ
り
、
取
組
み
意
識
を
高
め
行
動
変
容
を
う
な
が
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
２
０
２
０
年
末
の
全
従

業
員
の
平
均
実
践
数
は
６
・
27
（
最
大
８
）
と
（
２
０

２
０
年
初
６
・
09
）、
目
標
値
６
・
30
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。

事
例
2　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
西
日
本
製
鉄
所

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
で
は
、
社
の
安
全
衛
生
方
針
「
安

全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
の
「
安
全
」
と
「
体
力
」
を

結
合
し
、
高
齢
に
な
っ
て
も
安
全
で
健
康
に
働
く
た
め
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「
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
」
は
、
65
歳
以
上
へ
の

定
年
引
上
げ
等
を
行
う
事
業
主
、
高
年
齢
者
の
雇
用
管

理
制
度
の
整
備
を
行
う
事
業
主
、
高
年
齢
の
有
期
契
約

労
働
者
を
無
期
雇
用
に
転
換
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、

国
の
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
す
る
も
の
で
あ
り
、「
生

涯
現
役
社
会
」
の
構
築
に
向
け
て
、
高
年
齢
者
の
就
労

機
会
の
確
保
お
よ
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

共
通
の
要
件
は
、
雇
用
保
険
適
用
事
業
所
の
事
業
主

で
あ
る
こ
と
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す

る
法
律
第
８
条
、
第
９
条
第
１
項
の
規
定
と
異
な
る
定

め
を
し
て
い
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
助
成
金
は
次
の
Ⅰ
〜
Ⅲ
の
コ
ー
ス
に
分
け
ら
れ

ま
す
。65

歳
超
継
続
雇
用
促
進
コ
ー
ス

Ⅰこ
の
コ
ー
ス
は
、
支
給
要
件
を
満
た
す
事
業
主
が
、

次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
を
就
業
規
則
等
に
規
定
し
、

実
施
し
た
場
合
に
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
65
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
上
げ

②
定
年
の
定
め
の
廃
止

③
希
望
者
全
員
を
対
象
と
す
る
66
歳
以
上
の
継
続
雇
用

制
度
の
導
入

④
他
社
に
よ
る
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

◆
支
給
額

実
施
し
た
制
度
、
引
き
上
げ
た
年
数
、
対
象
被
保
険

者
数
に
応
じ
て
図
表
１
・
2
の
額
を
支
給
し
ま
す
。

◆
申
請
書
受
付
期
間

図
表
１
・
2
の
措
置
の
実
施
日
が
属
す
る
月
の
翌
月

か
ら
起
算
し
て
４
カ
月
以
内
の
各
月
月
初
か
ら
５
開
庁

日
ま
で
に
「
65
歳
超
継
続
雇
用
促
進
コ
ー
ス
支
給
申
請

書
」
に
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、
申
請
窓
口
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

高
年
齢
者
評
価
制
度
等
雇
用
管
理
改
善
コ
ー
ス

Ⅱこ
の
コ
ー
ス
は
、
支
給
要
件
を
満
た
す
事
業
主
が
、

高
年
齢
者
の
雇
用
の
推
進
を
図
る
た
め
に
雇
用
管
理
制

度
（
賃
金
制
度
、
健
康
管
理
制
度
等
）
の
整
備
に
係
る

措
置
を
実
施
し
た
場
合
に
、
措
置
に
要
し
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
（
図
表
3
）。

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
雇
用
管
理
整
備
計
画
書
を
提
出

し
、
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
支
給
額

支
給
対
象
経
費
（
上
限
50
万
円
）
に
60
％
（
中
小
企

業
以
外
は
45
％
）
を
乗
じ
た
額
を
支
給
し
ま
す
。
初
回

の
支
給
対
象
経
費
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
の
実
施
に

50
万
円
の
費
用
を
要
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
（
２
回

目
以
降
は
50
万
円
を
上
限
と
す
る
実
費
）。

高
年
齢
者
無
期
雇
用
転
換
コ
ー
ス

Ⅲこ
の
コ
ー
ス
は
、
支
給
要
件
を
満
た
す
事
業
主
が
、

50
歳
以
上
で
定
年
年
齢
未
満
の
有
期
契
約
労
働
者
を
転

換
制
度
に
基
づ
き
、
無
期
雇
用
労
働
者
に
転
換
さ
せ
た

場
合
に
、対
象
者
数
に
応
じ
て
一
定
額
を
助
成
し
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）　

高
齢
者
助
成
部

65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
に
つ
い
て
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な
お
、
あ
ら
か
じ
め
無
期
雇
用
転
換
計
画
書
を
提
出

し
、
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
支
給
額

対
象
労
働
者
１
人
に
つ
き
48
万
円
（
中
小
企
業
以
外

は
38
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

助
成
金
の
詳
細
に
つ
い
て

こ
の
助
成
金
の
支
給
要
件
等
の
詳
細
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
各
コ
ー
ス

の
申
請
様
式
や
支
給
申
請
の
手
引
き
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
、
制
度
説
明
の
動
画

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
助
成
金
に
関
す
る
お
問
合
せ
や
申
請
は
、
Ｊ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
の
都
道
府
県
支
部
高
齢・障
害
者
業
務
課
（
東
京・

大
阪
は
高
齢
・
障
害
者
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
、
連
絡
先
は

本
誌
65
頁
参
照
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

JEED  高齢者雇用助成金 検 索

https://www.jeed.go.jp

助成金の説明動画はコチラ

https://youtu.be/
D1qf1Nd7InA

（注）旧定年年齢、継続雇用年齢が70歳未満の場合に支給します。

※　  申請事業主が他社の就業規則等の改正に要した経費の2分の1の額と表中の支給上限額いずれか低い方の額が助成されます。対象経費については申請事業
主が全額負担していることが要件となります。

（注）他の事業主における継続雇用年齢が70歳未満の場合に支給します。

図表１　65歳超継続雇用促進コース
定年の引上げまたは定年の廃止、継続雇用制度の導入

65歳への
定年の
引上げ

66～69歳への
定年の引上げ 70歳以上

への
定年の

  引上げ（注）

定年の
定めの

   廃止（注）

66～69歳
への

継続雇用の
引上げ

70歳以上
への

継続雇用の
引上げ（注）5歳未満 5歳以上

1～3人 15万円 20万円 30万円 30万円 40万円 15万円 30万円

4～6人 20万円 25万円 50万円 50万円 80万円 25万円 50万円

7～9人 25万円 30万円 85万円 85万円 120万円 40万円 80万円

10人以上 30万円 35万円 105万円 105万円 160万円 60万円 100万円

措置内容

対象
被保険者数

措置内容 66～69歳への継続雇用の引上げ 70歳以上への継続雇用の引上げ（注）

支給上限額 10万円 15万円

図表２　65歳超継続雇用促進コース
他社による継続雇用制度の導入（上限額）

図表３　高年齢者評価制度等雇用管理改善コース

高年齢者雇用管理整備措置の種類 支給対象経費
高年齢者に係る賃金・人事処遇制度の導入・改善

● 高年齢者の雇用管理制度の導入等（労働協約または就業規則の作
成・変更）に必要な専門家等に対する委託費、コンサルタントと
の相談に要した経費

● 上記経費のほか、左欄の措置の実施にともない必要となる機器、
システムおよびソフトウェア等の導入に要した経費（計画実施期
間内の6カ月分を上限とする賃借料またはリース料を含む）

労働時間制度の導入・改善

在宅勤務制度の導入・改善

研修制度の導入・改善

専門職制度の導入・改善

健康管理制度の導入

その他の雇用管理制度の導入・改善
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特集 新任人事担当者のための高齢者雇用入門

※
次
の
ア
と
イ
が
該
当
し
ま
す

　
ア  「
情
報
処
理
・
通
信
技
術
者
」
ま
た
は
「
そ
の
他
の
技
術
の
職
業
」

（
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
に
か
ぎ
る
）
に
該
当
す
る
業
務

　
イ  「
研
究
・
技
術
の
職
業
」
に
該
当
す
る
業
務

（
脱
炭
素
・
低
炭
素
化
な
ど
に
関
す
る
も
の
に
か
ぎ
る
）

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

（
特
定
就
職
困
難
者
コ
ー
ス
）

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
就
職
困
難
者
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
労

働
者
と
し
て
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
助
成
金
の
対
象
と
な
る
高
齢
者
は
、
60
歳
以
上
の

方
で
す
。

高
齢
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合
の
助
成
対
象
期
間
は
１

年
間
で
、
支
給
対
象
期
（
６
カ
月
間
）
ご
と
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
支
給
額
は
「
短
時
間
労
働
者
以
外
」（
１
週

間
の
所
定
労
働
時
間
が
30
時
間
以
上
）
と
「
短
時
間
労

働
者
」（
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
30

時
間
未
満
の
者
）
で
異
な
り
、
中
小
企
業
が
短
時
間
労

働
者
以
外
を
雇
用
す
る
場
合
、
60
万
円
を
2
期
に
わ
け

て
30
万
円
ず
つ
（
中
小
企
業
以
外
は
50
万
円
を
2
期
に

分
け
25
万
円
ず
つ
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

中
小
企
業
が
短
時
間
労
働
者
を
雇
用
す
る
場
合
は
、

40
万
円
を
2
期
に
わ
け
20
万
円
ず
つ
（
中
小
企
業
以
外
は

30
万
円
を
２
期
に
分
け
て
15
万
円
ず
つ
）支
給
さ
れ
ま
す
。

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

（
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
）

【
成
長
分
野
】と【
人
材
育
成
】の
二
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
、【
成
長
分
野
】は
、
未
経
験
の
就
職
困
難
者
を
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
雇
い
入
れ
て
、「
成

長
分
野
の
業
務
※
」に
従
事
さ
せ
、
人
材
育
成
や
職
場
定

着
に
取
り
組
む
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。【
人
材
育
成
】

は
、
未
経
験
の
就
職
困
難
者
を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

の
紹
介
に
よ
り
雇
い
入
れ
て
、
人
材
開
発
支
援
助
成
金

に
よ
る
人
材
育
成
を
行
い
、
賃
上
げ
を
行
っ
た
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
ほ
か
の

コ
ー
ス
の
1
・
5
倍
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金

就
業
規
則
や
労
働
協
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
高
年
齢
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

賃
金
に
関
す
る
規
定
ま
た
は
賃
金
テ
ー
ブ
ル
（
以
下
、

賃
金
規
定
等
）を
増
額
改
定
し
、
高
年
齢
雇
用
継
続
基

本
給
付
金
の
受
給
総
額
を
減
少
さ
せ
る
事
業
主
に
対
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額
は
、
賃
金
規
定
等
改
定
前
後
を
比
較
し
た
高

年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
減
少
額
に
以
下
の
助
成

率
を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま
す
。

・
２
／
３
（
中
小
企
業
以
外
は
１
／
２
）

（
注
）
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て

な
お
、
支
給
に
あ
た
っ
て
は
、
算
定
対
象
労
働
者
の

1
時
間
当
た
り
の
賃
金
を
60
歳
時
点
の
賃
金
と
比
較
し

て
75
％
以
上
に
増
額
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
、

増
額
改
定
後
の
賃
金
規
定
等
を
6
カ
月
以
上
運
用
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

★　
★　
★

そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
労
働
局

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
雇
用
促
進
等
の
た
め
の
そ
の
他
の
助
成
金

編集部

当
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）の
「
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
」
の
ほ
か
に
も
、
高
齢
者
を
雇
用
し
た
場
合
の
「
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
（
特
定
就
職
困

難
者
コ
ー
ス
）、（
成
長
分
野
等
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
）」、
高
年
齢
労
働
者
の
賃
金
の
増
額
な
ど
を
行
い
、
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
の
受
給
総
額

を
減
少
さ
せ
た
場
合
の「
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
」が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も
都
道
府
県
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
支
給
窓
口
と
な
り
ま
す
。
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★　 このマンガに登場する人物、会社等はすべて架空のものです

教えてエルダ先生！ こんなときどうする？
第4回 人手不足が続き、10 年後が不安です！人手不足が続き、10 年後が不安です！

Season
2集中連載

マンガで学ぶ
高齢者雇用



エルダー29

Season
2教えてエルダ先生！ こんなときどうする？

集中連載

マンガで学ぶ
高齢者雇用

※　 『エルダー』2022 年 8 月号「マンガで学ぶ高齢者雇用」  https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/202208.html  
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※　 内閣府「令和 4年版高齢社会白書」より  https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/index-w.html
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Season
2教えてエルダ先生！ こんなときどうする？

集中連載

マンガで学ぶ
高齢者雇用
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つ
づ
く

つ
づ
く



エルダー33

教えてエルダ先生！ こんなときどうする？ Season
2解 説

集中連載

マンガで学ぶ
高齢者雇用

高齢者が長く働ける職場環境を整えることが
意欲ある人材の採用を容易にする

少子高齢化が進む日本では、若手にかぎらず働き手の確保がこれからむずかしくなります。高齢
者雇用に取り組むことで、企業は現在の人手不足に対処できるだけではなく、中長期にわたって安
定的に人材を採用できる仕組みがつくれます。
いま働いている人たちの定年や定年後再雇用の上限年齢を延長するか廃止すれば、経験豊かなベ

テランをより長期にわたって活用できます。そうすることで社員の安心感は高まり、会社へのいっ
そうの貢献も期待できます。「新規採用がむずかしいのにベテランが来年いなくなってしまう」、「数
年後の人手不足が心配」といった悩みが解消されるでしょう。とはいえ、単なる定年廃止や延長で
は期待した効果を十分には上げられません。マンガにあるように高齢社員の体力や五感の低下に対
応した職場環境や設備の工夫、意欲を高める人事評価や処遇制度の構築、短日数・短時間勤務など
高齢社員のライフスタイルに合った働き方の提供が欠かせません。
一方、定年廃止や延長は、若手・中堅社員の採用や定着に関して長期的効果も生みます。高齢者

雇用に取り組む過程で高齢社員が働きやすい職場や作業環境が実現しますが、これは若手や中堅、
子育て中の社員にも歓迎されます。また、勤務時間が柔軟な会社に魅力を感じる人々は若手を中心
に多いのではないでしょうか。長く働ける会社は働き手を引きつけます。ある企業では定年延長に
よって社外から経験豊かな人材を多数獲得できました。その多くは地場で同業の 60歳定年企業から
の定年退職者や転職者だったそうです。
高齢社員はもちろんのこと、これから高齢期を迎える社員の意見や要望を丹念に聴き、職場環境

の改善に加えて個々人の状況に即した働き方のメニューを用意する、これらの取組みによって会社
の評判が高まり、少子高齢化時代でも意欲ある人材の採用を容易にします。

　少子高齢化などの影響により、人手不足や採用難を実感している企業は少なくないので
はないでしょうか。会社の継続的な発展・成長のためにも、業務にまつわる知見やノウハ
ウの次世代への継承は欠かせませんが、そんなときにこそ活用したいのが、高齢社員。業
務に精通した高齢社員の雇用を延長することは、業務の円滑な遂行はもちろんのこと、実
は人材採用の課題を解決することにもつながります。

高齢者雇用のポイント

第4回 人手不足が続き、10年後が不安です！

プロフィール

内田教授に聞く

内田 賢（うちだ・まさる）
東京学芸大学教育学部教授。
「高年齢者活躍企業コンテスト」審査委員（2012年度～）のほか、「70歳までの就業機会
確保に係るマニュアル作成・事例収集委員会」委員長（2020年度～）を務める。



2023.7 34

［第128回］

ま
わ
り
で
も
ホ
メ
る
チ
エ
者

「
チ
エ
の
あ
る
者
は
、
そ
の
チ
エ
を

使
う
て
鼻
の
頭
を
低
く
す
る
よ
う
に
」

江
戸
時
代
の
学
者
が
門
人
の
少
し
チ

エ
の
あ
る
ヤ
ツ
に
注
意
し
た
言
葉
で
す
。

チ
エ
の
あ
る
ヤ
ツ
の
鼻
の
頭
が
ド
ン
ド

ン
高
く
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

し
か
し
、
ま
わ
り
も
そ
の
チ
エ
を
認

め
、
本
人
も
、「
た
し
か
に
オ
レ
は
チ

エ
者
だ
」
と
認
め
、
そ
の
チ
エ
を
大
い

に
世
の
中
の
た
め
に
役
立
て
た
人
物
が

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
人
は
ま
わ

り
か
ら
憎
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し

ろ
ホ
メ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
人
の
名
は
松ま

つ

平だ
い
ら

信の
ぶ

綱つ
な

。
若
い
こ

ろ
か
ら
チ
エ
が
あ
り
、
幕
府
で
の
官
名

が
伊い

ず
の豆
守か

み

だ
っ
た
の
で
、
人
び
と
は
、

〝
チ
エ
い
ず
〞
と
呼
び
ま
し
た
。

あ
る
と
き
江
戸
城
で
火
災
が
起
こ

り
、
大
奥
で
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
騒
ぎ
が
起

こ
り
ま
し
た
。
仕
え
る
女
性
た
ち
の
騒

ぎ
で
す
。
そ
こ
へ
小こ

姓し
ょ
う

（
秘
書
）
の
信

綱
が
と
び
こ
み
、
大
声
で
こ
う
い
い
ま

し
た
。

「
み
な
さ
ん
、
お
騒
ぎ
に
な
ら
ず
に
。

と
な
り
の
部
屋
か
ら
ま
ん
な
か
の
タ
タ

ミ
を
一
枚
ず
つ
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
お

き
ま
し
た
。そ
れ
を
辿た

ど

っ
て
く
だ
さ
い
。

庭
へ
逃
げ
ら
れ
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お

ち
つ
い
て
」

侍
女
た
ち
は
そ
の
と
お
り
に
し
、
み

ん
な
無
事
に
助
か
り
ま
し
た
。
信
綱
の

チ
エ
の
評
判
は
た
い
へ
ん
な
も
の
で

す
。
そ
れ
に
イ
ケ
メ
ン
で
し
た
か
ら
、

さ
ら
に
名
は
あ
が
り
ま
し
た
。

チ
エ
を
重
ね
て
大
名
に
な
り
、
川か

わ

越ご
え

（
埼
玉
県
）
の
城
の
城
主
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、町
か
ら
火
が
出
ま
し
た
。

信
綱
は
、
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「
川
越
を
不
燃
都
市
に
し
よ
う
」

と
い
っ
て
現
在
も
残
る
白
壁
の
倉
を

た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
し
た
。
い
ま
、
そ

の
白
壁
の
倉
に
は
観
光
客
が
た
く
さ
ん

訪
れ
て
い
ま
す
。

信
綱
は
さ
ら
に
チ
エ
を
重
ね
て
老ろ

う

中じ
ゅ
う

（
大
臣
）
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
が
大

火
災
に
な
り
、
江
戸
城
の
天
守
閣
も
燃

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
老
中
た
ち
は

さ
っ
そ
く
大
会
議
で
す
。

「
な
に
よ
り
も
天
守
閣
の
再
建
が
急
務

で
す
」

と
い
う
、
あ
る
老
中
の
提
案
に
み
な

賛
成
で
す
。
と
こ
ろ
が
信
綱
は
反
対
で

す
。
理
由
は
、

「
城
の
天
守
閣
は
合
戦
の
シ
ン
ボ
ル

で
す
。
い
ま
は
平
和
な
世
の
中
で
合
戦

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
シ
ン
ボ
ル
よ

り
被
災
者
の
復
興
手
当
に
ま
わ
し
ま

し
ょ
う
」

な
る
ほ
ど
そ
の
と
お
り
だ
。
松
平
殿

は
相
変
わ
ら
ず
チ
エ
者
だ
、
と
み
ん
な

さ
ら
に
チ
エ
を
発
揮

も
賛
成
し
ま
し
た
。
い
ま
も
観
光
客
が

多
く
訪
れ
ま
す
が
、
観
ら
れ
る
の
は
土

台
の
石
だ
け
で
天
守
閣
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、

「
平
和
な
世
の
中
に
、
そ
ん
な
も
の
は

い
ら
な
い
」

と
い
っ
た
信
綱
の
約
三
百
六
十
年
前

の
チ
エ
に
よ
る
も
の
で
す
。

信
綱
の
チ
エ
は
さ
ら
に
江
戸
を
防
火

都
市
に
し
、
そ
の
い
く
つ
か
は
い
ま
も

残
っ
て
い
ま
す
。
か
れ
は
ま
わ
り
か
ら

〝
チ
エ
い
ず
〞
と
い
わ
れ
、
か
れ
自
身

も
「
オ
レ
は
チ
エ
者
だ
」
と
思
い
ま
し

た
が
、
そ
の
チ
エ
を
す
べ
て
世
の
中
の

た
め
に
使
っ
た
た
め
に
学
者
か
ら
も

け
っ
し
て
、

「
鼻
の
頭
を
低
く
し
ろ
」

な
ど
と
は
い
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
は
、
老
中
筆
頭
（
い
ま
の
総
理
大

臣
）
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
に
九
州
の
島
原
・
天
草

で
農
民
が
一
揆
を
起
こ
し
ま
し
た
。
原

因
は
増
税
で
す
。
し
か
も
一
揆
の
大
半

は
キ
リ
シ
タ
ン
で
す
。

幕
府
は
す
ぐ
に
鎮
圧
の
た
め
に
九
州

の
大
名
を
動
員
し
、
総
大
将
と
副
大
将

を
派
遣
し
ま
し
た
。
総
大
将
は
一
万
石

の
小
大
名
、
副
大
将
は
三
千
石
の
中
堅

旗
本
で
す
。
信
綱
は
す
ぐ
意
見
を
出
し

ま
し
た
。

「
こ
れ
で
は
鎮
圧
で
き
ま
せ
ん
」

「
な
ぜ
で
す
？
」

「
九
州
の
大
名
が
い
う
こ
と
を
き
き
ま

せ
ん
」

「
な
ぜ
い
う
こ
と
を
き
か
ぬ
の
で
す
？
」

「
総
大
将
の
格
が
低
い
か
ら
で
す
。
動

員
さ
れ
た
大
名
は
み
な
二
十
万
石
、
三

十
万
石
の
大
名
ば
か
り
で
す
。
一
万
石

の
小
名
の
命
令
は
き
か
な
い
で
し
ょ

う
。
み
な
さ
ん
、
ご
自
分
の
身
で
考
え

て
は
い
か
が
で
す
か
？
」

そ
う
い
わ
れ
て
列
席
者
は
考
え
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
が
信
綱
の
い
う
こ
と

に
対
し
て
、

（
な
る
ほ
ど
松
平
殿
の
い
う
と
お
り

だ
な
）

と
思
い
ま
し
た
、
つ
ま
り
、

（
た
し
か
に
自
分
な
ら
一
万
石
の
小

名
な
ん
か
の
命
令
な
ん
か
き
か
な
い

な
）
と
感
じ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
み
な
、

「
松
平
殿
、
た
し
か
に
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
で
す
。
で
、ど
う
な
さ
い
ま
す
？
」

「
私
が
行
き
ま
す
。
副
大
将
も
も
っ
と

格
が
上
の
旗
本
に
し
て
」

「
え
！
」

み
な
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

ろ
の
信
綱
は
老
中
格
（
老
中
〈
大
臣
〉

と
同
じ
扱
い
）
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
、
現
地
で

も
、

「
ま
さ
か
！
」

と
思
う
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
信
綱
は
笑
っ
て
、

「
私
が
い
い
出
し
た
こ
と
で
す
。
戸
田

さ
ん
、
ご
同
行
く
だ
さ
い
」

と
、
十
万
石
の
石
高
の
仲
の
よ
い
大

名
を
副
大
将
に
し
て
、
本
当
に
九
州
に

行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
有
言
実
行
で

す
。現

地
で
は
驚
き
ま
し
た
。
い
ま
の
将

軍
（
三
代
目
家
光
）
最
大
の
お
気
に
入

り
の
側
近
〝
チ
エ
い
ず
〞
の
お
出
ま
し

で
す
。
さ
す
が
の
猛
者
大
名
た
ち
も
、

も
う
文
句
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
、

当
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）の
70
歳
雇
用
推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
※

（
以
下
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」）
の
協
力
を
得
て
、

高
齢
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
、

そ
し
て
活
き
活
き
と
働
く
高
齢
者
本
人
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

第133回
高知県

面談を重視して適性を見極め
定年後も本領発揮の活躍促進

株式会社フタガミ（高知県南
なん

国
こく

市）

本社社屋

▶創業　1967（昭和42）年
▶業種　ホームセンター・カー用品専門店・ペッ

トショップなどの小売業、住宅建築
事業、木工事業、ガーデニング事業

▶従業員数　 601人（うち従業員数345人）
　　　　　  ※グループ従業員数

（60歳以上男女内訳）男性（50人）、女性（49人）
（年齢内訳） 60～64歳 51人 （8.5％）
 65～69歳 21人 （3.5％）
 70歳以上 27人 （4.5％）
▶定年・継続雇用制度
定年60歳。希望者全員65歳まで再雇用。
以降は会社が認めた場合に年齢上限なく継
続雇用。最高年齢者は木材加工担当の86歳

高
知
県
は
太
平
洋
に
面
し
た
細
長
い
扇
型
の
地
形
を
有

し
、
北
部
に
は
四
国
を
東
西
に
貫
く
標
高
１
０
０
０
m
級

の
四
国
山
地
が
そ
び
え
ま
す
。
森
林
面
積
は
県
の
面
積
８

割
を
超
え
、
四し

万ま
ん

十と

川
に
代
表
さ
れ
る
清
流
が
流
れ
る
自

然
豊
か
な
地
域
で
す
。
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
全
国
的

に
み
て
も
年
間
日
照
時
間
が
長
い
一
方
、
た
び
た
び
台
風

の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
る
風
土
で
、
こ
れ
も
明
る
く
豪
快
な

気
風
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
高
知
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課
の
笹さ

さ

島じ
ま

秀ひ
で

昭あ
き

課
長
は
、
県
の
産
業
と
支
部
の
取
組
み
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

「
医
療
関
係
や
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
所
数
が
多
く
、

実
態
と
し
て
高
齢
者
が
現
役
で
長
く
働
い
て
い
る
も
の
の

制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、

高
齢
者
を
含
め
た
従
業
員
や
事
業
所
の
将
来
の
こ
と
を
あ

わ
せ
て
制
度
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
」

同
支
部
で
活
躍
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
、
寺て

ら

本も
と

静し
ず

代よ

さ
ん
は
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を
持
ち
、
人
事

労
務
管
理
の
専
門
家
と
し
て
地
域
の
企
業
の
成
長
と
豊
か

さ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
肩
書
き
を
持
ち
、
そ
の
見
地
か

ら
も
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
会
社
づ

く
り
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
企
業
と
従
業
員
の
双
方
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
と
な
る
べ
く
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
寺
本
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
案
内
で
株
式
会
社
フ
タ

ガ
ミ
を
訪
れ
ま
し
た
。

「
心
豊
か
な
暮
ら
し
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

株
式
会
社
フ
タ
ガ
ミ
は
、
１
９
６
７（
昭
和
42
）年
に

前
身
の
株
式
会
社
二ふ

た

神が
み

木
工
を
設
立
し
、
木
製
建
具
の
製

作
販
売
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
時
代
の
移
り

高知県南国市
★

※「 65歳超雇用推進プランナー」の名称が、2023年4月から「70歳雇用推進プランナー」に
変わりました
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［寺本プランナーから］
「訪問前には事前に企業の情報を収集して、
訪問時には企業にお話ししていただきやす
い雰囲気をつくることを心がけています。

また、企業の貴重な時間をいただいているので、つねに訪問
企業の役に立つ情報を提供できるように努めています」

高齢者雇用の相談・助言活動を行っています
◆高知支部高齢・障害者業務課の笹島課長は寺本プランナーに
ついて「『一人ひとりがその人らしく働く職場環境を目ざす』
をモットーに、特定社会保険労務士として地域に密着して幅
広く活躍されています。JEEDの活動においては訪問事業所
の状況を的確に把握したうえで、高齢者も含めた働く人々が
安心して長く働くための条件整備や、高齢者のモチベーショ
ンの維持や役割発揮といったポイントからの助言が多く、事
業所から厚い信頼を得ています」と話します。
◆高知支部高齢・障害者業務課は、ＪＲ高知駅からとさでん交
通桟橋線の桟橋通四丁目駅で下車し徒歩３分の場所にありま
す。観光名所である、はりまや橋へのアクセスも便利なとこ
ろに立地しています。 
◆同県では、5人の70歳雇用推進プランナーが在籍しています。
2022年度は制度改善提案 70件を実施しました。
◆相談・助言を無料で行います。お気軽にお問い合わせください。

●高知支部高齢・障害者業務課
住所： 高知県高知市桟橋通 4-15-68 

高知職業能力開発促進センター内
電話：088-837-1160

アドバイザー・プランナー歴 :13年

寺本静代 プランナー
変
わ
り
と
と
も
に
業
容
の
幅
を
広
げ
、
木
工
、
住
宅
建
築

事
業
を
展
開
。
さ
ら
に
近
年
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
事
業
を

展
開
し
高
知
県
内
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
17
店
舗
、
カ
ー
用

品
専
門
店
５
店
舗
、
ペ
ッ
ト
事
業
部
な
ど
、
人
々
の
生
活

に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
小
売
店
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

執
行
役
員
総
務
部
部
長
の
西に

し

森も
り

鉄て
っ

平ぺ
い

さ
ん
は
「
当
社
は

高
知
県
の『
い
え
と
に
わ
』、
そ
し
て
心
豊
か
な『
家
庭
』

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
き
ま
し
た
。会
社
設
立
以
来
、ず
っ

と
変
わ
ら
な
い
思
い
は
『
高
知
県
民
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
企
業
に
な
る
』こ
と
で
す
。
こ
の
思
い
は
、
こ
れ
か
ら

１
０
０
年
企
業
を
目
ざ
し
て
い
く
う
え
で
、
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
人
財
育
成
に
は
特
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
外
部
研
修
の
ほ
か
、
社
内
研
修
と
し
て

接
客
研
修
や
実
践
研
修
、
商
品
勉
強
会
な
ど
、
年
間
50
回

に
も
の
ぼ
る
多
様
な
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
な
か

に
は
高
齢
従
業
員
の
豊
富
な
知
識
と
技
術
を
継
承
す
べ
く

Ｄ
Ｉ
Ｙ
実
技
研
修
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
々
の
業
務

を
通
し
て
、
地
域
に
根
づ
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
若
い
世

代
に
つ
な
い
で
い
き
、
幅
広
い
年
代
の
従
業
員
が
活
躍
で

き
る
職
場
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

技
術
と
組
織
風
土
の
継
承
役
こ
そ
高
齢
従
業
員

「
10・20
代
」、「
30
代
」、「
40
代
」、「
50
代
」、「
60
歳
以
上
」

の
各
年
代
が
ほ
ぼ
均
等
の
割
合
で
構
成
さ
れ
、
年
代
バ
ラ

ン
ス
が
抜
群
の
同
社
。
定
年
年
齢
は
60
歳
、
事
業
部
や
職

種
に
か
ぎ
ら
ず
希
望
者
全
員
を
65
歳
ま
で
再
雇
用
し
、
65

歳
以
降
も
業
務
上
特
に
必
要
と
認
め
た
と
き
は
年
齢
の
上

限
な
く
継
続
雇
用
を
し
て
い
ま
す
。「
熟
年
技
術
者
を
は

じ
め
、
高
齢
従
業
員
の
長
年
つ
ち
か
わ
れ
た
経
験
や
ス
キ

ル
は
ほ
か
に
代
え
が
た
い
価
値
が
あ
り
ま
す
」（
西
森
部

長
）
と
評
価
し
、
再
雇
用
お
よ
び
継
続
雇
用
し
て
き
た
実

績
が
年
代
構
成
で
も
光
り
ま
す
。

西森鉄平執行役員総務部部長
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う
模
型
な
ど
の
制
作
も
西
岡
さ
ん
が
担
当
し
、「
使
い
勝

手
が
よ
い
」
と
評
判
で
す
。
制
作
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
期
待

以
上
の
も
の
、
自
分
が
つ
く
り
た
い
も
の
を
つ
く
る
」
と

の
こ
と
。
こ
れ
が
仕
事
を
楽
し
む
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

商
品
管
理
課
課
長
の
武た

け

田だ

順じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
は
、「
西
岡
さ
ん

は
教
え
方
が
て
い
ね
い
で
す
。
事
前
の
準
備
も
し
っ
か
り

し
て
い
て
指
導
が
的
確
。
だ
か
ら
合
格
率
が
非
常
に
高
い

の
だ
と
思
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
し
た
性
格
か
ら
什
器
の
作

品
の
仕
上
が
り
は
き
れ
い
で
す
ば
ら
し
く
、
取
引
先
か
ら

は
『
こ
ん
な
人
材
が
ほ
し
い
』と
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
、

私
の
妻
は
す
っ
か
り
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
、
よ
く
制

作
を
依
頼
し
て
い
ま
す
」と
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

西
岡
さ
ん
に
職
場
の
働
き
や
す
さ
に
つ
い
て
聞
く
と
、

Ｄ
Ｉ
Ｙ
実
技
研
修
の
社
内
講
師
と
し
て
熱
心
に
指
導

西に
し

岡お
か

幸ゆ
き

則の
り

さ
ん
（
69
歳
）
は
も
の
づ
く
り
好
き
が
高
じ

て
39
歳
の
と
き
に
販
売
員
と
し
て
入
社
し
、
独
学
で
大
工

の
技
術
を
身
に
つ
け
、
入
社
三
年
目
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ
実
技
研

修
の
講
師
と
し
て
、
検
定
に
臨
む
若
手
従
業
員
を
指
導
し

て
い
ま
す
。
同
社
は
一
般
社
団
法
人
日
本
Ｄ
Ｉ
Ｙ
･
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
協
会
が
行
う
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
取

得
を
推
進
し
、
こ
れ
ま
で
に
、
の
べ
１
１
１
人
が
合
格
し
て

い
ま
す
。
年
一
回
実
施
さ
れ
る
試
験
は
筆
記
と
実
技
か
ら
な

り
、
実
技
に
つ
い
て
は
86
歳
の
高
齢
従
業
員
が
中
心
と
な
っ

て
研
修
を
行
い
、
西
岡
さ
ん
ら
と
と
も
に
指
導
し
て
き
ま

し
た
が
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
西
岡
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
て
世
代
交
代
と
な
り
全
面
的
に
指
導
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
実
技
の
試
験
は
、
普
段
機
械
を
使
う
よ
う
な
作
業
で

ノ
コ
ギ
リ
や
ノ
ミ
を
使
う
の
で
、
研
修
で
学
ぶ
必
要
が
あ

り
ま
す
。
試
験
を
受
け
る
か
ら
に
は
全
員
一
発
合
格
を
目

ざ
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
」
と
、
西
岡
さ
ん
は
意
気
込
み

を
語
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
ま
で
に
一
人
だ
け
初
回
で

の
合
格
を
果
た
せ
な
か
っ
た
若
手
が
い
た
と
か
。「
こ
れ

が
悔
し
く
て
悔
し
く
て
」
と
ま
る
で
い
ま
起
き
た
こ
と
の

よ
う
に
悔
し
が
る
表
情
か
ら
は
、
心
底
熱
心
に
指
導
し
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

講
師
の
仕
事
以
外
に
、
店
舗
の
什
器
、
防
災
教
室
で
使

「
幅
広
い
年
代
の
従
業
員
全
員
が
働
く
意
欲
を
維
持
し

向
上
さ
せ
る
取
組
み
と
し
て
、
面
談
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
年
一
回
実
施
す
る
面
談
で

は
評
価
シ
ー
ト
を
導
入
し
て
評
価
を
数
値
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
自
己
採
点
方
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
仕
事
の

適
性
、
仕
事
の
や
り
が
い
、
あ
わ
せ
て
職
場
環
境
に
つ
い

て
の
生
の
声
を
募
り
、
本
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
会
社
の

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
」（
西
森
部
長
）

寺
本
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
4
月
に

初
め
て
フ
タ
ガ
ミ
を
訪
問
。「
初
め
て
訪
問
し
た
際
、
高

齢
者
雇
用
へ
の
意
識
が
高
い
企
業
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
高
齢
従
業
員
が
若
手
従
業
員
の
お
手
本
と
な
り
、
技

術
継
承
だ
け
で
な
く
組
織
風
土
の
継
承
を
に
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
従
業
員
が
意
欲
的
に
働
く
姿
は
、
ほ
か
の
従
業

員
に
刺
激
を
与
え
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
取
組
み
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

す
る
な
か
で
、
従
業
員
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
企
業
だ
と

も
感
じ
ま
し
た
。
現
在
は
定
年
60
歳
、
65
歳
ま
で
の
再
雇

用
制
度
を
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
経
験
豊
富
な
高

齢
従
業
員
の
ス
キ
ル
や
能
力
を
活
か
し
て
い
く
た
め
に
、

定
年
年
齢
引
上
げ
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
」（
寺
本
プ
ラ

ン
ナ
ー
）

今
回
は
、
定
年
後
も
職
場
で
中
心
的
な
立
場
を
任
さ
れ
、

得
意
分
野
の
仕
事
に
打
ち
込
む
二
人
の
高
齢
社
員
に
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

社内研修でDIY資格試験
対策の実技指導をする
西岡幸則さん（右）
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「
出
社
時
間
を
早
め
ら
れ
る
の
で
、
朝
早
く
出
社
し
て
作

業
の
時
間
に
充
て
て
い
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
も
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
か
か
ら
な
い
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え
、
ス
ト
レ

ス
な
く
働
け
る
と
こ
ろ
も
よ
い
で
す
ね
。
ま
た
教
え
子
が

各
店
舗
に
い
て
、
立
ち
寄
っ
た
際
に
は
、
会
話
が
で
き
る

の
も
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

県
全
域
で
防
災
活
動
を
展
開
し
、
啓
蒙
活
動
に
邁
進

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
部
販
売
促
進
課
に
所
属
す
る
楠く

す

瀬の
せ

淳じ
ゅ
ん

司じ

さ
ん(

63
歳
）
は
防
災
士
の
資
格
を
持
ち
、
フ
タ
ガ
ミ

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
県
内
の
小
中
学
校
・
高
校
の

防
災
教
室
や
企
業
・
団
体
・
地
域
の
自
主
防
災
会
の
講
師

を
務
め
て
い
ま
す
。
高
知
県
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
地
域
。
巨
大
地
震
の
防
災
対
策
強
化
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
楠
瀬
さ
ん
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
知
識

を
活
用
し
て
模
型
や
教
材
を
企
画
し
、
理
解
し
や
す
い
防

災
教
室
を
目
ざ
し
て
き
ま
し
た
。「
人
の
命
に
か
か
わ
る

こ
と
で
す
の
で
、
小
学
生
で
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
教

材
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。『
防
災
教
室
が
で
き
て
よ
か
っ

た
』、『
あ
り
が
と
う
』
と
い
う
言
葉
が
直
に
聞
け
る
こ
と

が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
」
と
や
り
が
い
を
語
り
ま
す
。

わ
か
り
や
す
い
実
演
が
あ
り
、
災
害
の
擬
似
体
験
が
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
評
判
を
呼
び
、
２
０
０
５（
平
成
17
）

年
に
店
舗
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
始
ま
っ
た
防
災
教
室
の
実

施
回
数
は
、こ
の
18
年
で
８
０
０
回
を
超
え
ま
し
た
。「
防

災
と
い
え
ば
楠
瀬
」と
社
内
に
浸
透
し
、
店
舗
ス
タ
ッ
フ

に
も
協
力
者
が
増
え
ま
し
た
。
防
災
の
知
識
が
買
わ
れ
、

防
災
関
連
の
商
品
に
つ
い
て
品
質
な
ど
の
意
見
を
求
め
ら

れ
、
売
り
場
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
活
動
は

社
外
に
も
知
ら
れ
、
同
社
は
県
内
11
市
町
村
と
防
災
対
策

活
動
へ
の
協
力
協
定
を
結
ぶ
ま
で
に
。「
防
災
教
室
は
社

会
貢
献
の
一
環
と
し
て
高
知
県
民
の
た
め
に
行
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。ま
た
企
業
理
念
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
か
ら
」

と
サ
ラ
リ
と
述
べ
る
楠
瀬
さ
ん
で
す
が
、
後
進
と
し
て
と

も
に
防
災
教
室
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
岡お

か

林ば
や
し

哲て
つ

史し

さ

ん
は
「
楠
瀬
さ
ん
は
と
に
か
く
熱
意
が
す
ご
い
人
で
す
」

と
評
し
ま
す
。「
セ
ミ
ナ
ー
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
一
か
ら
開

拓
し
て
『
高
知
の
防
災
教
室
は
フ
タ
ガ
ミ
に
相
談
し
た
ら

い
い
』
と
い
っ
て
も
ら
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ね

に
防
災
対
策
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
て
、
新
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
人
あ
た
り
が
よ
く
気
兼
ね
な
く
相

談
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
っ
て
、
知
識
だ
け
で
な
く
応
用
力

が
必
要
な
仕
事
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
て
、
楠

瀬
さ
ん
が
い
て
く
れ
る
だ
け
で
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
語
気
に
も
力
が
こ
も
り
ま
す
。

楠
瀬
さ
ん
に
働
き
や
す
い
点
に
つ
い
て
聞
く
と
「
指
示

さ
れ
た
ま
ま
に
動
く
仕
事
だ
っ
た
ら
自
分
に
は
合
っ
て
い

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
気
質
に
合
わ
せ
て
伸
び
伸
び
と
仕

事
が
で
き
る
の
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

防
災
を
広
げ
る
た
め
に
『
新
化
』
し
て
い
き
ま
す
」
と
答

え
、
さ
ら
に
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

寺
本
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
取
材
を
終
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ

ま
し
た
。「
高
齢
従
業
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
・
技
術
・
ア

イ
デ
ア
を
大
い
に
発
揮
し
楽
し
く
働
い
て
い
る
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
先
進
事
例
を
紹
介
し
な
が

ら
制
度
改
善
の
支
援
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

西
森
部
長
は
「
高
知
県
は
他
県
と
比
較
し
て
も
〝
超
〞

高
齢
社
会
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
20
年
後
に
65
歳
以
上
が

約
半
数
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
シ
ニ
ア
世
代
の
雇

用
創
出
は
事
業
存
続
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
当
社
に
お
い
て
も
シ
ニ
ア
世
代

の
給
与
体
系
や
評
価
制
度
な
ど
新
た
な
ル
ー
ル
づ
く
り
の

ほ
か
、
社
内
の
設
備
改
善
が
今
後
の
課
題
に
も
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
、
将
来
の
高
齢
者
雇
用
の
方
向

性
を
示
唆
し
ま
し
た
。

（
取
材
・
西
村
玲
）

自社制作の防災模型を扱う
楠瀬淳司さん（左）と
後進の岡林哲史さん（右）



高齢者に聞く

第

回

2023.7 40

与
え
ら
れ
た
場
所
で
全
力
を
尽
く
す

私
は
埼
玉
県
川
口
市
の
生
ま
れ
で
す
。
地
元
の
高

校
を
卒
業
後
、
建
築
関
係
の
大
学
に
進
み
、
外
資
系

の
石
油
元
売
り
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
入
社
後
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
施
設
の
現
場
管
理
部
門
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
10
年
後
、
本
社
勤
務
と

な
り
、
プ
ラ
ン
ト
や
企
画
の
仕
事
を
担
当
し
、
営
業

部
門
に
も
約
10
年
か
か
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
再

び
施
設
の
現
場
管
理
の
仕
事
に
戻
り
、
50
歳
に
な
っ

た
と
き
早
期
退
職
し
ま
し
た
。

営
業
の
仕
事
は
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

配
属
さ
れ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
営
業
は
販
売
店
に
経
営
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
な
ど
を
す
る
の
が
お
も
な
業
務
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
な
か
で
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
充

実
し
た
日
々
で
し
た
。
50
歳
で
早
期
退
職
を
選
ん
だ

の
は
、
仕
事
そ
の
も
の
へ
の
不
満
で
は
な
く
、
当
時
、

石
油
会
社
の
合
併
が
急
速
に
進
む
な
か
、
会
社
の
将

来
の
姿
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し
て
迷
う
こ
と
な
く

選
択
し
ま
し
た
。
退
職
後
は
し
ば
ら
く
知
人
の
仕
事

を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
前
職
の
会
社
が
施
設
部

門
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委
託
）
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
外
部
委
託
さ
れ
た
外
資
系
会
社
か
ら

声
が
か
か
り
、
社
員
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
結
局
、

石
油
会
社
に
い
た
と
き
と
同
じ
業
務
を
行
う
こ
と
に

な
る
の
で
す
か
ら
人
生
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
と
は
お
も

し
ろ
い
も
の
で
す
。

そ
の
会
社
の
規
定
で
は
、
60
歳
に
な
る
と
給
料
が

大
幅
に
減
額
さ
れ
る
た
め
、
話
し
合
っ
て
個
人
事
業

主
と
し
て
契
約
更
改
を
し
ま
し
た
。
以
後
は
、
個
人

事
業
主
と
し
て
68
歳
ま
で
働
き
ま
し
た
。

星
野
さ
ん
は
背
も
高
く
、
筋
肉
質
で
精せ

い

悍か
ん

な
雰
囲

気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
語
る
口

調
は
淡
々
と
し
つ
つ
も
、
強
い
意
志
で
自
ら
の
運
命

を
切
り
開
い
て
き
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

人
生
は
出
会
い
の
連
続

68
歳
で
自
由
な
時
間
を
手
に
入
れ
て
、
し
ば
ら
く

は
そ
の
状
態
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
が
、
体
を
動
か

す
こ
と
が
大
好
き
な
私
は
、
ず
っ
と
家
に
い
る
こ
と

が
だ
ん
だ
ん
苦
痛
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
り
あ
え

ず
民
間
の
派
遣
会
社
に
登
録
し
て
み
た
も
の
の
、
仕

事
を
紹
介
し
て
く
れ
る
方
は
、
年
齢
を
考
慮
し
て
か

「
エ
ク
セ
ル
が
使
え
る
こ
と
が
前
提
で
す
か
ら
、
星

野
さ
ん
に
は
む
ず
か
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と

頭
か
ら
決
め
つ
け
ま
す
。
外
資
系
の
施
設
管
理
部
門

で
し
た
か
ら
、
い
ち
早
く
パ
ソ
コ
ン
の
技
術
は
身
に

つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
人
は
年
齢
だ
け
で
こ
う
い
う

見
方
を
す
る
の
だ
と
愕が

く

然ぜ
ん

と
し
ま
し
た
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
思
い
悩
ん
で
い
た
と

き
、
偶
然
、
地
元
千
葉
県
に
あ
る
柏か

し
わ

市
生
涯
現
役
促

進
協
議
会
の
こ
と
を
知
り
、
思
い
切
っ
て
窓
口
を
訪

ね
ま
し
た
。
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
６
月
の
こ
と

で
し
た
。
そ
の
と
き
、
窓
口
の
担
当
者
の
方
が
「
年

株式会社
クリエすずき建設

総務部スタッフ

星
ほ し

野
の

孝
こ う

治
じ

さん

83

　星野孝治さん（73歳）は、外資系企業でガソリンスタンド施設の管理や
営業職などに従事してきた。現在は、地元の会社に勤めながらさまざまなボ
ランティア活動に参加するなど、多忙な日々を送る。「シニアががんばること
で周囲を元気にしたい」と願う星野さんが、生涯現役で働き続ける極意を語る。



高齢者に聞く
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齢
に
関
係
な
く
働
け
る
企
業
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
声

を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
目
の
前
が
パ
ッ
と

明
る
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
カ
月
後
に
は
、

現
在
の
勤
務
先
で
あ
る
ク
リ
エ
す
ず
き
建
設
と
出
会

い
ま
し
た
。
住
ま
い
づ
く
り
事
業
や
暮
ら
し
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
展
開
す
る
住
宅
建
設
の
会
社
で
、
ス
タ
ッ

フ
は
８
人
。
若
い
世
代
が
活
き
活
き
働
い
て
い
ま
す

が
、
70
歳
前
後
の
従
業
員
も
３
人
い
る
高
齢
者
が
働

き
や
す
い
職
場
で
す
。
私
は
週
２
日
、
９
時
か
ら
15

時
ま
で
の
勤
務
で
す
が
、
就
業
日
は
毎
月
20
日
に
翌

月
の
就
業
希
望
日
を
出
し
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応

し
て
も
ら
え
る
た
め
、
計
画
的
に
予
定
が
立
て
ら
れ

ま
す
。
私
の
お
も
な
仕
事
は
事
務
一
般
で
、
デ
ー
タ

入
力
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
の
情
報
提
供
な
ど
で
す
。

朝
礼
で
は
、
そ
の
日
の
仕
事
の
目
標
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
が
発
表
す
る
こ
と
も
あ
り
、
温
か
い
雰
囲
気
の
な

か
に
も
緊
張
感
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
目
ざ
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
働
き
方
が
で
き
る
会
社
を
選
ん
だ
の
に

は
、
訳
が
あ
る
。
星
野
さ
ん
の
や
り
残
し
た
こ
と
の

一
つ
に
地
域
貢
献
が
あ
っ
た
。
就
業
日
で
は
な
い
日

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
あ
て
ら
れ
る
と
知
っ
た
星

野
さ
ん
。
大
車
輪
の
活
躍
が
始
ま
る
。

地
域
に
恩
返
し
を

埼
玉
県
川
口
市
で
生
ま
れ
た
私
は
、
27
歳
で
結
婚

と
同
時
に
、草そ

う

加か

市
に
転
居
し
ま
し
た
。そ
の
３
年
後
、

千
葉
県
柏
市
に
移
り
、
い
ま
に
至
っ
て
い
ま
す
。
柏

市
は
第
二
の
故
郷
で
す
が
、
ず
っ
と
仕
事
に
忙
殺
さ

れ
て
地
域
と
向
き
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
母
が
介
護
施
設
で
お
世

話
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
由
な
時
間
が
で
き
た

ら
地
域
に
恩
返
し
し
た
い
と
思
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
６
月
に
柏
市
生
涯
現
役
促
進
協
議
会

の
窓
口
を
訪
ね
た
際
、
仕
事
の
話
と
同
時
に
福
祉
関

係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
っ
て
み
た
い
と
相
談

し
ま
し
た
。
す
る
と
「
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー
」
を

紹
介
さ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
、
翌
７
月
に
福
祉
関

連
事
業
所
「
花
い
ち
り
ん
」
に
加
入
し
、
５
月
か
ら

11
月
の
間
、
週
１
回
高
齢
者
宅
の
雑
草
駆
除
な
ど
の

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ク
リ
エ
す

ず
き
建
設
で
の
就
業
日
以
外
に
活
動
が
で
き
る
の

で
、
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

２
０
１
９
年
は
忙
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
災
害

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
認
定
証
と
あ
わ
せ

て
上
級
救
命
技
能
認
定
証
を
取
得
、
柏
市
の
訪
問
型

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
認
定
証
も
取
得
し
ま
し

た
。
折
し
も
同
年
９
月
に
は
、
台
風
15
号
が
房
総
半

島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
私
も
民
家

の
土
砂
除
去
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
作

業
が
進
ま
な
い
様
子
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
小
型

車
両
系
建
設
機
械
運
転
の
特
別
教
育
を
受
け
、
修
了

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
被
災
地
に
駆
け
つ
け
る
人
た

ち
を
適
切
に
人
員
配
置
で
き
る
よ
う
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
、２
０
２
１
年
に
は
、

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
」
の

協
力
会
員
に
登
録
、
私
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
積

極
的
に
お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

人
生
を
楽
し
む
達
人
を
目
ざ
し
て

趣
味
の
旅
行
に
加
え
、
昔
か
ら
松ま

つ

任と
う

谷や

由ゆ

実み

さ
ん

と
桑く

わ

田た

佳け
い

祐す
け

さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
で
、
チ
ケ
ッ
ト
の
入

手
に
苦
労
し
な
が
ら
、
い
ま
も
コ
ン
サ
ー
ト
を
観
に

い
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
音
楽
活
動
が

自
粛
に
な
っ
た
と
き
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
私
た
ち

フ
ァ
ン
も
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
ま
た
落
語
も
大
好
き

で
、
お
目
当
て
の
立た

て

川か
わ

志し

の
輔す

け

さ
ん
の
落
語
会
は
欠

か
し
て
い
ま
せ
ん
。
好
き
な
も
の
が
あ
る
と
人
生
が

二
倍
楽
し
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

余
暇
を
安
心
し
て
楽
し
め
る
の
は
、
や
は
り
働
く

場
所
が
ち
ゃ
ん
と
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
働
き
続
け

る
た
め
に
は
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
り
た
い
と
、
毎

日
１
万
歩
以
上
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、
週
に
２
、
３

度
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
い
筋
ト
レ
で
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。
仕
事
だ
け
に
追
わ
れ
て
い
た
日
々
と
比
べ

る
と
、
い
ま
は
一
番
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、若
い
人
が
「
年
を
と
る
の
も
悪
く
は
な
い
な
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
元
気
な
シ
ニ
ア
で
い
た

い
と
ひ
そ
か
に
心
に
誓
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
エ
す
ず

き
建
設
の
理
念
で
も
あ
る
「
楽
し
く
人
生
を
デ
ザ
イ

ン
」
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
な
が
ら
、
生
涯
現
役
の
道

を
し
っ
か
り
歩
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。



日
本
で
は
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
は

そ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
い

1ジ
ョ
ブ
型
賃
金
の
本
家
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
図

表
1
の
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
な
範
囲
給（
レ
ン
ジ
給
）と
呼

ば
れ
る
賃
金
管
理
手
法
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

会
社
が
定
め
た
賃
金
水
準
の「
ポ
リ
シ
ー
ラ
イ
ン
」
を

中
心
に
、
職
務
の
グ
レ
ー
ド
ご
と
に
賃
金
の
上
限
・
下

限
の
バ
ン
ド
を
設
定
し
ま
す
。
そ
の
幅
（
レ
ン
ジ
）
の

な
か
で
個
別
の
賃
金
を
決
め
、
図
の
右
側
の
よ
う
な
昇

給
率
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
用
い
て
毎
年
の
昇
給
を
行
い

ま
す
。
レ
ン
ジ
は
ポ
リ
シ
ー
ラ
イ
ン
に
対
す
る
最
高
額

〜
最
低
額
の
比
率（
％
）で
表
し
、
そ
の
仕
事
に
十
分
習

熟
す
る
ま
で
の
所
要
年
数
を
想
定
し
て
設
定
し
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
仕
事
の
個
人
差
が
少
な
く
昇
進
機
会

の
多
い
下
位
等
級
の
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
や
販
売
・
サ
ー
ビ

ス
職
な
ど
は
時
給
制
を
適
用
し
、
グ
レ
ー
ド
ご
と
に
単

一
金
額
を
適
用
す
る
シ
ン
グ
ル
レ
ー
ト
や
、
レ
ン
ジ
幅
の

小
さ
い
職
務
給（
ペ
イ・フ
ォ
ー・ジ
ョ
ブ
）を
使
い
ま
す
。

評
価
は
仕
事
の
で
き
具
合
を
○
×
式
で
簡
単
に
チ
ェ
ッ

ク
し
た
り
、
そ
も
そ
も
評
価
を
省
く
会
社
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
賃
金
は
上
位
グ
レ
ー
ド
の
仕
事
に
変
わ
ら

な
い
か
ぎ
り
早
く
頭
打
ち
に
な
り
、
仕
事
が
な
く
な
っ

た
り
、
職
務
不
適
格
と
判
断
し
た
場
合
は
契
約
解
除
と

な
り
ま
す
。

他
方
、
昇
進
機
会
の
少
な
い
上
位
等
級
の
ホ
ワ
イ
ト

役
割
給
の
導
入
と
定
年
後
再
雇
用
制
度
の
再
設
計

2023.7 42

職
務
給

職務のグレード

職務記述書2－3
職務記述書2－2
職務記述書2－1

職務評価
最高額

賃金の
位置

評価別の昇給率

4/4 5％

S

7％

8％

9％

3％

A

4％

5％

6％

1％

B

2％

3％

4％

0％

C

0％

1％

2％

0％

D

0％

0％

0％

3/4

2/4

1/4
最低額

第1四分位数

中位額

第3四分位数

昇格

ポリシーライン
＋10％～20％

ミッドポイント
±10％

ミッドポイント
±20％

習熟昇給
レンジ給の設定例

昇給ガイドラインの設定例
8

7
6

5
4

3
2

1
（注）標準的なB評価の場合、賃金
の位置が下方4分の1の従業員は
4％、下方4分2の従業員は3％、上
方4分の3の従業員は2％、上方4分
の4は1％の昇給率となる

図表1　職務給の設計イメージ
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カ
ラ
ー
専
門
職
や
管
理
職
・
経
営
職
な
ど
は
、
専
門
性

や
実
力
、
業
績
・
貢
献
度
な
ど
の
個
人
差
を
重
視
し
て

賃
金
の
レ
ン
ジ
幅
を
大
き
く
と
る
年
俸
制
の
成
果
給

（
ペ
イ
・
フ
ォ
ー
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）が
普
及
し
て

い
ま
す
。
評
価
は
目
標
管
理
（
Ｍ
Ｂ
Ｏ
）
に
基
づ
く
業

績
評
価
や
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
な

ど
の
行
動
評
価
を
実
施
し
、
昇
降
給
を
含
め
た
弾
力
的

な
賃
金
待
遇
を
行
い
ま
す
。
昇
給
ゼ
ロ
や
マ
イ
ナ
ス
昇

給
は
辞
職
を
う
な
が
す
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
含
ま
れ
ま
す
。

職
務
給
は
そ
れ
な
り
に
よ
く
考
え
ら
れ
た
合
理
的
な

賃
金
制
度
で
す
が
、
担
当
す
る
仕
事
が
直
接
賃
金
に
紐

づ
く
職
務
給
・
成
果
給
の
ま
ま
で
は
、
柔
軟
な
職
務
の

割
当
や
配
置
・
異
動
を
行
う
日
本
的
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
は
な
じ
み
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
、
職
種
を
限
定
し
た
特
定
の
ワ
ー
カ
ー
や

専
門
職
、
管
理
職
の
キ
ャ
リ
ア
採
用
は
と
も
か
く
、
新

卒
採
用
か
ら
始
ま
っ
て
、
定
年
ま
で
無
限
定
の
成
長
・

活
躍
を
期
待
す
る
一
般
の
正
社
員
に
は
、
会
社
の
裁
量

権
の
範
囲
内
で
職
務
内
容
や
配
置
を
柔
軟
に
決
め
る
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
の
人
事
慣
行
が
標
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
ジ
ョ
ブ
型
の
職
務
を
限
定
し
た
労
働
契
約

や
賃
金
を
入
れ
て
し
ま
う
と
、
採
用
時
点
か
ら
柔
軟
な

職
務
配
置
が
制
約
さ
れ
、
そ
の
後
の
異
動
・
転
勤
も
む

ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

仮
に
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
で
合
意
し
た
と
し
て
も
、
仕
事

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
大
き
な
昇
給
は
望
め
ず
、
仕
事
が

変
わ
れ
ば
変
わ
っ
た
で
、
都
度
賃
金
が
上
が
っ
た
り
下

が
っ
た
り
と
い
う
影
響
を
受
け
ま
す
。
正
社
員
と
は
い

え
、身
分
が
不
安
定
で
安
心
し
て
仕
事
に
専
念
で
き
ず
、

帰
属
意
識
も
保
て
ま
せ
ん
。

会
社
も
職
務
内
容
が
変
わ
る
都
度
職
務
記
述
書
を
変

更
し
、
新
た
な
グ
レ
ー
ド
や
賃
金
待
遇
を
社
員
と
合
意

す
る
必
要
が
あ
り
、職
務
の
変
更
や
異
動・転
勤
は
ハ
ー

ド
ル
の
高
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
日
本
で
は
、
年
功
や
生
活
を
考
慮
し
て
賃

金
を
支
給
し
て
い
る
会
社
が
大
多
数
を
占
め
、
職
務
グ

レ
ー
ド
に
対
応
す
る
市
場
賃
金
を
客
観
的
に
把
握
し
に

く
い
の
が
現
状
で
す
。
仮
に
把
握
で
き
て
も
、
職
務
給

の
導
入
は
人
件
費
の
増
大
を
招
き
が
ち
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ま
で
若
年
層
や
独
身
者
、
女
性
な

ど
は
年
功
的
な
賃
金
相
場
の
も
と
で
比
較
的
賃
金
を
低

く
設
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
職
務
給
を
実
施
す
る
と
グ

レ
ー
ド
の
高
い
社
員
は
賃
金
を
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、「
わ
が
社
は
職
務
給
だ
か
ら
」と
気
前
よ
く
賃
金

を
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
経
営
に
余
裕
の
あ
る
企
業
に
か

ぎ
ら
れ
ま
す
。

他
方
で
は
、
賃
金
の
高
い
中
高
年
層
や
世
帯
主
層
の

な
か
に
も
、職
務
グ
レ
ー
ド
の
低
い
社
員
が
い
ま
す
し
、

「
わ
が
社
は
職
務
給
だ
か
ら
」と
他
社
よ
り
も
賃
金
を

下
げ
て
社
員
は
納
得
す
る
で
し
ょ
う
か
。
実
際
は
不
利

益
変
更
に
抵
触
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
な
賃

金
の
切
り
下
げ
は
む
ず
か
し
く
、
当
面
は
賃
金
の
高
止

ま
り
を
招
く
結
果
に
な
る
の
で
す
※
。

こ
の
連
載
で
は
、
こ
の
よ
う
な
職
務
給
の
短
所
を
解

※　 これまで日本では、パートタイマーのほか、建設・輸送・海運などの一部の技能職種、医師やパイロット、高度 IT 技術者などの高度専門職など、大多数
の正社員の賃金待遇とは切り離して職務を限定できる分野に職務給が導入されるにとどまっています

消
し
、
正
社
員
の
育
成
や
人
事
配
置
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
職
能
給
の
長
所
を
組
み
合
わ
せ
た
混
合
型
の
賃
金

処
遇
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
役
割
給
」
を
中
心
に
説
明
し

て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
解
説
は
次
回
に
ゆ
ず
り
ま
す
が
、
組
織
の

な
か
で
人
が
役
割
を
与
え
ら
れ
、
キ
ャ
リ
ア
・
能
力
を

伸
ば
し
、
成
果
責
任
を
引
き
受
け
て
実
力
を
発
揮
す
る

と
い
う
、
能
力
と
仕
事
の
相
互
関
係
、
キ
ャ
リ
ア
と
役

割
の
相
互
関
係
に
着
目
し
て
、
実
際
の
貢
献
に
応
じ
て

賃
金
待
遇
を
決
め
ま
す
。

仕
事
基
準
の
職
務
給
・
成
果
給
と
人
基
準
の
職
能
給

の
双
方
の
よ
さ
を
組
み
合
わ
せ
た
役
割
給
は
、
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
型
／
ジ
ョ
ブ
型
を
問
わ
ず
複
合
的
な
雇
用
形
態
に

も
容
易
に
対
応
で
き
、
習
熟
度
や
貢
献
度
の
異
な
る
社

員
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
処
遇
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
に
お
け
る

賃
金
待
遇
の
実
情
と
課
題

2図
表
２
は
、
前
回
も
触
れ
た
日
本
の
60
歳
定
年
企
業

の
典
型
的
な
年
功
賃
金
カ
ー
ブ
と
、
65
歳
ま
で
の
平
均

的
な
高
齢
者
待
遇
の
実
情
を
図
式
化
し
た
も
の
で
す
。

山
な
り
の
右
肩
上
が
り
の
グ
ラ
フ
は
、
新
卒
で
入
社

し
定
年
ま
で
勤
め
あ
げ
る
標
準
的
な
（
Ｂ
モ
デ
ル
）
正

社
員
の
基
本
給
カ
ー
ブ
を
表
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
年
功
賃
金
カ
ー
ブ
は
長
年
の
間
、
徐
々
に
傾

き
が
抑
制
さ
れ
、
現
在
で
は
図
の
よ
う
に
55
歳
前
後
か

ら
昇
給
・
昇
格
を
停
止
す
る
企
業
が
大
半
と
な
っ
て
い
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ま
す
。
そ
れ
で
も
賃
金
カ
ー
ブ
が
寝
て
い
る
中
小
企
業

は
別
と
し
て
、
あ
る
年
齢
よ
り
後
は
オ
ー
バ
ー
・
コ
ス

ト（
後
述
）
に
な
る
た
め
、
企
業
の
多
く
は
60
歳
定
年

制
を
堅
持
し
つ
つ
、
定
年
後
は
有
期
雇
用
と
し
て
賃
金

待
遇
を
70
〜
80
％
程
度
に
切
り
下
げ
る
定
年
後
再
雇
用

制
度
に
よ
っ
て
高
齢
者
を
雇
用
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
場
合
、
定
年
前
と
同
じ
仕
事
、
同
じ
働
き
方
を

さ
せ
つ
つ
慣
習
的
に
定
年
前
賃
金
の
60
％
に
切
り
下
げ
た

り
、
仕
事
の
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
25
万
円
と
決
め
た

り
、
仕
事
や
貢
献
度
の
違
い
が
反
映
さ
れ
な
い
固
定
的
な

賃
金
待
遇
を
実
施
す
る
企
業
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

定
年
後
の
収
入
減
は
、
在
職
老
齢
年
金
や
雇
用
保
険

の
高
年
齢
者
雇
用
継
続
給
付
な
ど
で
補
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
団
塊
の
世
代
全
員
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な

る
２
０
２
５
年
４
月
に
は
、
こ
れ
ら
の
公
的
給
付
が
廃
止・

縮
小
さ
れ
ま
す
。
人
手
不
足
の
も
と
で
、
高
齢
者
の
一
層

の
人
材
活
用
を
図
り
た
い
企
業
と
し
て
は
、
公
的
給
付
の

低
下
に
よ
る
高
齢
者
の
収
入
減
を
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
4
月
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が
施
行
さ
れ
、
定
年
後
の
有
期

雇
用
を
理
由
に
低
処
遇
と
す
る
こ
と
は
、
違
法
な
労
働

条
件
の
相
違
と
し
て
、
無
効
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
60
歳
以
降
の
賃
金
待
遇
の
見
直

し
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
ぜ
定
年
延
長
は
む
ず
か
し
い
の
か

3図
表
３
は
、
高
齢
者
の
生
産
性
を
上
回
る
人
件
費
が

発
生
す
る
従
来
型
の
年
功
賃
金
カ
ー
ブ（
Ａ
）と
、
高

齢
者
を
含
め
て
常
に
人
件
費
と
生
産
性
を
均
衡
さ
せ
よ

う
と
す
る
仕
事
基
準
・
短
期
決
済
の
役
割
給（
Ｂ
）と

を
対
比
し
た
も
の
で
す
。

年
功
賃
金
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
高
齢
者
に
貢
献
以

上
の
賃
金
を
支
給
す
る
こ
と
で
、若
年・中
堅
層
に
「
自

分
た
ち
も
先
輩
を
見
習
っ
て
仕
事
を
す
れ
ば
先
輩
の
よ

う
に
昇
給
で
き
る
は
ず
」
と
期
待
を
持
た
せ
、
賃
金
以

上
の
貢
献
を
長
期
間
引
き
出
す
仕
組
み
で
す
。

た
だ
し
左
側（
Ａ
）の
図
の
よ
う
に
、
あ
る
限
界
年
齢

以
降
は
、
中
高
年
層
の
生
産
性
よ
り
も
人
件
費
が
高
く

な
る
賃
金
の
オ
ー
バ
ー
・
コ
ス
ト（
斜
線
部
分
）が
急
に
膨

ら
み
、
人
件
費
全
体
の
費
用
対
効
果
が
著
し
く
低
下
し

ま
す
。
そ
の
防
壁
と
し
て
、
一
定
年
齢
以
上
は
雇
わ
な
い

強
固
な
一
律
退
職
ル
ー
ル
が
不
可
欠
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
な
典
型
的
な
60
歳
定
年
の
会
社
が
無
理
や

り
定
年
延
長
を
行
え
ば
、
図（
Ａ
）の
斜
線
部
の
よ
う

に
定
年
延
長
分
だ
け
人
件
費
の
オ
ー
バ
ー
・
コ
ス
ト
が

大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

加
え
て
、
定
年
を
延
長
し
、
力
の
あ
る
高
齢
者
が
重

要
な
ポ
ス
ト
を
占
有
し
続
け
れ
ば
、若
手
社
員
は
昇
進・

昇
格
が
遅
れ
、
先
輩
の
賃
金
に
ま
す
ま
す
追
い
つ
き
に

く
く
な
り
ま
す
。賃
金
の
抑
制
や
人
事
の
停
滞
は
若
年・

中
堅
層
の
不
満
・
離
職
に
直
結
す
る
恐
れ
が
大
で
す
。

60
歳
定
年
制
は
、
年
功
的
な
人
件
費
の
増
大
に
歯
止

め
を
か
け
、
高
齢
者
の
代
わ
り
に
伸
び
し
ろ
の
あ
る
若
年・

中
堅
層
を
育
成
・
登
用
し
、
組
織
の
新
陳
代
謝
を
う
な
が

す
雇
用
・
人
事
秩
序
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、
特
に
賃

金
カ
ー
ブ
が
立
っ
て
い
る
大
企
業
が
定
年
を
廃
止
し
た
り
、

定
年
延
長
に
ふ
み
切
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
定
年
後
再
雇
用
の
賃
金
を
機
械
的
に
下
げ

る
や
り
方
で
は
、
高
齢
者
が
活
き
活
き
と
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
と
は
程
遠
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
に
示
さ
れ
た
均
衡
待
遇
・
均

等
待
遇
の
原
則
に
照
ら
し
て
も
、
賃
金
を
下
げ
る
以
上

雇
う
側
も
高
齢
者
の
仕
事
の
質
を
落
と
さ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
定
年
を
境
に
仕
事
の
意
欲
が
明
ら

か
に
低
下
し
、
な
か
に
は
不
満
を
抱
え
た
高
齢
者
を
抱

え
込
む
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

正
社
員
に
役
割
給
を
導
入
、
定
年
後
は

ジ
ョ
ブ
型
の
継
続
雇
用
賃
金
を
適
用

4年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
人
材
が
活
躍
で
き
る
シ
ン
プ

ル
な
雇
用
・
人
事
を
実
現
す
る
シ
ナ
リ
オ
の
な
か
で
最

大
の
決
め
手
は
、
正
社
員
に
役
割
給
を
導
入
し
て
、
常

に
働
く
人
の
貢
献
と
会
社
が
払
う
賃
金
の
バ
ラ
ン
ス
を

2023.7 44

高年齢雇用
継続給付

・「先輩のように昇給できる」という期待感

・ある限界年齢より後はオーバー・コスト
・賃金カーブが寝ている中小企業以外は、
 定年制による継続雇用賃金の大幅な
引き下げが必要　→定年後再雇用制度を導入

60歳

（金額）

（年齢）65歳

年功賃金＝高年齢者に貢献以上の賃
金を支給することで、若年・中堅層か
ら賃金以上の貢献を長期間引き出す
仕組み

定年後は正社員の
賃金待遇と切り離す

正社員の基本給カーブ
（標準Bモデル）

継続雇用賃金は
定年到達時賃金
の70～80％程度

仕事や貢献度の
違いが配慮され
ない固定支給

同一労働同一賃金
に抵触する可能性

正社員≠継続雇用 
（1社2制度）

無年金期間の減収

定
年
定年再雇用定年再雇用

定年

貢献貢献

賃金賃金

定年

●現状…高齢者の生産性＜人件費

(A)人基準・長期決済の年功給 (B)仕事基準・短期決済の役割給
◎あるべき姿…高齢者の生産性≧人件費

・機械的な昇給抑制はモラールダウンを招く
・定年制を維持し、定年後の処遇の切り下げ
が必要（質の高い仕事はさせられない）

・仕事の質を下げる必要はない
・働けるかぎり貢献でき、定年制は意味を失う
（エイジ・フリー）

・最後は貢献以上の賃金を支給する仕組
みなので、一定年齢後は高賃金を強制
的に修正・終了しないと制度がもたない

・常に貢献と賃金のバランスをとる仕組
みにしておけば、定年後の賃金を特別
扱いする必要はない

定年延長で
増える
オーバー・コスト

すでにある
オーバー・コスト

図表2　典型的な年功賃金と高齢者待遇の実情

図表3　年功賃金カーブの現状と役割・貢献度に応じた賃金カーブへの修正
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と
り
、
緩
や
か
な
仕
事
基
準
の
賃
金
待
遇
に
移
行
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
属
人
的
な
年
功
賃

金
カ
ー
ブ
を
、
図
表
３
右
側（
Ｂ
）の
貢
献
度
を
表
す

曲
線（
点
線
）に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
賃
金
カ
ー
ブ
へ
と
修

正
す
る
道
が
開
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
で
あ
れ
ば
、
人
は
働
け
る
か
ぎ
り

貢
献
し
、
働
き
に
応
じ
た
賃
金
待
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
定
年
制
も
や
が
て
は
意
味
を
失
い
ま
す
。
欧
米
の
職

務
給
な
ど
は
こ
う
し
た
実
態
に
近
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

図
表
4
は
、
ひ
と
ま
ず
現
実
的
な
60
歳
定
年
制
の
も

と
で
正
社
員
に
役
割
給
を
導
入
し
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

型
の
柔
軟
な
職
務
・
配
置
を
維
持
し
つ
つ
、
組
織
に
お

け
る
役
割
と
実
際
の
貢
献
度
の
評
価
に
基
づ
く
メ
リ
ハ

リ
の
利
い
た
賃
金
待
遇
を
実
施
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
示
し

ま
し
た
。

左
の
扇
状
の
山
な
り
に
昇
給
す
る
5
本
の
太
い
実
線

は
、
定
年
ま
で
の
正
社
員
の
役
割
給
の
展
開
を
示
し
、

3
本
目
の
実
線
の
新
標
準
Ｂ
モ
デ
ル
を
中
心
に
、
グ

レ
ー
の
実
線
の
よ
う
に
役
割
と
貢
献
度
の
違
い
に
応
じ

て
役
割
給
が
徐
々
に
分
岐
・
分
散
し
て
い
く
様
子
を
表

し
ま
す
。
こ
の
例
で
は
、
若
手
〜
中
堅
層
の
賃
金
を
意

図
的
に
引
き
上
げ
、
そ
の
分
、
年
功
的
に
高
く
な
り
す

ぎ
て
い
る
中
高
年
層
の
賃
金
カ
ー
ブ
を
徐
々
に
抑
制
し

て
い
ま
す
。

正
社
員
に
つ
い
て
は
、
組
織
に
お
け
る
社
員
個
々
の
成

果
責
任
を
確
認
し
、
目
標
設
定
や
業
績
評
価
、
行
動
評

価
を
通
し
て
そ
の
貢
献
度
を
客
観
的
に
評
価
す
る
ノ
ウ

加
え
て
、
定
年
を
延
長
し
、
力
の
あ
る
高
齢
者
が
重

要
な
ポ
ス
ト
を
占
有
し
続
け
れ
ば
、若
手
社
員
は
昇
進・

昇
格
が
遅
れ
、
先
輩
の
賃
金
に
ま
す
ま
す
追
い
つ
き
に

く
く
な
り
ま
す
。賃
金
の
抑
制
や
人
事
の
停
滞
は
若
年・

中
堅
層
の
不
満
・
離
職
に
直
結
す
る
恐
れ
が
大
で
す
。

60
歳
定
年
制
は
、
年
功
的
な
人
件
費
の
増
大
に
歯
止

め
を
か
け
、
高
齢
者
の
代
わ
り
に
伸
び
し
ろ
の
あ
る
若
年・

中
堅
層
を
育
成
・
登
用
し
、
組
織
の
新
陳
代
謝
を
う
な
が

す
雇
用
・
人
事
秩
序
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、
特
に
賃

金
カ
ー
ブ
が
立
っ
て
い
る
大
企
業
が
定
年
を
廃
止
し
た
り
、

定
年
延
長
に
ふ
み
切
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
定
年
後
再
雇
用
の
賃
金
を
機
械
的
に
下
げ

る
や
り
方
で
は
、
高
齢
者
が
活
き
活
き
と
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
と
は
程
遠
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
に
示
さ
れ
た
均
衡
待
遇
・
均

等
待
遇
の
原
則
に
照
ら
し
て
も
、
賃
金
を
下
げ
る
以
上

雇
う
側
も
高
齢
者
の
仕
事
の
質
を
落
と
さ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
定
年
を
境
に
仕
事
の
意
欲
が
明
ら

か
に
低
下
し
、
な
か
に
は
不
満
を
抱
え
た
高
齢
者
を
抱

え
込
む
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

正
社
員
に
役
割
給
を
導
入
、
定
年
後
は

ジ
ョ
ブ
型
の
継
続
雇
用
賃
金
を
適
用

4年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
人
材
が
活
躍
で
き
る
シ
ン
プ

ル
な
雇
用
・
人
事
を
実
現
す
る
シ
ナ
リ
オ
の
な
か
で
最

大
の
決
め
手
は
、
正
社
員
に
役
割
給
を
導
入
し
て
、
常

に
働
く
人
の
貢
献
と
会
社
が
払
う
賃
金
の
バ
ラ
ン
ス
を

ハ
ウ
が
、す
で
に
か
な
り
の
企
業
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
年
後
再
雇
用
者
に
は
、
正
社
員
の
役
割
給
の
テ
ー

ブ
ル
を
準
用
し
、
短
期
決
済
型
の
職
務
限
定
の
有
期
雇

用
に
あ
わ
せ
た
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
を
適
用
し
ま
す
。
1
年

ご
と
の
労
働
契
約
書
に
よ
り
、
職
務
内
容
と
働
き
方
に

応
じ
た
再
雇
用
賃
金
を
確
認
し
、
契
約
更
改
の
都
度
再

雇
用
賃
金
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

次
回
は
、
役
割
給
の
モ
デ
ル
事
例
と
賃
金
換
算
表
方

式
に
よ
る
ジ
ョ
ブ
型
の
定
年
後
再
雇
用
賃
金
の
設
定
方

法
な
ど
、
よ
り
実
務
的
な
解
説
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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（金額）

（年齢）60歳 65歳 70歳

（定年再雇用）（定年再雇用）
雇用確保措置雇用確保措置

定
年

就業確保措置就業確保措置

最高Sモデル最高Sモデル

上位Aモデル上位Aモデル

新標準Bモデル新標準Bモデル

旧標
準B
モデ
ル

旧標
準B
モデ
ル

下位Cモデル下位Cモデル

元の再雇用賃金元の再雇用賃金

低位Dモデル低位Dモデル 待遇改善待遇改善

同一労働同一賃金
に抵触しない設定

役割と貢献度により
賃金カーブが分岐

短期決済型賃金
（有期雇用契約）

旧カーブよりも早く
昇給し、早く頭打ち
になり、総面積（生涯
賃金）は変わらない

正社員と継続
雇用に同一の
役割給体系を
適用

図表4　 役割給による正社員の賃金カーブ修正と
定年再雇用のイメージ（60歳定年）

©株式会社プライムコンサルタント　禁無断転載

シニア社員のためのシニア社員のための

「「ジョブ型ジョブ型」」賃金制度賃金制度ののつくり方つくり方



制
勤
務
は
除
か
れ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、「
具
体
的
な
労
働
日
や
労
働
時
間

数
が
決
ま
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
区
別
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
労
働
契
約
に
お
い
て
、

具
体
的
な
労
働
日
数
や
労
働
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る

場
合
（
例
え
ば
、
労
働
条
件
通
知
書
や
労
働
契
約
書

に
お
い
て
、
１
カ
月
あ
た
り
●
日
、
１
日
あ
た
り
８

時
間
と
い
う
内
容
が
定
ま
っ
て
い
る
）
場
合
は
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
「
シ
フ
ト
制
労
働
者
」
に
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
シ
フ
ト
を
提
示
さ
れ
る
ま
で
は

労
働
日
数
や
労
働
時
間
数
が
定
ま
っ
て
い
な
い
労
働

者
を
対
象
と
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
フ
ト
制
労
働
者
と
の
労
働
契
約

2労
働
基
準
法
が
定
め
る
明
示
事
項
の
う
ち
、「
始

業
及
び
終
業
の
時
刻
」、「
休
日
」
に
関
す
る
事
項
は
、

シ
フ
ト
制
労
働
者
の
場
合
に
は
具
体
的
な
記
載
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

シ
フ
ト
制
労
働
者
の
雇
用
管
理

1厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
1
月

7
日
付
で
「
い
わ
ゆ
る
「
シ
フ
ト
制
」
に
よ
り
就
業

す
る
労
働
者
の
適
切
な
雇
用
管
理
を
行
う
た
め
の
留

意
事
項
」（
以
下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）
を
公
表
し

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
シ
フ
ト
制
の

労
働
者
の
労
働
日
数
を
削
減
す
る
こ
と
で
実
質
的
な

休
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
休
業
手
当
が
支
給
さ
れ
な

い
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
生
じ
て
お
り
、
裁
判
で
争

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
い
う「
シ
フ
ト
制
」
と
は
、
一
定
期
間
ご

と
に
作
成
さ
れ
る
勤
務
割
や
勤
務
シ
フ
ト
な
ど
に
お

い
て
初
め
て
具
体
的
な
労
働
日
や
労
働
時
間
が
確
定

す
る
よ
う
な
形
態
を
意
味
し
て
お
り
、
あ
ら
か
じ
め

労
働
日
数
や
労
働
時
間
数
が
決
ま
っ
て
お
り
、
勤
務

時
間
の
パ
タ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
勤
務
す
る
交
替

労
働
契
約
の
内
容
を
正
確
に
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
た
と
え
シ
フ
ト
制
で
あ
っ
て
も
労

働
日
数
を
変
動
さ
せ
る
こ
と
が
違
法
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

A
シ
フ
ト
制
で
働
い
て
い
る
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
留
意
点
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い

シ
フ
ト
制
で
働
い
て
い
る
労
働
者
に
関
し
て
、
繁
閑
に
合
わ
せ
て
自
由
に
労
働
日
数
を
変
動

さ
せ
て
い
る
の
で
す
が
、
問
題
は
あ
り
ま
す
か
？

Q 1
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と
は
い
え
、
可
能
な
か
ぎ
り
労
使
間
の
認
識
を
明

確
に
し
て
お
く
た
め
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
単

に
「
シ
フ
ト
に
よ
る
」
と
記
載
す
る
だ
け
で
は
足
り

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
記
載
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
る
以
前
は
多
く
み
ら
れ
た
記

載
で
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
今
後
は
、
原
則

的
な
始
業
お
よ
び
終
業
時
刻
を
記
載
し
た
う
え
で
、

契
約
締
結
と
同
時
に
定
め
る
一
定
期
間
分
の
シ
フ
ト

表
な
ど
を
あ
わ
せ
て
労
働
者
に
交
付
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、「
休
日
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
曜
日

な
ど
が
定
ま
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
休
日
の
設
定
に

か
か
る
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
を
明
示
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
週
に
1
日
で
は
な
く
４
週
に
４
日
以

上
の
休
日
と
す
る
よ
う
な
変
形
休
日
制
を
採
用
す
る

場
合
に
は
就
業
規
則
な
ど
に
定
め
る
こ
と
も
必
要
に

な
り
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、
紛
争
予
防
の
た
め
に
望
ま
し
い
取

組
み
と
し
て
、
シ
フ
ト
作
成
に
関
す
る
ル
ー
ル
（
労

働
者
の
意
見
聴
取
を
行
う
、
シ
フ
ト
表
の
通
知
期
限

や
方
法
な
ど
）
を
定
め
て
お
く
こ
と
や
、
シ
フ
ト
変

更
に
関
す
る
ル
ー
ル
（
シ
フ
ト
期
間
開
始
後
の
変
更

期
限
や
手
続
な
ど
）
を
定
め
て
お
く
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
労
働
日
や
労
働
時

間
に
つ
い
て
も
、
契
約
上
、
具
体
化
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
し
て
も
、
基
本
的
な
考
え
方
を
労
使
間
で

合
意
し
て
お
く
と
い
っ
た
方
法
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。シ

フ
ト
表
な
ど
に
よ
る
労
働
日
と
休
日
の
決
定
に

お
い
て
、
重
要
な
点
と
し
て
、
シ
フ
ト
決
定
前
と
シ

フ
ト
決
定
後
の
変
更
は
、
そ
の
法
的
性
質
が
大
き
く

異
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
シ
フ
ト
決
定
前
は
、
白

紙
の
状
態
に
指
定
す
る
こ
と
で
労
働
日
と
労
働
時
間

が
具
体
化
さ
れ
る
と
い
う
性
質
で
あ
る
た
め
、
使
用

者
の
裁
量
が
大
き
い
と
い
え
ま
す
が
、
一
度
決
定
し

た
労
働
日
や
労
働
時
間
は
労
働
契
約
の
内
容
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
自
由
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、
一
定
の
制
約

が
な
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

シ
フ
ト
制
労
働
者
に
対
す
る

指
示
の
変
更
に
関
す
る
裁
判
例

3シ
フ
ト
制
の
労
働
者
に
つ
い
て
、
シ
フ
ト
の
削
減

で
は
な
く
、
自
宅
待
機
命
令
か
ら
出
勤
命
令
に
変
更

し
た
事
例
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
違
法
で
あ
る
と

し
て
争
わ
れ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
（
大
阪
地
裁
令
和

４
年
６
月
23
日
判
決
）。

当
該
裁
判
例
に
お
け
る
使
用
者
は
、
毎
月
25
日
ま

で
に
、
各
従
業
員
に
対
し
て
勤
務
指
定
表
と
題
す
る

文
書
を
示
し
て
、
翌
月
各
日
の
勤
務
の
有
無
お
よ
び

種
類
を
通
知
す
る
こ
と
が
就
業
規
則
に
定
め
ら
れ
て

お
り
、
業
務
上
の
必
要
性
に
よ
り
指
定
し
た
勤
務
日

や
種
類
を
変
更
す
る
と
き
は
、「
勤
務
変
更
通
知
書
」

を
交
付
し
て
変
更
す
る
運
用
が
採
用
し
て
い
ま
し
た
。

使
用
者
は
、
事
業
に
お
け
る
業
務
量
が
減
少
し
た

こ
と
か
ら
、実
際
に
勤
務
す
る
人
員
数
を
減
少
さ
せ
、

自
宅
待
機
さ
せ
る
労
働
者
を
設
け
る
よ
う
に
な
り
、

勤
務
指
定
表
に
お
い
て
自
宅
待
機
日
を
指
定
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
該
自
宅
待
機
日
に
お
い

て
、
知
識
向
上
お
よ
び
業
務
改
善
の
た
め
に
配
付
し

た
資
料
に
自
ら
記
入
し
て
次
回
出
勤
日
に
必
ず
提
出

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
提
出
し

な
か
っ
た
労
働
者
に
対
し
て
、
自
宅
待
機
と
し
て
指

定
し
て
い
た
労
働
日
を
出
勤
す
る
よ
う
に
変
更
す
る

内
容
の
勤
務
変
更
通
知
書
を
交
付
し
ま
し
た
。
こ
の

勤
務
変
更
が
、
違
法
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
損
害

賠
償
請
求
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

自
宅
待
機
か
ら
出
勤
を
命
じ
る
こ
と
は
、
勤
務
場

所
や
勤
務
内
容
の
変
更
と
い
う
要
素
を
含
ん
で
い
る

と
こ
ろ
、
当
該
裁
判
例
で
は
、
東
亜
ペ
イ
ン
ト
事
件

（
最
高
裁
昭
和
61
年
7
月
14
日
判
決
）
の
示
し
た
基

準
を
参
考
に
し
つ
つ
、
①
業
務
上
の
必
要
性
、
②
不

利
益
の
程
度
、
③
従
業
員
間
の
負
担
又
は
相
違
の
有

無
、
程
度
及
び
合
理
性
と
い
っ
た
考
慮
要
素
を
も
っ

て
判
断
す
る
と
い
う
規
範
を
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
照
ら
し
た
と
こ
ろ
、「
労
働
者
が
、
労

働
契
約
上
、
自
宅
待
機
を
命
じ
ら
れ
る
権
利
を
有
し

て
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
課
題
提
出
者
に
も
自

宅
待
機
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
お
よ
び

課
題
の
分
量
や
所
要
時
間
が
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
本
件
運
用
が
従
業
員
間

に
一
定
の
業
務
上
の
負
担
の
相
違
を
生
じ
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
相
違
の
程
度
が
著
し

い
と
は
い
え
ず
、
従
業
員
間
の
公
平
性
を
害
す
る
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
課
題
を
提

出
し
て
い
な
か
っ
た
自
宅
待
機
予
定
の
労
働
者
に
出

勤
を
命
じ
た
こ
と
は
、
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
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ま
た
は
こ
れ
を
濫
用
す
る
も
の
で
は
な
く
、
違
法
で

は
な
い
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

こ
の
裁
判
例
に
お
い
て
参
考
に
な
る
の
は
、
自
宅

待
機
状
態
（
シ
フ
ト
上
の
休
日
）
か
ら
出
社
を
命
じ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
就
業
場
所
の
変
更
を
と
も
な
う

こ
と
を
考
慮
し
て
、
一
度
指
定
し
た
シ
フ
ト
を
変
更

す
る
と
き
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
東
亜
ペ
イ
ン
ト

事
件
の
規
範
に
準
じ
た
内
容
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う

点
で
す
。
東
亜
ペ
イ
ン
ト
事
件
は
、
配
置
転
換
命
令

の
有
効
性
を
判
断
す
る
と
い
う
事
案
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
ケ
ー
ス
で
す
が
、
業
務
内
容
や
場
所
を
変
更
す
る

命
令
に
つ
い
て
も
応
用
的
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
特

徴
的
な
の
は
、
③
従
業
員
間
の
負
担
ま
た
は
相
違
の

有
無
、
程
度
お
よ
び
合
理
性
と
い
う
要
素
が
あ
げ
ら

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
は
、
そ
の
継
続
的
な
雇
用
ま

た
は
就
業
機
会
の
確
保
を
目
ざ
し
て
、
改
正
が
重
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。

直
近
で
は
２
０
２
１
年
4
月
1
日
か
ら
、
70
歳
ま

れ
て
い
る
点
で
す
。
シ
フ
ト
制
労
働
者
が
多
数
い
る

状
況
の
な
か
、
だ
れ
に
対
し
て
業
務
内
容
や
場
所
を

変
更
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ

う
な
要
素
、
い
い
換
え
れ
ば
人
選
の
合
理
性
が
問
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ

う
。
紹
介
し
た
裁
判
例
で
は
、
自
宅
待
機
中
に
行
う

よ
う
求
め
ら
れ
て
い
た
課
題
な
ど
に
取
り
組
ま
な
い

社
員
（
自
宅
待
機
中
に
知
識
向
上
や
業
務
改
善
に
取

り
組
ま
な
い
人
員
）
を
優
先
的
に
出
社
さ
せ
る
こ
と

が
、人
選
の
合
理
性
が
あ
る
と
肯
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
フ
ト
決
定
前
と
決
定
後
に
お
け
る
法
的
な
性
質

の
違
い
と
、
シ
フ
ト
決
定
後
に
お
け
る
変
更
命
令
に
お

い
て
考
慮
す
べ
き
事
項
に
留
意
し
な
が
ら
、
シ
フ
ト
制

労
働
者
を
適
切
に
雇
用
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

で
の
定
年
の
引
上
げ
、
定
年
の
廃
止
、
70
歳
ま
で
の

継
続
雇
用
制
度
の
導
入
、
業
務
委
託
契
約
を
締
結
で

き
る
制
度
の
導
入
お
よ
び
社
会
貢
献
事
業
に
従
事
で

き
る
制
度
の
導
入
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
70
歳
ま
で

の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
努
力
義
務
と
し
て

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
法
的
な
義
務
は
、
65
歳

ま
で
の
定
年
の
引
上
げ
、
定
年
制
の
廃
止
、
65
歳
ま

で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を

導
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、70
歳
ま
で
の
「
就
業
機
会
の
確
保
」

と
し
て
、
必
ず
し
も
雇
用
に
限
定
し
な
い
方
法
で
高

年
齢
者
が
事
業
や
社
会
貢
献
活
動
に
か
か
わ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
お
い
て
も
努
力
義
務

と
し
て
定
め
た
後
に
、
法
的
な
義
務
と
す
る
改
正
が

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
現
状
は
、
就
業
機
会

の
確
保
の
準
備
期
間
と
も
い
う
べ
き
状
況
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
就
業
機
会
確
保
措
置
等

の
導
入
状
況

2２
０
２
２
年
「
高
年
齢
者
雇
用
状
況
等
報
告
」
の

集
計
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置
に
つ
い
て
は
、
中
小

企
業
お
よ
び
大
企
業
と
も
に
99
・
9
％
が
実
施
ず
み

と
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業
主
が
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
70
・
6
％
が

継
続
雇
用
制
度
の
導
入
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
割
合

と
し
て
は
減
少
し
て
お
り
、
定
年
の
引
上
げ
に
よ
り

高
齢
者
雇
用
の
今
後
に
つ
い
て

1高
年
齢
者
（
55
歳
以
上
の
者
）
の
雇
用
に
関
し
て
、

引
き
続
き
、
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
が
多
い
状
況
で
す
が
、
就

業
確
保
措
置
を
導
入
し
て
い
る
企
業
も
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

A
現
在
の
日
本
に
お
け
る
高
齢
者
雇
用
の
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に
施
行
さ
れ
て
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確

保
措
置
な
ど
が
加
わ
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
の
導
入
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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対
応
し
て
い
る
企
業
が
若
干
増
加
し
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
60
歳
で
あ
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
働
け
る
と
い
う

方
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
定
年
の
引
上

げ
は
そ
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、継
続
雇
用
制
度
を
導
入
す
る
場
合
は
、

定
年
後
に
は
有
期
雇
用
契
約
と
す
る
こ
と
に
と
も
な

い
、
賃
金
を
減
額
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
観
点
か
ら
も
業
務
内
容
、
就
業
場
所
の

変
更
の
範
囲
、
責
任
の
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
、
相
違

を
設
け
る
こ
と
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す

が
、
現
実
的
に
は
相
違
を
設
け
る
こ
と
が
む
ず
か
し

い
場
合
も
あ
り
、
継
続
雇
用
よ
り
も
定
年
の
引
上
げ

の
方
が
企
業
の
実
情
に
あ
う
と
い
う
場
面
が
増
え
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
で
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
確
保
措
置
に
つ
い

て
は
、
実
施
ず
み
の
企
業
は
27
・
9
％
で
あ
り
、
２

０
２
１
年
と
比
較
し
2
・
3
％
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
が
99
・
９
％
で
あ
る
こ
と
と

比
較
す
る
と
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
70
歳
ま
で
の
継
続

雇
用
制
度
の
導
入
と
な
っ
て
お
り
、
業
務
委
託
契
約

を
締
結
で
き
る
制
度
の
導
入
お
よ
び
社
会
貢
献
事
業

に
従
事
で
き
る
制
度
（「
創
業
支
援
等
措
置
」）
を
導

入
し
て
い
る
の
は
、0
・
1
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

創
業
支
援
等
措
置
に
つ
い
て
は
、
社
会
貢
献
事
業

を
行
っ
て
い
る
の
は
お
お
む
ね
大
企
業
に
多
く
、
そ

の
よ
う
な
制
度
を
準
備
で
き
る
企
業
が
そ
も
そ
も
限

定
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
実
的
に
は
業

務
委
託
契
約
を
締
結
で
き
る
制
度
の
導
入
が
選
択
肢

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
法
的
な
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
雇
用
契
約
か
ら
業
務
委
託
契
約
に
切

り
替
え
る
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
践
方
法
が
確
立

し
て
お
ら
ず
、
実
施
し
た
企
業
が
そ
の
リ
ス
ク
を
背

負
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
現
実
的
な
選
択

肢
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

実
務
的
に
は
、
雇
用
で
は
な
く
業
務
委
託
契
約
で

従
事
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
法
が
適
用

さ
れ
な
い
よ
う
に
構
築
す
る
こ
と
は
、
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
労
働
者
と
し
て
の
性
質
を

有
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
１
９
８
５
（
昭

和
60
）
年
に
作
成
さ
れ
た
「
労
働
基
準
法
研
究
会
報

告
」（
２
０
２
１
年
に
公
表
さ
れ
た
「
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
と
し
て
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
も
こ
の
報
告
が
引
用

さ
れ
て
い
ま
す
）
や
37
号
告
示
と
呼
ば
れ
る
「
労
働

者
派
遣
事
業
と
請
負
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
業
と
の
区

分
に
関
す
る
基
準
」
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
検
討
す

る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
文
書
に
掲
げ
ら
れ
た
考
慮

要
素
に
つ
い
て
は
、
総
合
考
慮
を
前
提
と
し
て
い
る

一
方
で
、
各
考
慮
要
素
の
重
み
や
バ
ラ
ン
ス
は
専
門

家
の
感
覚
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
判
断
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
通
常

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

裁
判
例
の
蓄
積
が
あ
る
と
い
え
ど
も
、
同
様
の
業

種
で
あ
っ
て
も
、
業
務
委
託
と
認
め
ら
れ
た
会
社
も

あ
れ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
会
社
も
あ
り
ま
す
。
高
年

齢
者
の
就
業
機
会
を
確
保
し
よ
う
と
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
法
的
に
安
定
し
な
い
業
務
委

託
契
約
の
導
入
に
踏
み
切
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
側

面
が
あ
り
ま
す
。

雇
用
契
約
と
業
務
委
託
契
約
の
区
別
を
よ
り
明
確

に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
業
務
委
託
契
約
を
締
結
で

き
る
制
度
の
導
入
と
い
う
形
で
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会

確
保
が
実
現
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

定
年
到
達
者
の
動
向

3定
年
到
達
し
た
者
の
う
ち
、
87
・
1
％
が
継
続
雇

用
、
12
・
7
％
が
継
続
雇
用
を
希
望
し
な
か
っ
た
、

わ
ず
か
0
・
2
％
が
継
続
雇
用
を
希
望
し
た
が
継
続

雇
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
分
類
と
な
っ
て
い
ま

す
。
統
計
か
ら
は
、
高
年
齢
者
の
継
続
雇
用
を
行
わ

な
い
こ
と
が
き
わ
め
て
少
数
で
す
。

高
年
齢
者
の
継
続
雇
用
に
つ
い
て
、
拒
絶
す
る
こ

と
を
検
討
さ
れ
る
企
業
か
ら
の
相
談
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
解
雇
に
相
当
す
る
ほ
ど
の
事

情
が
な
け
れ
ば
、
継
続
雇
用
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
31
人
以
上
規
模
の
企
業
に
お
け
る
60
歳
以
上

の
常
用
労
働
者
数
は
、
２
０
２
２
年
６
月
１
日
現
在

約
４
４
１
・
7
万
人
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
人
数
は

年
々
増
加
し
続
け
て
い
る
た
め
、
定
年
後
の
労
働
者

も
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
整
備
や
制
度
の

準
備
と
い
う
課
題
は
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
自

社
に
と
っ
て
、
貴
重
な
人
材
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
し
な
が
ら
活
か
し
続
け
る
方
法
を
模
索
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
な
時
代
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
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　起業したばかりのスタートアップ企業においては、はじめてのことばかりで経営や事業にはうまくいかないことや
課題にぶつかることが数多くあります。そこで、「スタートアップ企業にこそ、経験豊富で実務のノウハウを持ったシ
ニア人材が必要」という声もあり、実際に、その経験を活かしてスタートアップ企業で働く高齢者も増加しています。
　このコーナーでは、スタートアップ企業に必要なシニア人材をどう見出し、活用し、活躍に結びつけていく
かについて、実際にスタートアップ時にシニア人材を採用し、現在も活躍中である、株式会社Photosynthの
熊谷悠哉取締役に、当時をふり返りながらシニア人材活用のポイントについて語っていただきます。

スタートアップ

シニア 人材奮闘闘記記

シ
ニ
ア
人
材
と
の
契
約
の
ポ
イ
ン
ト
と

求
め
る
役
割
と
は

専
門
家
と
し
て
の
評
価
を
十
分
に
加
味

信
頼
関
係
を
大
切
に
し
た
契
約
形
態

前
回
、
シ
ニ
ア
人
材
で
あ
る
深ふ

か

谷や

弘ひ
ろ

一か
ず

さ
ん
と
の
出

会
い
の
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
具
体
的
な
契
約

や
深
谷
さ
ん
が
果
た
し
て
い
る
役
割
な
ど
を
お
話
し
し

ま
す
。

当
社
は
同
世
代
の
メ
ン
バ
ー
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
立

ち
上
げ
た
会
社
だ
っ
た
の
で
、
当
然
創
業
し
た
自
分
た

ち
で
す
べ
て
の
業
務
を
や
り
き
る
ん
だ
と
い
う
考
え
が

大
前
提
と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

で
す
の
で
深
谷
さ
ん
に
は
当
初
、
週
１
回
数
時
間
出
社

し
て
、
担
当
技
術
者
の
具
体
的
な
課
題
に
助
言
し
て
も
ら

う
こ
と
を
メ
イ
ン
の
業
務
と
し
て
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
技
術
顧
問
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
で
は
、

あ
る
目
的
が
あ
っ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
そ
れ
が
解
決
す
る

と
当
然
満
期
を
迎
え
、
技
術
顧
問
と
し
て
の
役
割
は
終

わ
り
に
な
る
の
が
普
通
で
す
。
し
か
し
、
当
社
で
は
製
品

開
発
が
前
進
し
て
い
き
業
務
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て
、

深
谷
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
課
題
が
多
く
な
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
だ
け
で
な
く
実
際
の
開
発
や
設
計
に
か
か

わ
る
実
務
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
依
頼
す
る
業

務
内
容
や
報
酬
体
系
が
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
の
深
谷
さ
ん
の
契
約
形
態
は
業
務
委
託
契
約
で

す
が
、「
こ
の
技
術
課
題
を
解
決
し
た
ら
い
く
ら
」
と
い

う
成
果
が
そ
の
ま
ま
報
酬
額
に
直
結
す
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
業
務
の
専
門
性
な
ど
に
応
じ
て
単
価
を
協
議

し
て
決
め
、
各
業
務
の
稼
働
時
間
に
応
じ
て
報
酬
額
を

決
め
て
い
ま
す
。
専
門
性
の
高
い
業
務
は
高
い
報
酬
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、

専
門
家
と
し
て
の
評
価
を
十
分
に
加
味
し
た
単
価
に
な

る
よ
う
設
定
す
る
こ
と
で
す
。
よ
く
Ｏ
Ｂ
を
再
雇
用
し

た
際
に
、
報
酬
を
す
ご
く
安
く
抑
え
る
と
い
っ
た
話
を

聞
き
ま
す
が
、
当
社
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
し
た
く
な

か
っ
た
の
で
、
最
初
に
互
い
に
よ
く
話
し
合
っ
た
う
え
で

時
間
単
価
を
決
め
、
働
い
た
時
間
分
だ
け
報
酬
を
支
払

う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と
し
た
の
で
す
。
互
い
の
信
頼
関
係

に
基
づ
い
た
う
え
で
、
働
い
た
時
間
を
毎
月
確
認
し
な

が
ら
契
約
を
継
続
し
て
い
き
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
人
材
側
が
自
分
自
身
の

契
約
形
態
を
決
め
る
こ
と
も
大
切

こ
う
し
て
長
く
い
ま
の
関
係
が
続
い
て
い
る
の
は
深

22第 回
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谷
さ
ん
側
か
ら
「
仕
事
が
あ
り
ま
す
か
？
」、「
こ
れ
を

や
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
、
積
極
的
な
提
案
が
あ
る
こ
と

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
短
期
間
の
目
的
を
達
成
し
、

そ
こ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
、
い
か
に
次
の
課

題
を
一
緒
に
見
つ
け
て
一
緒
に
チ
ー
ム
と
し
て
や
っ
て

い
く
の
か
が
重
要
で
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
と
て
も
む

ず
か
し
い
こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で

深
谷
さ
ん
は
と
て
も
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で
す
。
契
約
し
た

と
き
が
73
歳
、
現
在
82
歳
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
規
格
外

す
ぎ
る
と
驚
い
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
つ
ね
に
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
チ
ー
ム
へ
の
貢

献
を
提
案
す
る
深
谷
さ
ん
に
対
し
て
、
会
社
と
し
て
必

ず
し
も
す
べ
て
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
点
が
、
課
題
だ
と
感
じ
て
も
い
ま
す
。「
深

谷
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
つ
ね
に
活
か

し
き
れ
て
い
る
の
か
？
」
と
自
問
し
な
が
ら
、
次
に
何

に
挑
戦
す
る
の
か
を
、探
求
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
逆
に
ア
ド
バ
イ
ス
だ
け
、
ノ
ウ
ハ
ウ
だ

け
を
伝
え
て
い
た
だ
い
て
契
約
満
了
と
い
う
形
も
あ
り

ま
す
。
実
際
、
別
の
方
で
製
造
業
の
経
験
者
を
紹
介
し

て
い
た
だ
い
た
と
き
は
そ
う
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
方
に
は
、
当
社
の
新
製
品
の
製
造
委
託
先
を
検
討

す
る
際
に
、
海
外
に
あ
る
一
部
の
部
品
の
製
造
委
託
先

を
調
査
し
、
そ
の
工
場
を
監
査
す
る
と
い
っ
た
業
務
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
そ
の
業
務
が
終
了
す

る
と
と
も
に
契
約
も
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
あ
る
期
間
で
問
題
を
解
決
し
た
ら
契
約

を
満
了
し
て
次
の
人
材
を
探
す
と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
で

の
契
約
形
態
も
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

長
年
の
経
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
言
葉
は

企
業
文
化
の
醸
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

も
う
一
つ
、
深
谷
さ
ん
の
役
割
と
し
て
大
き
い
の
は
、

も
の
づ
く
り
の
現
場
を
熟
知
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

経
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
言
葉
に
す
ご
く
重
み
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も
メ
ー
カ
ー
出
身
で
は
あ
る
の
で

す
が
、「
も
の
づ
く
り
の
す
べ
て
を
理
解
し
て
い
る
か
？
」

と
問
わ
れ
る
と
手
探
り
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

創
業
時
は
も
の
づ
く
り
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な

い
メ
ン
バ
ー
も
多
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
っ
た
メ
ン

バ
ー
に
投
げ
か
け
る
言
葉
に
は
大
き
な
影
響
力
が
あ

り
、
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
文
化
醸
成
に
は
か
な
り
寄

与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
も
、
も
の
づ
く
り

の
分
野
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
と
き
に
は
深
谷

さ
ん
を
講
師
と
し
て
、
回
路
設
計
に
関
す
る
勉
強
会
を

開
い
た
り
も
し
ま
し
た
。

同
じ
志
、
同
じ
目
標
を
持
っ
た

メ
ン
バ
ー
と
し
て
と
も
に
歩
む

そ
し
て
も
う
一
つ
、
長
い
期
間
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
た
背
景
に
は
、
当
社
の
フ
ラ
ッ
ト
な
社
風

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
年
齢
を
気
に
し
な
い

雰
囲
気
で
提
案
し
や
す
い
、
何
で
も
い
え
る
社
風
だ
っ

た
の
で
、
深
谷
さ
ん
も「
こ
れ
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
い
い
出
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
え
「
何
で
も
屋
さ
ん
」的
に
は
お
願
い
し
た

く
な
い
で
す
し
、年
齢
も
考
慮
し
て
、業
務
内
容
は
絞
っ

て
い
ま
す
。
基
本
は
回
路
設
計
と
回
路
の
製
造
に
関
す

る
と
こ
ろ
を
や
っ
て
い
た
だ
い
て
、
数
年
前
か
ら
は
実

際
の
試
作
品
の
評
価
を
す
る
、
あ
る
い
は
量
産
品
の
な

か
で
お
客
さ
ま
先
で
故
障
し
て
し
ま
っ
た
製
品
の
故
障

原
因
を
調
べ
る
な
ど
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も
実
際
に

手
を
動
か
し
て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
通
常
の
仕
事
な
の
で
す
が
、
そ
こ
は

本
当
に
同
じ
目
線
で
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、深
谷
さ
ん
も
私
た
ち
と
同
じ
志
、

同
じ
目
標
を
持
つ
創
業
メ
ン
バ
ー
の
一
人
な
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

深谷さんを講師とした回路設計勉強会
（写真提供：株式会社 Photosynth）

つ
づ
く
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第36回

２
０
２
５
年
は

今
後
想
定
さ
れ
る
問
題
の
一
つ
の
起
点

２
０
２
５
年
問
題
と
は
、
団
塊
の
世
代
（
１
９
４
７

〜
１
９
４
９
年
生
）の
層
が
75
歳
以
上
と
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
問
題
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

こ
の
問
題
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
日
本
の
人

口
の
変
化
に
つ
い
て
押
さ
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

図
表
の
グ
ラ
フ
で
は
、
吹
き
出
し
で
〝
団
塊
の
世
代
〞

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
部
分
が
２
０
２
０
年
に
お
い
て

も
っ
と
も
長
い
棒
グ
ラ
フ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
第

一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
新
生
児
の
出
生
が
一
時
的
に
急
増

す
る
）
期
に
生
ま
れ
た
世
代
で
、
日
本
の
年
齢
別
人
口
に

お
い
て
も
っ
と
も
層
の
厚
い
世
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
65
歳
以
上
を
高
齢
者
と
し
て
、
65
〜
74

歳
を
前
期
高
齢
者
、
75
歳
以
上
を
後
期
高
齢
者
と
し
て

い
ま
す
が
、
隣
り
の
２
０
２
５
年
に
目
を
向
け
る
と
、

団
塊
の
世
代
の
推
移
を
示
す
矢
印
が
後
期
高
齢
者
の
層

に
移
動
し
、
全
員
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
総
人
口
の
う
ち
の
比
率
で
み
る
と
後
期

高
齢
者
が
18
％
、
前
期
高
齢
者
が
12
％
、
高
齢
者
合
計

で
30
％
に
到
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

図
表
の
右
側
を
見
て
い
く
と
２
０
４
０
年
に
は
後
期
高

齢
者
は
人
口
・
比
率
と
も
に
さ
ら
に
増
え
、
２
０
６
５

年
に
は
人
口
は
減
る
も
の
の
比
率
は
26
％（
高
齢
者
全

体
で
は
39
％
）と
上
昇
を
続
け
て
い
ま
す
。

な
お
、総
人
口
に
つ
い
て
は
、２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
の
１
億
２
６
１
５
万
人
か
ら
、
２
０
６
５
年
に
は
８

８
０
８
万
人
と
、
30
％
以
上
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
総
人
口
が
急
激
に
減
少
し
て
い
く

な
か
で
、
高
齢
者（
特
に
後
期
高
齢
者
）
の
比
率
が
高

ま
っ
て
い
く
社
会
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。〝
２
０
２
５

年
〞
は
あ
く
ま
で
問
題
の
一
つ
の
起
点
で
あ
り
、
継
続

し
て
い
く
も
の
と
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
２
０
２
５
年
問
題
」
で
指
摘
さ
れ
る

主
要
な
問
題
点

後
期
高
齢
者
が
増
え
続
け
る
こ
と
に
よ
る
、
人
事
に

か
か
わ
る
主
要
な
問
題
点
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

①
い
っ
そ
う
の
人
手
不
足

図
表
を
再
び
参
照
す
る
と
、
現
在
の
日
本
の
労
働
力

の
中
心
で
あ
る
20
〜
64
歳
の
層
は
２
０
２
０
年
と
比
較

し
て
、
２
０
４
０
年
に
は
１
３
９
５
万
人
、
２
０
６
５

年
に
は
２
７
４
９
万
人
減
少
し
、
総
人
口
の
50
％
を
割

り
込
む
推
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
「
正
社
員

が
不
足
し
て
い
る
」
と
答
え
る
企
業
は
66
・
５
％
（
東

京
商
工
リ
サ
ー
チ「
２
０
２
３
年
企
業
の『
人
手
不
足
』

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」）に
上
っ
て
お
り
、
人

手
不
足
に
よ
り
事
業
継
続
が
困
難
に
な
る
と
倒
産
に
至

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が（
人
手
不
足
倒
産
）、２
０
２
２

年
度
で
は
１
４
０
件
と
い
わ
れ
て
い
ま
す（
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク「
全
国
企
業
倒
産
集
計
２
０
２
２
年
」）。
今

「2025年問題」
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後
、
景
気
の
大
幅
な
減
退
や
産
業
構
造
の
変
革
が
な
い

か
ぎ
り
、
こ
の
人
手
不
足
感
は
よ
り
い
っ
そ
う
高
ま
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
医
療
費
・
介
護
費
用
の
増
大

「
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
社
会
保
障
の
将
来
見
通

し
（
議
論
の
素
材
）」（
内
閣
官
房
・
内
閣
府
・
財
務
省
・

厚
生
労
働
省　
平
成
30
年
５
月
21
日
）
の
社
会
保
障
給

付
費
の
高
齢
者
に
か
か
わ
る
部
分
を
抜
粋
す
る
と
、
２

０
１
８
年
は
介
護
10
・
７
兆
円
、
医
療
39
・
２
兆
円
、

年
金
56
・
７
兆
円
が
、
２
０
２
５
年
※1
に
は
介
護
15
兆

円
程
度
、
医
療
48
兆
円
程
度
、
年
金
60
兆
円
程
度
、
２

０
４
０
年
※ 1
に
は
介
護
25
兆
円
程
度
、
医
療
70
兆
円
程

度
、
年
金
73
兆
円
程
度
と
か
な
り
の
増
加
が
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
的
介
護
保
険
制
度
の
適
用
対

象
は
原
則
65
歳
以
上
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
６

歳
以
上
70
歳
未
満
は
３
割
負
担
の
と
こ
ろ
、
70
〜
74
歳

は
原
則
２
割
負
担
、
75
歳
以
上
は
原
則
１
割
負
担
、
年

金
給
付
年
齢
は
原
則
65
歳
か
ら
と
高
齢
者
の
増
加
に
と

も
な
い
負
担
増
大
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
制
度
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
理
由
で
す
。

「
２
０
２
５
年
問
題
」
へ
の
対
応

こ
れ
ら
の
問
題
へ
の
政
府
の
対
応
と
し
て
、
問
題
点

①
で
は
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
基
づ
く
65
歳
ま
で

の
雇
用
確
保
措
置
の
義
務
化
が
２
０
２
５
年
に
完
全
実

施
※2
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
の
努
力
義
務
化
が

２
０
２
１
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康

経
営
®
の
推
進
や
残
業
時
間
の
規
制
が
強
化
さ
れ
る

な
ど
、健
康
を
維
持
し
な
が
ら
働
け
る
環
境
を
整
備
し
、

高
齢
者
の
労
働
力
を
取
り
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

な
く
生
活
で
き
る
期
間
」
で
あ
る
健
康
寿
命
が
、
男
性

72
・
68
歳
、
女
性
75
・
38
歳
（
厚
生
労
働
省
「
健
康
日

本
21（
第
二
次
）
推
進
専
門
委
員
会
」（
令
和
元
年
））

と
さ
れ
る
な
か
、
65
歳
以
上
を
高
齢
者
と
し
て
定
義
す

る
こ
と
や
、
75
歳
以
上
を
働
け
な
い
層
と
す
る
前
提
が

現
状
と
あ
っ
て
い
な
い
と
い
う
議
論
も
あ
り
、
今
後
は

働
け
る
能
力
に
応
じ
た
就
業
や
負
担
の
環
境
整
備
が

い
っ
そ
う
進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
問
題
点
②
で
は
、
後
期
高
齢
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
な
か
で
、
75
歳
以
上
の
自
己
負
担
割
合
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
、
２
０
２
１
年
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
10
月
よ
り
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
割
合
が
２
割

に
変
更
さ
れ
ま
し
た（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
負
担
）。

ま
た
、
令
和
6
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
を
所
得
に

応
じ
た
負
担
に
見
直
す
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
２
０
２

２
年
に
本
格
議
論
が
さ
れ
ま
し
た（
現
在
も
検
討
中
）。

次
回
は
、「
人
的
資
本
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

※1　将来見通しについては、現状投影と計画ベースで数値が異なるため、○○程度とした
※2　2025年 3月31日の経過措置終了にともなうもの
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2020 年（実績） 2065年（推計）2040年（推計）
総人口　1億1,092万人 総人口　8,808万人総人口　1億2,615万人

2025 年（推計）
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（千人）

総人口　1億2,254万人

75 歳～　
　1,860 万人（15％）

65～ 74歳　
　1,742 万人（14％）

20～ 64歳　
　6,938 万人（55％）

～ 19歳　
　2,074 万人（16％）

75歳～　
　2,180 万人（18％）

65～ 74歳　1,497 万人（12％）

20～ 64歳　
　6,635 万人（54％）

～ 19歳　
　1,943 万人（16％）

75歳～　
　2,239 万人（20％）

65～ 74歳　
　1,681 万人（15％）

20～ 64歳　
　5,543 万人（50％）

～ 19歳　
　1,629 万人（15％）

75歳～　
　2,248 万人（26％）

65～ 74歳　
　1,133 万人（13％）

20～ 64歳　
　4,189 万人（48％）

～ 19歳　
　1,237 万人（14％）

団塊世代
（1947～
49年生まれ）

団塊ジュニア
世代

（1971～
74年まれ）

出典： 実績値（2020年）は総務省統計局「国勢調査」、推計値（2025年、2040年、2065年）は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計
人口（平成29年推計）出生中位・死亡中位推計」（各年10月1日現在人口）により厚生労働省政策統括官付政策統括室において作成

※　2020年の実績値は、図に掲載している推計値の後に公表されたものであることに留意が必要である

図表　人口ピラミッドの変化（20～64歳区分を含む）



ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
に
住
む
70
歳
の
ベ
ン
・
ウ
ィ
テ

カ
ー
は
、
長
年
連
れ
添
っ
た
妻
と
死
別
し
、
隠
居
生
活
の

時
間
を
持
て
余
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
ス
ー

パ
ー
で
シ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ン
の
求
人
募
集
広
告
を
目
に
し

ま
す
。
場
所
は
、
か
つ
て
自
分
が
勤
め
あ
げ
た
電
話
帳
工

場
で
、
い
ま
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
通
販
サ
イ
ト
の
運
営
会
社

『
ア
バ
ウ
ト
・
ザ
・
フ
ィ
ッ
ト
』。
応
募
は
履
歴
書
で
は
な

く
、
自
己
Ｐ
Ｒ
動
画
投
稿
。
ベ
ン
は
慣
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル

機
器
で
動
画
を
作
成
し
、
若
い
重
役
の
面
接
も
ク
リ
ア
。

見
事
シ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ン
に
採
用
さ
れ
、
ア
バ
ウ
ト・ザ・

フ
ィ
ッ
ト
の
創
業
者
で
、
40
歳
年
下
の
女
性
社
長
ジ
ュ
ー

ル
ズ
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
元
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ジ
ュ
ー
ル
ズ
は
「
あ
な
た
に
任
せ
る
仕
事
が

な
い
、
必
要
な
と
き
は
メ
ー
ル
で
指
示
す
る
」
と
ベ
ン
に

い
っ
た
き
り
梨
の
礫つ

ぶ
て

。数
日
後
の
朝
、出
社
前
に
ベ
ン
は「
行

動
あ
る
の
み
」と
意
を
決
し
た
よ
う
に
つ
ぶ
や
き
、
行
動
し

ま
す
。
郵
便
物
や
宅
配
荷
物
を
カ
ー
ト
で
運
ぶ
女
性
社
員

を
手
伝
っ
た
り
、
同
僚
の
ヤ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ン
に
消
費
行

動
分
析
を
教
え
た
り
、
恋
愛
問
題
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、

彼
の
経
験
が
な
せ
る
行
動
の
数
々
。
そ
れ
を
見
か
け
た

ジ
ュ
ー
ル
ズ
は
、「
私
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
忙
し
そ
う
」
と
つ

ぶ
や
く
と
、
会
社
の
ナ
ン
バ
ー
２
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
「
ベ
ン

は
み
ん
な
に
親
切
で
人
気
が
あ
る
ん
だ
」
と
教
え
ま
す
。

ベ
ン
は
職
場
の
若
い
人
た
ち
の
信
頼
を
得
て
、
会
社
に
溶

け
込
ん
で
い
く
の
で
し
た
。

ジ
ュ
ー
ル
ズ
が
気
が
か
り
に
し
て
い
た
物
置
エ
リ
ア
の
山

を
、
ベ
ン
は
朝
7
時
に
出
社
し
て
片
づ
け
ま
す
。
キ
ャ
メ
ロ

ン
が
社
内
放
送
で
ベ
ン
を
呼
び
、
ジ
ュ
ー
ル
ズ
は
大
喜
び
で

自
ら
感
謝
の
言
葉
を
ベ
ン
に
述
べ
ま
す
。
い
っ
せ
い
に
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
、
ベ
ン
は
ジ
ュ
ー
ル
ズ
と
会
社
中
の
信
頼
を

得
た
の
で
し
た
。
こ
の
後
も
ベ
ン
の
言
動
や
活
躍
か
ら
人

柄
を
信
頼
し
た
ジ
ュ
ー
ル
ズ
は
、
夫
と
の
問
題
や
株
主
か

ら
要
請
さ
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｏ
選
任
な
ど
の
大
問
題
を
相
談
す
る

ほ
ど
、
ベ
ン
に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
が
前
向
き
に
仕
事
を
し
て
い
る
特
徴
を
健
康
社

会
学
者
の
河か

わ

合い

薫か
お
る

氏
は
、「
適
応
の
視
点
で
は
半
径
３
メ
ー

ト
ル
の
環
境
に
溶
け
込
も
う
と
し
て
い
る
か
否
か
、
健
康

社
会
学
の
視
点
で
は
人
格
的
成
長
を
維
持
・
強
化
で
き
た

か
否
か
。
人
格
的
成
長
は
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
る
志
向
、

危
機
や
不
安
に
遭
遇
し
た
と
き
こ
そ
高
め
ら
れ
る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
思
考
の
一
つ
。
こ
の
人
格
的
成
長
こ
そ
が
50
歳
以

降
の
人
生
の
鍵
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
説
い
て

い
ま
す
。
ベ
ン
の
シ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
の
姿
勢
は
、

こ
れ
に
合
致
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ベ
ン
の

よ
う
に
多
く
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
の
は
と
て
も
素
敵
で
す
。

余
談
で
す
が
、
ベ
ン
を
演
じ
た
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー

ロ
氏
は
、
79
歳
で
7
人
目
の
子
ど
も
を
授
か
っ
た
こ
と
を

今
年
の
5
月
に
明
か
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
素
敵
な
話
題

で
す
が
、ベ
ン
の
働
き
方
を
見
習
う
こ
と
は
で
き
て
も
、デ・

ニ
ー
ロ
氏
の
生
き
方
を
見
習
う
の
は
む
ず
か
し
そ
う
で
す
。

『マイ・インターン』デジタル配信中
ブルーレイ 2,619 円（税込）／
DVD 1,572 円（税込）
発売元： ワーナー・ブラザース ホームエ

ンターテイメント
販売元： NBC ユニバーサル・エンター

テイメント
©2015 Warner Bros. Entertainment 
Inc. and Ratpac-Dune Entertainment 
LLC. All rights reserved.

心
に
残
る

の
高
齢
者

第 2 回

映
画
『
マ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ン
』

（
2
0
1
5
年
）

社
会
保
険
労
務
士

丸ま
る

山や
ま

美み

幸ゆ
き

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
映
画
や
ド

ラ
マ
、
小
説
や
演
劇
、
音
楽
な
ど
に

登
場
す
る
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
、

高
齢
者
雇
用
に
か
か
わ
る
方
々
が
リ

レ
ー
方
式
で
、「
心
に
残
る
〝
あ
の

作
品
〞
の
高
齢
者
」
を
綴
り
ま
す

の
高
齢
者

作
品

〝

〞

あ
の
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日本史にみる長寿食

食文化史研究家●永山久夫

スイカは捨てるところがない

「西瓜」から「水瓜」へ
アフリカ原産のスイカが、シルクロードを経て

中国に伝わり、日本で栽培され始めたのは戦国時
代後期から江戸時代初期とみられ、西方から伝来
したので「西

せい

瓜
か

」となったようです。
その後、スイカがかなり普及していたことは、

江戸時代の『本
ほん

朝
ちょう

食
しょっ

鑑
かん

』に、次のように記されて
いることからもわかります。
まず、「水

すい

瓜
か

」と書き、「すなわち西瓜のことで
ある。俗に瓜のうちでは水分が多いところから、
このように水瓜と名づける」とあります。なにし
ろ、スイカの約90％は、水なのです。
江戸時代のスイカの利用法については、「全体

で捨てるところは、一つもない。皮および白肉は
煮て食べたり、あるいは、香の物にしたりする。
紅肉は生食する。種子は、よく炒って食べる。そ
れで、もっぱら賞されているのである」と記され
ています。
スイカは捨てるところが一つもない、利用価値

のきわめて高い瓜だったのです。いまでもスイカ
の皮は、煮たり、ぬか漬けにする場合が少なくあ
りませんが、これらは江戸時代伝来の台所の知恵

356

といってよいでしょう。

リコピンの効果
『本朝食鑑』は、スイカの効果にも触れています。
「渇きをとめて、暑気を消し、酒の深酔いを解して、
よく小水を利す」とあります。スイカの利尿作用
は現在でも知られており、その成分はシトルリン
という物質で、スイカには同じような働きをする
カリウムというミネラルも含まれています。
また、スイカには体を冷やして、余分な熱を
とり、疲労した筋肉を早く回復させる働きもあ
るので、夏バテの改善やのどの渇きをいやすの
にも最適です。
スイカ特有の赤い色素は、リコピンという抗酸
化成分で、体細胞の酸化、つまり、老化を防ぐう
えで役に立つと同時に、ガン予防効果の高いこと
で知られています。
同じような働きをするカロテンも多く、免疫力
を高めるビタミンCも含まれており、夏の強い
紫外線のダメージを予防するためにも、効果的で、
とってもおいしいフルーツなのです。
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いつも本誌をご愛読いただき、ありがとうございます。
『エルダー』では、よりよい誌面をつくるため、
読者アンケートを実施しています。
ぜひみなさまの声をお聞かせください。
お待ちしています！

読者アンケートに
ご協力を
お願いします！
いつも本誌をご愛読いただき、ありがとうございます。

今号に同封した「読者アンケート」用紙にご記入のうえ、Fax にてお寄せください。

Fax 番号はこちら ➡ 043-213-6556

コードはこちら ➡
Webでの回答も可能です。

※カメラで読み取ったリンク先が https://krs.bz/jeed/m/elder_enquete であることをご確認のうえアクセスしてください

回答方法

令和 4年度のアンケート結果の一部より

非常に
参考になる
37.0％

参考になる
56.4％

あまり参考にならない
2.9％

無回答 3.7％

特集
高齢者雇用の現状と、これから求められる
対応について学ぶことができるので参考に
なる。

知っておきたい労働法Ｑ＆Ａ
 実際に自社でも起こりうる事例とともに、
その対応などが詳細に記載されている。

リーダーズトーク
他社事例から制度を検討する具体的なイ
メージにつなげている。

高齢者の職場探訪 北から、南から
各地で働く高齢社員の生の声が聞けてよい。

マンガで学ぶ高齢者雇用 
教えてエルダ先生！
マンガだと内容が理解しやすい。

参考になったコーナーとその理由

『エルダー』は参考になっていますか？

人事総務部門責任者・
担当者
60.1％

経営者・取締役
（役員含）
28.6％

その他（一般社員など）3.8％

その他の管理監督者（工場長、支店長、管理職など）7.0％

無回答 
0.5％
無回答 
0.5％

ご回答者の立場

〈お問合せ先〉企画部情報公開広報課　TEL：043-213-6200
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※このコーナーで紹介する書籍の価格は、「税込価格」（消費税を含んだ価格）を表示します

「心理的安全性」を高め、だれもが恐れず意欲的に働ける職場へ

４
段
階
で
実
現
す
る
心
理
的
安
全
性

し
な
や
か
な
心
と
キ
ャ
リ
ア
の
育
み
方

人
生
に
Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
ｏ
ｆ
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
を

中
ちゅう

条
じょう

薫
かおる

 著／
クロスメディア･
パブリッシング／

1738円

ティモシー・Ｒ・クラーク 著、
長谷川 圭 訳／
日経ＢＰ／
1980円

「
い
い
年
を
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
た
ら
、
ば
か

に
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」、「
現
状
が
よ
い
と
は
思
わ

な
い
が
、
ベ
テ
ラ
ン
に
意
見
を
い
う
の
が
怖
い
」。
従

業
員
が
こ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
職
場
は
、
心
理
的
安

全
性
が
低
下
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。こ
れ
で
は
、

や
る
気
も
生
産
性
も
低
下
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

「
心
理
的
安
全
性
」は
、
チ
ー
ム
の
生
産
性
を
高
め

る
重
要
な
概
念
と
し
て
米
グ
ー
グ
ル
が
２
０
１
５
（
平

成
27
）
年
に
研
究
成
果
を
発
表
し
て
以
降
、
世
界
の
企

業
が
こ
れ
を
高
め
る
こ
と
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

本
書
は
、
心
理
的
安
全
性
を
、
恥
ず
か
し
い
思
い
や

疎
外
感
、
罰
な
ど
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、（
１
）仲
間

と
し
て
認
め
ら
れ
、（
２
）安
全
に
学
べ
、（
３
）安
全

に
貢
献
し
、（
４
）現
状
打
破
に
安
全
に
挑
戦
で
き
る
、

と
感
じ
ら
れ
る
4
段
階
の
状
態
が
あ
る
と
整
理
。
心
理

的
安
全
性
の
高
さ
は
、「
尊
重
」と「
許
可
」の
度
合
い

に
よ
っ
て
決
ま
り
、
４
つ
の
段
階
を
経
て
発
展
す
る
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
組
織
が

「
尊
重
」と「
許
可
」を
多
く
与
え
れ
ば
与
え
る
ほ
ど
、

メ
ン
バ
ー
は
よ
り
強
く
心
理
的
安
全
性
を
感
じ
、
そ
れ

を
反
映
し
た
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

若
手
、
子
育
て
世
代
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
、
だ
れ
も
が

意
欲
を
持
っ
て
働
き
、
能
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
む
う
え
で
も
役
立
つ
一
冊
で
あ
る
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
を

分
け
て
、
そ
の
調
和
を
図
っ
て
い
く
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
は
異
な
り
、
ワ
ー
ク
も
ラ
イ
フ
も

人
生
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
統
合
し
て
と
ら
え
、

両
方
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
生
全
体
の
充
実

を
図
る
考
え
方
を
さ
す
言
葉
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
増
え
て
働
き
方
の
多
様
化
が

加
速
し
て
進
ん
で
い
る
い
ま
、
新
し
い
働
き
方
の
概
念

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

本
書
は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
触
れ
、
育
児
を
し
な
が
ら
の

海
外
赴
任
や
管
理
職
な
ど
多
様
な
経
験
を
重
ね
て
き
た

女
性
の
著
者
が
、
仕
事
も
家
庭
も
自
分
ら
し
い
イ
ン
テ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン（
統
合
、
融
合
）を
実
践
し
て
い
く
た

め
の
考
え
方
と
行
動
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

著
者
の
中
条
氏
は
、
し
な
や
か
に
活
躍
す
る
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
研
修
・

コ
ー
チ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
経
験
と
神
経
心
理

学
に
基
づ
く
研
修
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
を
引
き

起
こ
す
と
定
評
が
あ
る
そ
う
だ
。
本
書
に
も
、
し
な
や

か
な
活
躍
に
向
け
て
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
言
葉
が

散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
女
性
活
躍
を
は
じ
め
、
男
女

と
も
に
生
き
方
の
参
考
に
な
る
。

自分らしい仕事と生活を実践していくためのヒントを紹介
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行
政
・
関
係
団
体

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
令
和
５
年
度
雇
用
・

労
働
分
野
の
助
成
金
の
ご
案
内
」
を
公
開

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
雇
用
の
安
定
、
職
場
環
境
の
改
善
、

従
業
員
の
能
力
向
上
、
退
職
金
制
度
の
確
立
な
ど
に
向
け

た
助
成
金
の
案
内
と
助
成
金
の
お
も
な
問
合
せ
先
を
掲
載

し
た
事
業
主
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
令
和
5
年
度
雇
用・

労
働
分
野
の
助
成
金
の
ご
案
内
」
の
詳
細
版
と
簡
略
版
を

そ
れ
ぞ
れ
公
開
し
た
。「
雇
用
関
係
」、「
労
働
条
件
等
関
係
」

の
２
項
目
に
分
け
、
各
助
成
金
を
紹
介
し
て
い
る
。

Ⅰ　
雇
用
関
係
助
成
金
の
ご
案
内
（
雇
用
維
持
関
係
の
助

成
金
／
在
籍
型
出
向
支
援
関
係
の
助
成
金
／
再
就
職
支
援

関
係
の
助
成
金
／
転
職
・
再
就
職
拡
大
支
援
関
係
の
助
成

金
／
雇
入
れ
関
係
の
助
成
金
／
雇
用
環
境
の
整
備
関
係
等

の
助
成
金
／
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
関
係
等
の
助
成
金

／
人
材
開
発
関
係
の
助
成
金
）

Ⅱ　
労
働
条
件
等
関
係
助
成
金
の
ご
案
内（
生
産
性
向
上
等

を
通
じ
た
最
低
賃
金
の
引
上
げ
支
援
関
係
の
助
成
金
／
労

働
時
間
等
の
設
定
改
善
の
支
援
関
係
の
助
成
金
／
受
動
喫

煙
防
止
対
策
の
支
援
関
係
の
助
成
金
／
産
業
保
健
活
動
の

支
援
関
係
の
助
成
金
／
安
全
な
機
械
を
導
入
す
る
た
め
の
補

助
金
／
高
齢
者
の
安
全
衛
生
確
保
対
策
の
支
援
関
係
の
補

助
金
／
フ
ィ
ッ
ト
テ
ス
ト
（
呼
吸
用
保
護
具
）
実
施
の
た
め

の
補
助
金
／
退
職
金
制
度
の
確
立
等
の
支
援
関
係
の
助
成
）

◆
簡
略
版

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/

11600000/000758206.pdf

◆
詳
細
版

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/

11600000/000763045.pdf

労
働
者
協
同
組
合
の
設
立
状
況

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
４
月
３
日
、

労
働
者
協
同
組
合
の
設
立
状
況
を
公
表
し
た
。
２
０
２
３

年
４
月
１
日
時
点
で
、
１
都
１
道
１
府
15
県
で
計
34
法
人

が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
新
規
設
立
が
25
法
人
、
企
業
組
合

か
ら
の
組
織
変
更
が
８
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
の
組
織

変
更
が
１
法
人
と
な
っ
て
い
る
（
厚
生
労
働
省
に
お
い
て

把
握
し
て
い
る
も
の
に
か
ぎ
る
）。

設
立
さ
れ
た
労
働
者
協
同
組
合
で
は
、
荒
廃
山
林
を
整

備
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
の
経
営
、
葬
祭
業
、
成
年
後
見
支
援
、

家
事
代
行
、
給
食
づ
く
り
、
高
齢
者
介
護
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

労
働
者
協
同
組
合
は
、
労
働
者
協
同
組
合
法
に
基
づ
い

て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
、
労
働
者
が
組
合
員
と
し
て
出
資

し
、
そ
の
意
見
を
反
映
し
て
組
合
の
事
業
が
行
わ
れ
、
組

合
員
自
ら
が
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
基
本
原
理
と
す
る

組
織
。
労
働
者
協
同
組
合
法
は
、
一
部
を
除
き
、
２
０
２

２
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
な

か
、
人
口
が
減
少
す
る
地
域
に
お
い
て
、
介
護
、
障
害
者

福
祉
、
子
育
て
支
援
、
地
域
づ
く
り
な
ど
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
特
設
サ
イ
ト
「
知
り
た
い
！　
労

働
者
協
同
組
合
法
」
を
開
設
し
、
労
働
者
協
同
組
合
の
好

事
例
、
労
働
者
協
同
組
合
法
の
概
要
説
明
、
設
立
の
流
れ

な
ど
を
案
内
し
て
い
る
。

◆
労
働
者
協
同
組
合
の
設
立
状
況

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/

11909000/001079767.pdf

◆
「
知
り
た
い
！
労
働
者
協
同
組
合
法
」

https://w
w
w
.roukyouhou.m

hlw
.go.jp/

「
賃
上
げ
・
人
材
活
性
化
・
労
働
市
場
強
化
」

雇
用
・
労
働
総
合
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
更
新

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
10
月
28
日

に
策
定
し
た
「
賃
上
げ
・
人
材
活
性
化
・
労
働
市
場
強
化
」

雇
用
・
労
働
総
合
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
更
新
し
た
。

本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
り
、
意
欲
と
能
力
に
応
じ
た
「
多

様
な
働
き
方
」
を
可
能
と
し
、「
賃
金
上
昇
」
の
好
循
環
を

実
現
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
賃
上
げ
支
援
」
に

加
え
て
、「
人
材
の
育
成・活
性
化
を
通
じ
た
賃
上
げ
促
進
」、

「
賃
金
上
昇
を
伴
う
円
滑
な
労
働
移
動
の
支
援
」、「
雇
用

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
再
整
備
」
の
一
体
的
、
継
続
的
な

取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

事
業
内
容
は
、
次
の
４
分
野
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

①
「
労
働
者
の
賃
上
げ
支
援
」
…
最
低
賃
金
の
引
上
げ
と

履
行
確
保
、
業
務
改
善
助
成
金
の
拡
充
、
働
き
方
改
革

推
進
支
援
助
成
金
な
ど

②
「
人
材
の
育
成
・
活
性
化
」
…
人
材
開
発
支
援
助
成
金

の
助
成
率
引
上
げ
等
の
見
直
し
、
産
業
雇
用
安
定
助
成

金
（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
コ
ー
ス
・
事
業
再
構
築
支
援

コ
ー
ス
）
の
創
設
な
ど

③
「
賃
金
上
昇
を
伴
う
労
働
移
動
の
円
滑
化
」
…
職
業
情

報
提
供
サ
イ
ト
（
日
本
版
Ｏ

－

Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
の
整
備
、
労

働
移
動
支
援
助
成
金
（
早
期
雇
入
れ
支
援
コ
ー
ス
）
の

見
直
し
な
ど

④
「
多
様
な
選
択
を
支
え
る
環
境
整
備
・
雇
用
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
再
整
備
」
…
次
な
る
雇
用
情
勢
の
悪
化

に
備
え
た
雇
用
保
険
財
政
の
早
期
再
建
な
ど

◆
「
賃
上
げ
・
人
材
活
性
化
・
労
働
市
場
強
化
」
雇
用
・

労
働
総
合
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

content/11600000/001086448.pdf

人
口
推
計
（
２
０
２
２（
令
和
４
）年

10
月
1
日
現
在
）

総
務
省

総
務
省
は
、
２
０
２
２
年
10
月
１
日
現
在
の
人
口
推
計

を
公
表
し
た
。
生
産
年
齢
人
口
で
あ
る
15
〜
64
歳
は
前
年

（
７
４
５
０
万
４
０
０
０
人
）
と
比
べ
29
万
６
０
０
０
人
減

少
の
７
４
２
０
万
８
０
０
０
人
。
全
体
に
占
め
る
割
合
は

59
・
４
％
で
、
過
去
最
低
の
前
年
と
同
率
と
な
っ
て
い
る
。

総
人
口
は
1
億
２
４
９
４
万
７
０
０
０
人
。
前
年
（
１
億

２
５
５
０
万
２
０
０
０
人
）
と
比
べ
55
万
６
０
０
０
人
減

少
し
て
い
る
。

総
人
口
に
占
め
る
年
齢
別
人
口
の
割
合
を
み
る
と
、
15

歳
未
満
は
11
・
６
％
、
15
〜
64
歳
は
59
・
４
％
、
65
歳
以

上
は
29・０
％
、
65
歳
以
上
の
う
ち
75
歳
以
上
は
15・５
％
。

前
年
に
比
べ
る
と
、
15
歳
未
満
は
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
低
下
。

65
歳
以
上
人
口
と
75
歳
以
上
人
口
が
そ
れ
ぞ
れ
０
・
１
ポ

イ
ン
ト
、
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

ま
た
、
総
人
口
に
占
め
る
年
齢
別
人
口
割
合
の
推
移
を

み
る
と
、
15
歳
未
満
は
、
１
９
７
５
年
（
24
・
３
％
）
以

降
一
貫
し
て
低
下
を
続
け
、
２
０
２
２
年
（
11
・
６
％
）

は
過
去
最
低
。
15
〜
64
歳
は
、
１
９
８
２
年
（
67
・
５
％
）

以
降
上
昇
し
て
い
た
が
、１
９
９
２
年
（
69・８
％
）
に
ピ
ー

ク
と
な
り
、
そ
の
後
は
低
下
を
続
け
、
過
去
最
低
と
な
っ

た
前
年
と
同
率
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
65
歳
以
上
人
口

お
よ
び
75
歳
以
上
人
口
は
、
１
９
５
０
年
（
そ
れ
ぞ
れ
４
・

９
％
、
１
・
３
％
）
以
降
一
貫
し
て
上
昇
が
続
い
て
お
り
、

過
去
最
高
と
な
っ
た
。

人
口
の
年
齢
構
造
を
各
国
と
比
べ
る
と
、
調
査
年
次
に

相
違
は
あ
る
も
の
の
、
15
歳
未
満
人
口
割
合
は
最
も
低
く
、

65
歳
以
上
人
口
割
合
は
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
人

口
の
高
齢
化
の
程
度
を
示
す
「
老
年
化
指
数
」
が
２
０
０

を
超
え
る
唯
一
の
国
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
の

テ
レ
ワ
ー
ク
人
口
実
態
調
査
結
果

国
土
交
通
省

国
土
交
通
省
は
、
２
０
２
２
年
度
「
テ
レ
ワ
ー
ク
人
口

実
態
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
割
合
は
、
前
年
度
調
査
に
比
べ

て
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
26
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

勤
務
地
域
別
で
み
る
と
、
首
都
圏
は
２
・
３
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
た
も
の
の
、
前
年
度
と
同
様
の
４
割
の
水
準
を
維
持

し
て
い
る
。
一
方
で
、
地
方
都
市
圏
は
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
た
も
の
の
17
・
５
％
に
と
ど
ま
り
、
依
然
と
し
て
首
都

圏
と
の
差
は
大
き
い
。

雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
う
ち
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
継
続

意
向
が
あ
る
人
の
割
合
は
、
約
87
％
と
高
水
準
で
、
継
続

意
向
が
あ
る
理
由
と
し
て
は
、「
時
間
の
有
効
活
用
」が
も
っ

と
も
多
く
約
40
％
、
次
い
で
「
通
勤
の
負
担
軽
減
」
が
約

33
％
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
の
実
施
頻
度
の
平
均
は
週
１
・

８
日
だ
っ
た
が
、
希
望
は
週
２
・
９
日
と
な
っ
て
い
る
。

勤
務
先
の
企
業
規
模（
従
業
員
数
）別
に
テ
レ
ワ
ー
カ
ー

の
割
合
を
見
る
と
、
企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
そ
の
割
合

が
高
く
、
企
業
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
低
い
傾
向
が
み
ら
れ

る
。
一
方
で
、
企
業
規
模
「
20
〜
99
人
」
以
上
の
各
企
業

規
模
帯
で
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、企
業
規
模
「
１

〜
19
人
」
で
は
前
年
度
と
比
べ
て
わ
ず
か
に
増
加
し
た
。

職
種
別
で
は
、テ
レ
ワ
ー
カ
ー
割
合
の
高
い
６
職
種
（
管

理
職
、
研
究
職
、
専
門
・
技
術
職
〈
技
術
職
〉、
専
門
・
技

術
職
〈
そ
れ
以
外
の
専
門
・
技
術
職
〉、
事
務
職
、
営
業
）

で
は
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
割
合
は
前
年
度
か
ら
微
減
し
た
も

の
の
、
４
割
台
を
維
持
し
て
い
る
。

◆
調
査
結
果
（
概
要
）

h ttps://w
w
w
.m
lit.go.jp/report/press/

content/001598357.pdf
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人
口
推
計
（
２
０
２
２（
令
和
４
）年

10
月
1
日
現
在
）

総
務
省

総
務
省
は
、
２
０
２
２
年
10
月
１
日
現
在
の
人
口
推
計

を
公
表
し
た
。
生
産
年
齢
人
口
で
あ
る
15
〜
64
歳
は
前
年

（
７
４
５
０
万
４
０
０
０
人
）
と
比
べ
29
万
６
０
０
０
人
減

少
の
７
４
２
０
万
８
０
０
０
人
。
全
体
に
占
め
る
割
合
は

59
・
４
％
で
、
過
去
最
低
の
前
年
と
同
率
と
な
っ
て
い
る
。

総
人
口
は
1
億
２
４
９
４
万
７
０
０
０
人
。
前
年
（
１
億

２
５
５
０
万
２
０
０
０
人
）
と
比
べ
55
万
６
０
０
０
人
減

少
し
て
い
る
。

総
人
口
に
占
め
る
年
齢
別
人
口
の
割
合
を
み
る
と
、
15

歳
未
満
は
11
・
６
％
、
15
〜
64
歳
は
59
・
４
％
、
65
歳
以

上
は
29・０
％
、
65
歳
以
上
の
う
ち
75
歳
以
上
は
15・５
％
。

前
年
に
比
べ
る
と
、
15
歳
未
満
は
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
低
下
。

65
歳
以
上
人
口
と
75
歳
以
上
人
口
が
そ
れ
ぞ
れ
０
・
１
ポ

イ
ン
ト
、
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

ま
た
、
総
人
口
に
占
め
る
年
齢
別
人
口
割
合
の
推
移
を

み
る
と
、
15
歳
未
満
は
、
１
９
７
５
年
（
24
・
３
％
）
以

降
一
貫
し
て
低
下
を
続
け
、
２
０
２
２
年
（
11
・
６
％
）

は
過
去
最
低
。
15
〜
64
歳
は
、
１
９
８
２
年
（
67
・
５
％
）

以
降
上
昇
し
て
い
た
が
、１
９
９
２
年
（
69・８
％
）
に
ピ
ー

ク
と
な
り
、
そ
の
後
は
低
下
を
続
け
、
過
去
最
低
と
な
っ

た
前
年
と
同
率
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
65
歳
以
上
人
口

お
よ
び
75
歳
以
上
人
口
は
、
１
９
５
０
年
（
そ
れ
ぞ
れ
４
・

９
％
、
１
・
３
％
）
以
降
一
貫
し
て
上
昇
が
続
い
て
お
り
、

過
去
最
高
と
な
っ
た
。

人
口
の
年
齢
構
造
を
各
国
と
比
べ
る
と
、
調
査
年
次
に

相
違
は
あ
る
も
の
の
、
15
歳
未
満
人
口
割
合
は
最
も
低
く
、

65
歳
以
上
人
口
割
合
は
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
人

口
の
高
齢
化
の
程
度
を
示
す
「
老
年
化
指
数
」
が
２
０
０

を
超
え
る
唯
一
の
国
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
の

テ
レ
ワ
ー
ク
人
口
実
態
調
査
結
果

国
土
交
通
省

国
土
交
通
省
は
、
２
０
２
２
年
度
「
テ
レ
ワ
ー
ク
人
口

実
態
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
割
合
は
、
前
年
度
調
査
に
比
べ

て
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
26
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

勤
務
地
域
別
で
み
る
と
、
首
都
圏
は
２
・
３
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
た
も
の
の
、
前
年
度
と
同
様
の
４
割
の
水
準
を
維
持

し
て
い
る
。
一
方
で
、
地
方
都
市
圏
は
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
た
も
の
の
17
・
５
％
に
と
ど
ま
り
、
依
然
と
し
て
首
都

圏
と
の
差
は
大
き
い
。

雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
う
ち
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
継
続

意
向
が
あ
る
人
の
割
合
は
、
約
87
％
と
高
水
準
で
、
継
続

意
向
が
あ
る
理
由
と
し
て
は
、「
時
間
の
有
効
活
用
」が
も
っ

と
も
多
く
約
40
％
、
次
い
で
「
通
勤
の
負
担
軽
減
」
が
約

33
％
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
の
実
施
頻
度
の
平
均
は
週
１
・

８
日
だ
っ
た
が
、
希
望
は
週
２
・
９
日
と
な
っ
て
い
る
。

勤
務
先
の
企
業
規
模（
従
業
員
数
）別
に
テ
レ
ワ
ー
カ
ー

の
割
合
を
見
る
と
、
企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
そ
の
割
合

が
高
く
、
企
業
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
低
い
傾
向
が
み
ら
れ

る
。
一
方
で
、
企
業
規
模
「
20
〜
99
人
」
以
上
の
各
企
業

規
模
帯
で
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、企
業
規
模
「
１

〜
19
人
」
で
は
前
年
度
と
比
べ
て
わ
ず
か
に
増
加
し
た
。

職
種
別
で
は
、テ
レ
ワ
ー
カ
ー
割
合
の
高
い
６
職
種
（
管

理
職
、
研
究
職
、
専
門
・
技
術
職
〈
技
術
職
〉、
専
門
・
技

術
職
〈
そ
れ
以
外
の
専
門
・
技
術
職
〉、
事
務
職
、
営
業
）

で
は
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
割
合
は
前
年
度
か
ら
微
減
し
た
も

の
の
、
４
割
台
を
維
持
し
て
い
る
。

◆
調
査
結
果
（
概
要
）

h ttps://w
w
w
.m
lit.go.jp/report/press/

content/001598357.pdf

調
査
・
研
究「

兼
業
・
副
業
に
関
す
る
動
向
調
査

２
０
２
２
」
デ
ー
タ
集
を
公
開

リ
ク
ル
ー
ト

株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
は
、
兼
業
・
副
業
に
関
す
る
動

向
に
つ
い
て
、
働
く
個
人
お
よ
び
企
業
人
事
担
当
者
を
対

象
に
実
施
し
た
調
査
デ
ー
タ
集
を
公
表
し
た
。
兼
業
・
副

業
の
実
施
状
況
や
企
業
の
制
度
の
状
況
な
ど
、
調
査
結
果

を
約
60
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
収
録
し
て
い
る
。

人
事
担
当
者
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
従
業
員
の
兼
業・

副
業
を
認
め
る
人
事
制
度
が
あ
る
と
回
答
し
た
割
合
は
、

51
・
８
％
（
前
年
調
査
50
・
５
％
）。
兼
業
・
副
業
人
材
の

受
入
れ
目
的
は
、「
人
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
」
が
も
っ

と
も
多
く
54
・
８
％
、「
社
内
人
材
に
は
な
い
知
識
や
ス
キ

ル
を
持
っ
た
人
材
を
確
保
す
る
た
め
」
が
47
・
６
％
、「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
発
や
新
事
業
開
発
に
つ
な
げ
る
た
め
」

が
36・１
％
。
一
方
で
、兼
業・副
業
人
材
の
受
入
れ
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
効
果
は
、「
人
手
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
が
47
・
４
％
、「
社
内
人
材
に
は
な
い
知
識
や
ス
キ

ル
を
持
っ
た
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
が
46
・

８
％
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
発
や
新
事
業
開
発
に
つ
な

が
っ
た
」
が
37
・
５
％
と
、
受
入
れ
に
よ
る
効
果
は
目
的

ど
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

個
人
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
兼
業
・
副
業
を
実
施
し

て
い
る
人
の
割
合
は
、
９
・
９
％
。
50
歳
以
上
で
は
、「
50

歳
〜
54
歳
」（
７
・
５
％
）、「
55
歳
〜
59
歳
」（
７
・
２
％
）、

「
60
歳
以
上
」（
８
・
３
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

◆
デ
ー
タ
集

https://w
w
w
.recruit.co.jp/new

sroom
/

pressrelease/assets/20230411_hr_03.pdf
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●
今
号
の
特
集
は
「
新
任
人
事
担
当
者
の
た
め
の
高
齢
者
雇

用
入
門
」
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

の
施
行
か
ら
2
年
が
経
過
し
、
70
歳
以
上
の
定
年
制
度
や
継

続
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
法
改
正
に
対
応
し
た
取
組
み
を
実
践
し
て

い
く
た
め
に
、
高
齢
者
雇
用
の
現
状
や
課
題
を
は
じ
め
高
齢

社
員
自
身
の
病
気
の
治
療
や
家
族
の
介
護
な
ど
、
加
齢
と
と

も
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
な
が
ら
も
長
く
働
い
て
い
く

た
め
の
多
様
な
勤
務
制
度
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、

高
齢
社
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
、
戦
力
と
し
て
活
躍
し

て
も
ら
う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

新
任
人
事
担
当
者
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
制
度
の

運
用
を
開
始
し
、
い
ま
ま
さ
に
課
題
と
直
面
し
て
い
る
経

営
者
・
人
事
担
当
者
の
方
に
も
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
、
高
齢
社
員
が
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
今
号
で
は
、「
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
同
封
し
て
い
ま

す
。
本
誌
の
内
容
に
関
す
る
率
直
な
ご
意
見
・
ご
感
想
の

ほ
か
、「
こ
ん
な
記
事
が
読
み
た
い
」、「
あ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
深
掘
り
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
要
望
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

特集
どっちがいいの？
「定年延長」と「再雇用」



エルダー61

父
の
記
憶
と
道
具
を
頼
り
に

独
学
で
漆
塗
り
技
術
を
習
得

英
語
で
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
を
代
表

す
る
伝
統
工
芸
の
漆し
っ
器き

。
数
あ
る
産
地

の
な
か
で
も
、
東
京
で
つ
く
ら
れ
る
漆

器
は
「
江
戸
漆
器
」
と
呼
ば
れ
る
。

「"
雅み
や
び

"
な
京
漆
器
に
対
し
、
江
戸
漆

器
の
特
徴
は"
粋
"
で
す
。
絵
を
入
れ

る
に
し
て
も
、
松
葉
を
一
本
、
ポ
ン
と

描
く
く
ら
い
。
色
は
お
も
に
黒
で
、
少

し
朱
色
が
入
る
程
度
の
器
が
多
い
で
す
」

そ
う
話
す
の
は
、
東
京
・
江
戸
川
区

の
漆
塗
り
職
人
、
山
口
敦
雄
さ
ん
。
明

漆う
る
し

工
芸

山や

ま

口ぐ

ち

敦あ

つ

雄お

さ
ん
（
70
歳
）

塗
り
・
乾
燥

生
み
出
さ
れ
る「
漆し

っ

黒こ

く

」の
美

・
研と

ぎ
を
く
り
返
し

 vol.329
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50年前につくられた花
か  き

器の漆を刷毛で塗り直す。「親父に『修理ができて一人前』とよくいわれた」そう。器の “ 枯れ具合 ” に合わせて仕上げるのが腕の見せどころ

治
期
に
創
業
し
た
山
口
漆し

つ
芸げ

い
の
4
代
目

に
あ
た
る
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
先

代
で
あ
る
親
父
の
仕
事
を
見
て
育
っ
た

せ
い
か
、
手
仕
事
が
好
き
で
し
た
」
と

い
う
山
口
さ
ん
は
、
中
学
卒
業
後
、
定

時
制
高
校
に
通
い
な
が
ら
家
業
を
手
伝

い
始
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
修
業
半

ば
だ
っ
た
22
歳
の
と
き
、
父
・
作さ
く

助す
け

さ

ん
が
病
気
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。

「
そ
れ
か
ら
は
、
記
憶
に
残
っ
て
い

る
生
前
の
親
父
の
働
く
姿
を
思
い
起
こ

し
つ
つ
、
独
学
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
な

が
ら
技
術
を
習
得
し
て
き
ま
し
た
。
親

父
の
残
し
た
工
房
と
道
具
が
あ
っ
た
お

か
げ
で
、
今
日
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

山
口
さ
ん
は
現
在
、
華
道
や
茶
道
で

用
い
ら
れ
る
道
具
を
多
く
手
が
け
て
お

り
、
家
元
や
ほ
か
の
職
人
か
ら
直
接

注
文
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
。
高
い

技
術
と
業
界
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
江
戸
川

区
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者
と
な
り
、

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に
は
東
京
都

優
秀
技
能
者
（
東
京
マ
イ
ス
タ
ー
）
知

事
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

30
以
上
の
工
程
を
経
て

生
み
出
さ
れ
る
漆
器

山
口
さ
ん
に
よ
れ
ば
漆
塗
り
に
は
30

以
上
の
工
程
が
あ
る
。
木き

地じ

に
和
紙
や

布
を
張
り
、
そ
の
う
え
に
砥と

の
粉こ
※1
と

漆
を
練
り
合
わ
せ
た
下
地
を
塗
り
、
乾

燥
さ
せ
、
研
ぎ
と
磨
き
を
く
り
返
し
、

塗
る
面
を
平
ら
に
す
る
。
さ
ら
に
そ
の

上
に
漆
を
塗
り
、
乾
燥
さ
せ
、
研
ぎ
を

数
回
く
り
返
す
こ
と
で
、「
漆
黒
」
と
呼

ば
れ
る
美
し
い
ツ
ヤ
が
あ
ら
わ
れ
る
。

な
か
で
も
経
験
が
求
め
ら
れ
る
の
が

漆
の
扱
い
だ
。

「
漆
は
温
度
・
湿
度
に
よ
っ
て
乾
き

具
合
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一

年
中
調
整
が
必
要
で
す
。
漆
は
一
定
の

湿
度
が
な
い
と
乾
か
な
い
た
め
、
湿
度

が
低
い
と
き
は
、
噴
霧
器
で
室む
ろ

※2
の
壁

を
湿
ら
せ
て
調
整
し
ま
す
」

特
に
朱
色
に
仕
上
げ
る
と
き
は
、
乾

燥
の
さ
せ
方
に
よ
っ
て
色
が
変
化
し
て

し
ま
う
そ
う
だ
。

「漆は温度・湿度によって乾燥具合が変化します。そのため、冬は壁を 
湿らせて湿度を高めるなど、経験に基づいた日々 の調整が重要です」

※1　砥の粉……下地塗りに用いる粉末
※2　室……器に塗った漆を乾燥させるための部屋
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取
り
入
れ
る
こ
と
に
も
余
念
が
な
い
。

さ
ら
に
、
10
年
以
上
た
ず
さ
わ
っ
て

い
る
活
動
に
「
え
ど
が
わ
伝
統
工
芸
産

学
公
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
る
。
江
戸

川
区
の
伝
統
工
芸
者
と
美
術
大
学
生
が

連
携
し
、
新
し
い
伝
統
工
芸
製
品
を
創

造
す
る
取
組
み
だ
。
山
口
さ
ん
は
こ
れ

ま
で
、箸
置
き
、コ
ー
ス
タ
ー
、ラ
ン
プ
、

イ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
、
多
彩
な
作
品
を
学

生
と
一
緒
に
生
み
出
し
て
き
た
。

「
若
い
世
代
の
自
由
な
発
想
は
、
と

て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
」

山
口
さ
ん
は
8
年
前
に
脳
梗
塞
と
な

り
半
身
に
ま
ひ
が
残
っ
た
。し
か
し「
ま

だ
仕
事
が
し
た
い
」
と
リ
ハ
ビ
リ
に
励

み
、
数
カ
月
後
に
は
仕
事
に
復
帰
。
周

囲
の
仲
間
に
も
助
け
ら
れ
な
が
ら
こ
こ

ま
で
来
た
。
現
在
も
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け

な
が
ら
、
漆
と
向
き
あ
っ
て
い
る
。   

「
こ
れ
か
ら
も
向
上
心
を
持
ち
つ
つ
、

マ
イ
ペ
ー
ス
に
も
の
づ
く
り
を
楽
し
み

た
い
」と
仕
事
へ
の
意
欲
は
尽
き
な
い
。

山
口
漆
芸

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３（
３
６
８
９
）２
０
８
７

（
撮
影
・
福
田
栄
夫
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

「
朱
色
の
漆
は
基
本
的
に
１
~
２
日
か

け
て
乾
か
し
た
方
が
き
れ
い
な
朱
色
に

な
り
ま
す
。早
く
乾
か
す
と
茶
色
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
加
減
を
経
験
か

ら
見
き
わ
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

山
口
さ
ん
が
特
に
や
り
が
い
を
感
じ

る
の
は
、
依
頼
さ
れ
て
修
理
し
た
漆
器

を
、
持
ち
主
に
ま
た
喜
ん
で
使
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
だ
と
い
う
。

「
親
父
は
よ
く
﹃
修
理
が
で
き
て
一
人

前
﹄
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
古
い
漆
器

の
枯
れ
具
合
に
あ
わ
せ
て
直
す
方
が
、

新
品
よ
り
も
む
ず
か
し
い
か
ら
で
す
」

美
大
生
と
の
コ
ラ
ボ
で

ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
生
み
出
す

伝
統
的
な
漆
器
が
用
い
ら
れ
る
機
会

が
少
な
く
な
る
な
か
、
山
口
さ
ん
は
漆

を
使
っ
た
新
製
品
の
開
発
に
も
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
最
近
は
、
伝
統

技
術
の
若
手
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連

携
し
、
ガ
ラ
ス
製
品
に
漆
を
塗
る
実
験

に
挑
ん
で
い
る
。
ま
た
、
異
業
種
の
職

人
と
勉
強
会
を
開
き
、
新
し
い
技
術
を

下地塗り。砥の粉と漆を練りあわせ、へらで塗り、乾燥後に研いで平らにする塗りに用いるへら。塗りやすさを考え、自分で板を削ってつくる

ひびの入った器の蓋を修理。塗りと研ぎをくり返して直していく

漆塗りの工程を示した見本。左から下地塗り・研ぎ
と漆塗り・研ぎを数回ずつくり返してツヤを出す

茶器の棗
なつめ

。貝殻で
柄を表現する螺

ら  で ん

鈿
も得意とする

漆塗りの折り鶴の
イヤリング。美大生
とのコラボから生ま
れたヒット作
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脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

働くための

2023.7 64

目標
00分

第73回
　各問題のたくさんの漢字のなかには、よく見ると１～３個だけ違う
漢字が混ざっています。
　その仲間はずれの漢字と、隠れていた個数を答えてください。

仲間はずれ漢字探し

　今回は、見るべきものを見るために急速に眼球を動かす「サッケード」という運動
を取り入れたトレーニングです。サッケードが起きると脳の注意ネットワークが活性
化することがわかっており、注意力の向上にも役に立ちます。「どうも集中できな
いなぁ」、というときなどにチャレンジしてみましょう。

目標
5分

篠原菊紀（しのはら・きくのり）

1960（昭和35）年、長野県生まれ。
公立諏訪東京理科大学医療介護健
康工学部門長。健康教育、脳科学
が専門。脳計測器多チャンネル
NIRSを使って、脳活動を調べてい
る。『中高年のための脳トレーニン
グ』（NHK出版）など著書多数。

集中力の仕切直し
今回の脳トレでは「集中力」を鍛

えます。では、集中しているときの
脳は、どうなっているのでしょうか。
一つのことに集中し始めると、前

頭葉の一部から強い信号が送られ、
前頭葉から頭頂葉が活性化します。
このとき、前頭眼野という本来は眼
球の動きを制御している部位も活性
化します。つまり、集中するとは
しっかり対象を見ることにほかなり
ません。
一方で、物事に集中できないとき、

余計なことに集中してしまうときは、
眼球運動をしてみましょう。また、
もう１人の自分が俯瞰的に眺めてい
る、というイメージをすることもお
すすめします。
物事に集中することに固執してし

まい、前に進めなくなっている場合、
「引いた目線」で見ることができると、
スーッと気持ちが落ち着き、冷静な
判断ができるようになります。
全体を見る力、余裕を持って見る

力も、適切な集中力といえるのです。 【問題の答え】
❶左、２個
❹車、１個
❼両、１個
10閉、１個

❷月、１個
❺買、１個
❽半、２個

❸同、３個
❻玉、３個
❾本、２個

1 解答

個

右右右右右右右右右右
右右右右右右右右右右
左右右右右右右右右右
右右右右右右右右右右
右右右右右右右左右右

2 解答

個

日日日日日日日日日日
日日日日日日日日日日
日日日日日日日日日日
日日日日月日日日日日
日日日日日日日日日日

9 解答

個

木木木木木木木木木木
本木木木木木木木木木
木木木木木木木本木木
木木木木木木木木木木
木木木木木木木木木木

10 解答

個

開開開開開開開開開開
開開開開開開開開開開
開開開開開開開開開開
開開開開開開開開開開
開閉開開開開開開開開

7 解答

個

雨雨雨雨雨雨雨両雨雨
雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨
雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨
雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨
雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨

8 解答

個

平平平平平平平平平平
平平平平平平平平平平
平平平平平平平平平平
平平平平平平半平平平
半平平平平平平平平平

5 解答

個

売売売売売売売売売売
売売売売売売売売売売
売売売売売売売売売売
売売売売売売売売売売
売売売買売売売売売売

6 解答

個

王王王王王王王王王王
王王王王王王王王王王
王王王玉王王王王王王
王王王王王玉王王王王
王王王王王王王王玉王

3 解答

個

回回同回回回回回回回
回回回回回回回回回回
回回回回回回回回回回
回回回同回回回回回回
回回回回回回回回同回

4 解答

個

東東東東東東東東東東
東東東東東東東東東東
東東東東東東車東東東
東東東東東東東東東東
東東東東東東東東東東
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（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）  各都道府県支部高齢・障害者業務課  所在地等一覧

　JEEDでは、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害者の雇用支援のための業務�
（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受付、啓発等）を�
実施しています。� 2023年 7月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒263-0004 千葉市稲毛区六方町274  千葉職業能力開発促進センター内 043-304-7730

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒781-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301

ホームページはこちら
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　2021（令和3）年4月1日より、改正高年齢者雇用
安定法が施行され、70歳までの就業を確保する措置
を講ずることが事業主の努力義務となりました。
　JEEDでは、昨年作成した「70歳雇用推進事例集
2022」に引き続き、『70歳雇用推進事例集2023』
を発行しました。
　本事例集では、70歳までの就業確保措置を講じた
21事例を紹介しています。

興味のある事例を探しやすくするため「事例一覧」
を置きキーワードで整理
各事例の冒頭で、ポイント、プロフィール、従業員
の状況を表により整理
70歳までの就業機会を確保する措置を講じるに
あたって苦労した点、工夫した点などを掲載

『70歳雇用推進事例集2023』はホームページより無料でダウンロードできます
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/manual.html 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）　高齢者雇用推進・研究部

70歳雇用推進事例集 検 索

のご案内
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